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第１章 検証の概要 

 1 検証の目的                               

 令和 6 年能登半島地震の影響により 、 本市では最大震度５ 強を観測すると と も に、 津波警報

の発表を 受け、 直ちに避難指示を 発令し て避難所を 開設し 、 １ 万４ 千人を超える避難者を 受け

入れまし た。  

 また、 主要国道の新潟西バイ パスなど、 多く の道路での通行止めや、 Ｊ Ｒ 越後線の運休（ 5

日間） など、 市民生活に大き な影響が生じ まし た。  

 そし て、 今回の被害の大き な特徴は、 液状化現象です。  

 特に、 西区を 中心と する 砂丘縁辺部や旧河道など、 地下水位が高い地域で、 集中的に液状化

現象が発生し たため、 大量の砂や水が地表に吹き 出し 、 道路の損傷や住宅等の建物の傾斜や沈

下が多数発生し まし た。  

 本市では、 発災直後から 災害対策本部を設置し 、 応急対策に全力で取り 組みまし たが、 被害

情報の収集については、 どの地域で大き な被害が出ているのか、 液状化がどこ で発生し ている

かなどの情報を 迅速に把握でき ず、 庁内の共有にも 時間を 要し たほか、 自動車避難の問題や、

避難所開設、 避難所外避難など様々な課題が浮き彫り になり まし た。  

 こ のよう な状況を 踏まえ、 本市では災害初期対応について、 全庁的な課題整理を 行う と と も

に、 改善に向けた取組を検討するこ と で、 本市の災害対応の強化を 図り 、 次の災害に備えてい

く ため、 市⻑ をト ッ プと し た検証会議を設置し 、 検証を 開始し まし た。  

 行政内部で検証を進めると と も に、 区自治協議会や地域コ ミ ュ ニティ 協議会などの地域団体

の方々から 意見をお聴きするため地域広聴会を実施し たほか、 市民の皆さ まへのアンケート の

実施や有識者の方々から ご意見をいただいた上で、 最終報告をと り まと めまし た。  

 こ の検証結果を今後の防災体制強化のための基礎資料と し 、 将来にわたっ て安心・ 安全に暮

ら せる、 災害に強い新潟市を築いていきます。  
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 2 検証体制・ 検証スケジュ ール                     

（ １ ） 検証項目・ 検証体制                                

 検証項目  

特に重要な課題・ 問題点が生じ たと 考えら れる事項を庁内において、 検討・ 抽出し  

検証項目と し た。  

①災害対策本部 

②情報の受発信 

③避難行動 

④避難所運営 

⑤被害状況の調査 

⑥受援体制 

⑦被災者支援 

⑧イ ンフ ラ 関連 

⑨その他 

 検証期間・ 検証体制  

◆検証期間 発災から 令和 6 年 3 月末まで 

◆検証体制 能登半島地震に係る災害初期対応検証会議 

◆組織体系 災害対策本部に準ずる  

 

 

 

 

 

 

 

◆検証チーム 各対策部から 課⻑ 補佐・ 係⻑ 級 1 名 

◆外部意見の聴取 

Ａ  地 域 団 体： 自治協委員、 コ ミ 協会⻑ 、 防災士など（ 8 区で実施）  

        障がい者団体、 防災士の会女性部会 

Ｂ  有識者・ 関係団体： 大学、 関係機関、 国、 県など 

Ｃ  市民アン ケート ： 新潟市内在住の 18 歳以上の市民 4,000 人に実施（ 無作為抽出）  

 

【 会⻑ 】 市⻑  

【 副会⻑ 】 副市⻑ 、 水道局⻑ 、 教育⻑  

【 検証委員】 災害対策本部における  
本部員（ 部・ 区⻑ 等）  

検証会議 

A 地域団体 

外部意見 

検
証
チ
ー
ム 

B 有識者・ 関係団体 

C 市民アンケート  
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（ ２ ） 検証スケジュ ール                               

 検証スケジュ ール  

 

（ ３ ） 検証過程                                 

 内部検証  

①検証会議・ 検証チーム会議  

 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

検証会議 
      

検証チーム 
      

Ａ  地域団体 
      

Ｂ  有識者・ 関係団体 
      

Ｃ  市民アン ケート  
      

日程 内容 

令和 6 年 5 月 21 日（ 火）  
第 1 回災害初期対応検証会議 
・ 検証体制、 検証スケジュ ールの設定 

令和 6 年 5 月 29 日（ 水）  
第 1 回災害初期対応検証チーム会議 
・ 検証項目に関する こ と  
・ 検証シート に関する こ と  

令和 6 年 6 月 24 日（ 月）  
第 2 回災害初期対応検証チーム会議 
・ 検証結果の取り まと め状況について  

令和 6 年 6 月 26 日（ 水）  
第 2 回災害初期対応検証会議 
・ 災害初期対応の検証状況について 
・ 地域広聴会について、 市民アンケート について  

令和 6 年 9 月 25 日（ 水）  
第 3 回災害初期対応検証チーム会議 
・ 検証結果の取り まと め状況について（ 中間報告）  
・ 有識者等広聴会について  

令和 6 年 9 月 30 日（ 月）  
第３ 回災害初期対応検証会議 
・ 検証結果の取り まと め状況について（ 中間報告）  
・ 有識者等広聴会について  

令和 6 年 10 月 24 日（ 木）  
第 4 回災害初期対応検証チーム会議 
・ 災害初期対応検証報告書について（ 最終報告）  
・ 災害初期対応検証における 取り 組みについて  

令和 6 年 10 月 30 日（ 水）  
第 4 回災害初期対応検証会議 
・ 災害初期対応検証報告書について（ 最終報告）  
・ 災害初期対応検証を 踏まえた今後の取り 組みについて  
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②避難所指名職員に関するアンケート   

◆調査対象 令和 6 年能登半島地震発生（ 令和 6 年 1 月 1 日） 時点の避難所指名職員 

◆調査方法 電子申請（ e-N IIGATA） または紙による回答 

◆回 答 率 57.5％（ 回答数 350 件／アンケート 対象職員数 609 人）  

 外部意見  

①地域広聴会  

◆開催期間 令和 6 年 7 月 31 日（ 水） ～ 8 月 30 日（ 金）  

◆参加人数 321 人（ 自治協委員 181 人／コ ミ 協会⻑ 等 119 人／防災士 21 人）  

◆意 見 数 418 件（ 情報の受信 83 件／避難行動 95 件／避難所運営 144 件／その他 96 件）  

日程 内容 会場 参加人数 

令和 6 年 7 月 31 日（ 水）  西区地域広聴会 西区役所 37 人 

令和 6 年 7 月 31 日（ 水）  南区地域広聴会 南区役所 36 人 

令和 6 年 8 月 22 日（ 木）  江南区地域広聴会 江南区役所 36 人 

令和 6 年 8 月 26 日（ 月）  北区地域広聴会 豊栄地区公民館 35 人 

令和 6 年 8 月 26 日（ 月）  東区地域広聴会 東区プラ ザ 56 人 

令和 6 年 8 月 27 日（ 火）  秋葉区地域広聴会 秋葉区役所 34 人 

令和 6 年 8 月 29 日（ 木）  西蒲区地域広聴会 巻地区公民館 38 人 

令和 6 年 8 月 30 日（ 金）  中央区地域広聴会 新潟市民プラ ザ 49 人 

②障がい者団体  

◆開催期間 令和 6 年 9 月 10 日（ 火） ～ 9 月 13 日（ 金）  

◆参加人数 16 人 

◆意 見 数 69 件（ 情報の受信 24 件／避難行動 28 件／避難所運営 17 件）  

日程 内容 会場 参加人数 

令和 6 年 9 月 10 日（ 火）  新潟市視覚障害者福祉協会意見広聴会 総合福祉会館 6 人 

令和 6 年 9 月 11 日（ 水）  NPO 法人新潟市ろ う あ協会意見広聴会 総合福祉会館 3 人 

令和 6 年 9 月 13 日（ 金）  新潟市身体障害者福祉協会連合会意見広聴会 総合福祉会館 2 人 

令和 6 年 9 月 13 日（ 金）  NPO 法人にいがた温も り の会意見広聴会 越路ビル 5 人 
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③市防災士の会女性部会  

◆開 催 日 下表参照 

◆参加人数 下表参照 

◆意 見 数 22 件（ 情報の受信 4 件／避難行動 4 件／避難所運営 13 件／その他１ 件）  

日程 内容 会場 参加人数 

令和 6 年 9 月 10 日（ 火）  防災士の会女性部会意見広聴会 新潟市役所 ４ 人 

④市民アンケート   

◆調査対象 令和 6 年 5 月末現在 18 歳以上の市民 4,000 人 

◆抽出方法 単純無作為抽出法 

◆調査方法 郵送（ 調査票の配布、 回収） 、 イ ンタ ーネッ ト （ 回答のみ） 併用 

◆配布数等  

配布数 回収数 回収率 

4,000 件 2,037 件 50.9％ 

⑤有識者等広聴会  

◆開 催 日 令和 6 年 10 月 15 日（ 火）  

◆有識者等一覧  

機 関 名 役 職 氏名（ 敬称略）  

国土交通省 北陸地方整備局 統括防災官 齋藤 充 

東北大学 災害科学国際研究所 准教授 佐藤 翔輔（ 座⻑ ）  

日本放送協会 新潟放送局 コ ンテンツ セン タ ー⻑  篠田 憲男 

新潟大学 危機管理本部 危機管理センタ ー 教授 田村 圭子 

新潟県 防災局 局⻑  原 直人 

新潟市防災士の会 会⻑  平井 孝志 

社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会 常務理事 前田 秀子 

気象庁 新潟地方気象台 台⻑  前多 良一 

公益社団法人 中越防災安全推進機構 事務局⻑  諸橋 和行 

NPO 法人 にいがた災害ボラ ン ティ アネッ ト ワーク  理事⻑  李 仁鉄 
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第２章 令和 6 年能登半島地震の概要 

 1 能登半島地震の概要                          

（ １ ） 地震概要                                    

 地震に関する概要  

令和 6 年 1 月 1 日 16 時 10 分、 石川県能登地方の深さ 16km（ 暫定値） を震源と する

マグニチュ ード 7.6（ 暫定値） の地震（ 以下、 本特集において「 本地震」 と いう 。 ） が

発生し 、 石川県の輪島市及び志賀町で震度 7 を 観測し たほか、 北海道から 九州地方にか

けて震度 6 強から 1 を 観測し た。 気象庁は、 同日に、 本地震及び令和 2 年 12 月以降の

一連の地震活動について、 名称を 「 令和 6 年能登半島地震」 と 定めた。  

 津波に関する概要  

本地震によ り 石川県能登に対し て大津波警報が、 山形県から 福井県及び兵庫県北部に

対し て津波警報が発表さ れた。 金沢観測点（ 港湾局） で 0.8m、 酒田観測点（ 気象庁）

で 0.8m など、 北海道から 九州地方にかけての日本海沿岸を中心に津波を観測し た。 そ

のほか、 空中写真や現地観測から 、 能登半島等の広い地域で津波による 浸水が認めら れ

た。 また、 現地調査により 、 石川県珠洲市や能登町で 4m 以上の津波の浸水高、 新潟県

上越市で 5m 以上の遡上高を 確認し た。 本市では最大約 0.3m の津波が観測さ れた。  

            

地震概要 

1 月 1 日  

16 時 10 分 地震発生  

震源： 石川県能登地方 

規模： マグニチュ ード  7.6（ 暫定値）  

震源の深さ ： 16km（ 暫定値）  

 市内震度：  

  震度 5 強 中央区、 南区、 西区、 西蒲区 

  震度 5 弱 北区、 東区、 江南区、 秋葉区 

16 時 12 分 津波警報発表、 避難指示 

 

1 月 2 日  

01 時 15 分 津波警報解除、 津波注意報発表 

10 時 00 分 津波注意報解除 
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（ ２ ） 本市への影響                                 

 地震被害の特徴  

①津波警報発表  

本市では、 最大震度５ 強の強い揺れと 津波警報の発表を 受け、 直ちに避難指示を 発令

し たが、 浸水想定区域以外の多く の人が車で避難し たこ と で、 道路渋滞が発生するなど、

避難時に混乱が生じ た。  

②液状化被害  

能登半島の甚大な被害と 共に、 本市においては地盤の液状化によ る住宅の甚大な被害

が発生し た。 特に、 西区を 中心と する砂丘縁辺部や旧河道など地下水位が高い地域で、

集中的に液状化現象が発生し たため、 大量の砂や水が地表に吹き 出し 道路の損傷や住宅

等の建物の傾斜や沈下が多数発生し まし た。  

 調査の結果、 砂丘の縁辺から 後背湿地の斜面における「 側方流動」 と みら れる被害や、

旧河道と いっ た地形の場所における被害傾向が確認さ れた。  

 

 
出典： 北陸地方整備局 液状化し やすさ マッ プより  
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（ 令和 6 年 10 月 28 日時点）  

 

 

③特定の地域に被害が集中  

液状化による被害が中央区、 江南区、 西区の 3 区に集中し たこ と により 、 該当区の 

業務量が増加し たが、 局所的に発生し た大規模災害に対応するための業務や役割分担、

体制が整理でき ていなかっ たため、 一部の業務で全庁的な体制の構築が遅れた。  

 

（ ３ ） 被害状況                                 

 人的被害  

こ の災害を 原因と する死者が 2 名発生し たほか、 重症者が 7 名、 軽症者は 21 名発生

し ている。 （ Ｘ ： ご遺族の意向により 区名は公表し ません。 ）  

項目 計 北 東 中央 江南 秋葉 南 西 西蒲 

死者 ２  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  Ｘ  

重傷者 7 0 0 3 0 0 0 4 0 

軽症者 21 0 4 5 2 0 3 6 1 

出典： 河北郡内灘町の調査報告 
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 物的被害  

①建物被害数  

参考 損害判定基準（ 住家の主要な構成要素の経済的被害の住家全体に占める損害割合）  

全壊： ５ ０ ％以上、 半壊： ２ ０ ％以上５ ０ ％未満、 一部損壊： 全壊及び半壊に至ら ないも の 

 

 

 

項目 計 北 東 中央 江南 秋葉 南 西 西蒲 

全壊 100 0 0 11 0 1 1 80 7 

半壊 3,874 14 17 407 282 36 61 2,964 93 

一部損壊 12,788 308 437 1,786 1,249 720 738 6,663 887 

（ 令和 6 年 10 月 28 日時点）  
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②道路被害路線数  

  

 

 

 

 

 

 

③学校被害数  

 

 

 

 

 

 

項目 計 北 東 中央 江南 秋葉 南 西 西蒲 

国県道 5 0 0 3 1 0 0 1 0 

市道 316 0 0 77 21 0 6 211 1 

項目 計 北 東 中央 江南 秋葉 南 西 西蒲 

被害数 123 13 14 23 10 12 10 26 15 

学校の被害状況（ 坂井輪中学校／西区）  学校の被害状況（ 坂井輪中学校／西区）  

道路の被害状況（ 天野地内／江南区）  道路の被害状況（ 鳥原地内／西区）  
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④ラ イ フ ラ イ ン 等の被害状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 発災後の状況 

電気 市内各所で停電発生 

ガス 西区、 西蒲区でガス漏れが多数発生 

上水道 中央区、 西区、 江南区で減断水、 濁水が発生。 漏水は最大 253 箇所 

下水道 
西区を中心に液状化などの影響によるマンホールの隆起、 管路のたるみや

損傷のほか、 噴出し た土砂が管内に流入し たこ と による排水不良が発生 

電気通信 被害なし  

公共交通

機関 

高速道路： 一時全線通行止め 

鉄道： 一時全線運転見合わせ 

バス： 一部を除き 通常運行 

道路 市内各地で液状化による道路陥没や損傷し 、 最大 53 箇所で通行止め 

公園の被害状況（ 鳥屋野交通公園／中央区）  マンホールの被害状況（ 西区）  
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⑤避難の状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 1 日  

20:30 時点 
計 北 東 中央 江南 秋葉 南 西 西蒲 

開設避難所数 288 37 22 43 20 42 47 38 39 

避難者数 14,187 1,011 2,044 4,584 78 79 94 5,876 421 

段ボールベッ ド 設置状況（ 西区）  ペッ ト 避難対応状況（ 西区）  
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第３章 新潟市の災害対応 

 １  災害対策本部                                

災害が発生し 、 または発生する恐れがある場合等で、 対策を実施するため必要があると

認めると きは、 災害対策基本法第２ ３ 条の２ （ 市町村災害対策本部） の規定に基づき、 新

潟市災害対策本部（ 以下「 本部」 と いう 。 ） を設置する。  

本部に、 災害応急対策の実施について協議をするため、 災害対策本部会議（ 以下「 本部

会議」 と いう 。 ） を置く 。 本部会議は、 本部⻑ 、 副本部⻑ 、 本部員及び本部⻑ が指名する

職員をも っ て組織し 、 所掌事務は、 以下の表に掲げると おり と する。  

 災害対策本部  

災害対策本部⻑  市 ⻑  

災害対策副本部⻑  
副市⻑  

水道局⻑  教育⻑  

災害対策本部員 
 

危機管理監 会計管理者 

北区⻑  東区⻑  中央区⻑  江南区⻑  

秋葉区⻑  南区⻑  西区⻑  西蒲区⻑  

政策企画部⻑  統括政策監 都心のまちづく り 担当理事 技監 

市民生活部⻑  文化スポーツ部⻑  

観光・ 国際交流部⻑  環境部⻑  

福祉部⻑  こ ども 未来部⻑  保健衛生部⻑  

経済部⻑   農林水産部⻑  

都市政策部⻑   建築部⻑  土木部⻑  下水道部⻑  

総務部⻑   財務部⻑  

消防局⻑  

水道局総務部⻑  教育次⻑  

市民病院事務局⻑  

選挙管理委員会事務局⻑  

人事委員会事務局⻑  

監査委員事務局⻑  

議会事務局⻑  

農業委員会事務局⻑  

所掌事務 １  被害状況、 対策状況等の総合的な掌握に関するこ と  

２  災害応急対策計画の協議、 決定に関するこ と  

３  災害救助法等の適用協議に関するこ と  

４  現地災害対策本部の設置に関するこ と  

５  自衛隊等及び他団体等への災害派遣要請に関する こ と  

６  県災害対策本部と の協議に関するこ と  

７  防災会議を構成する関係機関と の協議に関するこ と  

８  災害情報の公表に関するこ と  

９  その他災害応急対策の重要事項の決定に関するこ と  
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 ２  本市の主な動き                               

 

月日 時刻 
災害情報・ 国県支援・  
災害対策本部の動き  

対応等 

1/1（ 月）  16:10 石川県能登地方で M 7.6 の

地震発生(最大震度) 
 
新潟市内(中央区、 南区、
西区、 西蒲区)で震度 5 強
を 観測 
新潟市内(北区、 東区、 江
南区、 秋葉区)で震度 5 弱
を 観測 
 
新潟市災害対策本部設置 

３ 号配備体制（ 全区）  

16:12 津波警報発表 避難指示発表（ 北区、 東区、 中央区、  

江南区、 西区、 西蒲区のそれぞれ一部）  

17:09 津波到達 0.3ｍ   

18:30 第１ 回災害対策本部会議 【 本部⻑ 指示】  
人命救助を 最優先、 被害情報の収集にも

全力で取り 組むこ と 、 ラ イ フ ラ イ ン や交通
機関など、 生活に直結する 情報は、 随時、
市民に対し 情報発信を 行う よう 指示 

21:30 第２ 回災害対策本部会議 【 被害状況等】  
・ 中央区、 江南区、 西区を 中心と する 減断

水や道路の隆起、 陥没・ 液状化等によ る
交通障がいが多数発生 

・ 高速道路： 全線通行止め 
・ 鉄道  ： 全線運転見合わせ 
・ 避難者数： 約 14,000 人 

（ 市民が避難所へ避難）  
【 本部⻑ 指示】  

被害の情報収集と 復旧作業、 避難者の
対応に全力で取り 組むよう 指示 

23:28 災害救助法適用   

1/2（ 火）  1:15 津波注意報発表   

9:00 第３ 回災害対策本部会議 【 被害状況等】  

・ 人的被害： 軽症者 3 名 

・ 建物被害： 全壊１ 棟 

・ 停電発生： 約 30 戸 

・ 避難者数： 約 350 人 
（ 市民が引き 続き 避難所に避難）  

【 本部⻑ 指示】  
夜が明けたため、 パト ロ ール等によ り

迅速な被害の把握と 復旧作業、 避難者の
対応に全力で取り 組むよう 指示 

 
水道局が県外事業体に 

応援要請（ ２ 都市）  

さ いたま市、 仙台市に応援を要請 

10:00 津波注意報解除   
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1/2（ 火）  10:30 新潟県が市災害対策本部へ

Ｄ ＭＡ Ｔ を 派遣 

（ 西区内の病院の状況把握

のため）  

市本部の各リ エゾン (市保健衛生部、 水道局、

Ｄ ＭＡ Ｔ )と 県本部で情報共有し 対応・ 信楽園

病院対応 

・ 給水、 非常食等の支給、 透析患者移送検討 
→1/3 終了・ 西区内病院の給水状況把握 

15:00 第４ 回災害対策本部会議 【 被害状況等】  

・ 人的被害： 軽症者 7 名 

・ 建物被害： 全壊 2 棟、 半壊 4 棟、  

一部損壊 32 棟 

・ 停電発生： 約 30 戸 

・ 断水  ： 減断水、 濁水発生 

     （ 中央区、 江南区、 西区）  

・ 高速道路： 通行可能 

・ 避難者数： 75 名 
 

応急危険度判定を 開始 
 

1/3（ 水）  9:00 第５ 回災害対策本部会議 【 被害状況等】  

・ 人的被害： 軽症者 8 名 

・ 建物被害： 全壊 2 棟、 半壊 9 棟、  

一部損壊 111 棟 

・ 断水  ： 西区の一部で断水継続 

     （ 9 か所で臨時給水所を設置）  

・ 鉄道  ： 一部を除き 通常運行 

・ 避難者数： 34 名 

12:00 ３ 号配備体制解除： 全区 

→準 3 号配備体制： 全区 

 

避難指示 

・ 土砂災害 西区内 19 軒 
 

 

13:00 チームにいがた 

マネジメ ント 調整会議 

被害認定調査業務の方針を 決定 

 
市⻑ 災害現地視察 西区大野地内（ 建物被害）  

坂井輪中学校（ 建物被害、 避難所）  
  

西区社会福祉協議会が 
西区災害ボラ ンティ ア 
センタ ーを開設 
 

  

1/4（ 木）  9:15 第１ 回関係者会議 【 検討事項】  

・ 災害ごみの減免 

・ 災害ボラ ン ティ ア 

・ 住宅被害支援、 避難者住宅確保 

・ 道路復旧、 泥処理 

・ 家屋被害認定調査 

・ 断水対応 

・ 学校園の運営 
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1/5（ 金）  10:00 建物被害認定調査のため

チ ームにいがた に職員の

派遣を 要請 

拠点： ふるまち庁舎災害対策室 

第１ ク ール 1/7 ～1/11 

第２ ク ール 1/11～1/15 

第３ ク ール 1/15～1/19 

第４ ク ール 1/19～1/23 

第５ ク ール 1/23～1/27 

第６ ク ール 1/27～1/31 

 
市⻑ 災害現地視察 秋葉区滝谷町（ 油水）  

江南区天野、 西区善久（ 液状化）  

1/7（ 日）  
 

市⻑ 災害現地視察 西区中野小屋（ 建物被害）  

10:00 チームにいがた 

応援派遣集合式 

チームにいがたによる支援開始 

1/9（ 火）  9:30 第６ 回災害対策本部会議 【 被害状況等】  

・ 人的被害： 重傷者 1 名、 軽症者 20 名 

・ 建物被害：  

①応急危険度判定申請数： 1,724 件 

②罹災証明申請数： 3,930 件 

・ 断水  ： ほぼ解消 

・ 学校被害： 89 校（ う ち 1 校休校）  

・ 避難者数： 19 名 

・ 土嚢袋配布状況： 281,473 枚 

18:03 佐渡沖で M 6.0 の地震発生

（ 最大震度 5 弱）  

新潟市内区(中央区、 秋葉

区、 南区、 西区、 西蒲区)

で震度 4 を 観測 

→1 号配備体制 

 

21:25 １ 号配備一部解除 

（ 秋葉区、 西区、 西蒲区）  

 

22:45 １ 号配備一部解除 

（ 中央区）  

 

1/10（ 水）  6:28 １ 号配備解除 
 

11:00 石川県へ災害応援のため

水道局職員の派遣開始 

応急復旧活動 

・ 1/10～3/29： 石川県七尾市 

・ 3/24～5/29： 石川県珠洲市 

1/11（ 木）  8:30 県選出国会議員への状況

報告 

  

10:00 応援派遣集合式 拠点： 旧新潟市環境事業公社 

1/12（ 金）  14:45 市議会全員協議会報告 本市の被害状況について説明 

 
応急危険度判定終了 
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1/15（ 月）  10:00 応援派遣集合式 拠点： 旧新潟市環境事業公社 

 山形県内自治体職員の応援派遣開始 

16:40 第２ 回関係者会議 【 検討事項】  

・ 家屋認定被害調査に係る職員の応援体制 

について 

1/18（ 木）  
 

市⻑ 災害現地視察 西区みどり と 森の運動公園 

（ 災害ボラ ン ティ アセンタ ー）  

1/19（ 金）  10:00 応援派遣集合式 拠点： 新潟県立教育センタ ー 

 秋田県内自治体職員の応援派遣開始 

14:20 

 

内閣府防災担当大臣・ 国

土交通副大臣視察 

西区坂井輪中学校周辺 

1/24（ 水）  9:00 被災相談窓口開設 罹災証明書交付開始 

 会場： 中央区役所、 曽野木地区公民館 

    西区役所、  黒埼地区総合体育館 

1/25（ 木）  
 

チームにいがたによる、  

建物被害認定調査のため

職員の追加応援要請 

 第７ ク ール 1/31～2/4 

16:30 第３ 回関係者会議 【 検討事項】  

・ り 災証明書交付等に係る体制について 

・ 被災相談窓口の開設状況について 

1/26（ 金）  13:30 新潟市選出県議会議員へ

の被害状況報告会 

 

1/30（ 火）  
 

市⻑ 災害現地視察 西総合スポーツセンタ ー（ 被災相談窓口）  

2/4（ 日）  16:00 チームにいがたによる 支 

援活動終了に伴う 解散式 

会場： 新潟県立教育センタ ー 

2/7（ 水）  
 

近隣市町村相互援助協定 

に基づく 職員派遣開始 

 第１ ク ール 2/7～2/11 

 第２ ク ール 2/11～2/15 

 第３ ク ール 2/15～2/19 

 第４ ク ール 2/19～2/23 

 第５ ク ール 2/23～2/27 

 第６ ク ール 2/27～3/2 

2/9（ 金）  10:30 第７ 回災害対策本部会議 【 被害状況等】  

・ 人的被害： 重傷者 1 名、 軽症者 20 名 

・ 建物被害： 全壊 86 棟、 半壊 2,085 棟、  

一部損壊 8,851 棟 

・ 応急危険度判定数： 1,744 件（ 終了）  

・ 道路被害路線数： 国県道 5 か所 

市道 316 か所 

・ 断水  ： ほぼ解消 

・ 学校被害： 123 校 

・ 避難者数： 17 名 

・ 土嚢袋配布状況： 335,414 枚 
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2/21（ 水）  9:30 北陸地方整備局⻑  

現地視察 

 

13:00 市議会全員協議会報告 能登半島地震における 本市の対応について

説明 

3/1（ 金）  13:00 第４ 回関係者会議 【 検討事項】  

・ 道路、 下水道の今後の復旧と 市民への 

広報について 

3/13（ 水）  15:00 財務省主計官現地視察 
 

3/19（ 火）  15:15 第５ 回関係者会議 【 検討事項】  

・ 住宅支援等について 

・ 液状化等に関する市民説明会（ 相談会）  

 の開催について 

・ 国によ る本市の宅地液状化対策の状況 

確認・ 制度検討 

3/25（ 月）  9:40 衆議院災害対策特別委員会

現地視察 

 

3/27（ 水）  
 

チームにいがた派遣要請 住家被害認定調査（ ２ 次調査） 業務 

 第１ ク ール 4/4～4/8 

 第２ ク ール 4/9～4/13 

 第３ ク ール 4/14～4/18 

 第４ ク ール 4/19～4/23 

 第５ ク ール 4/24～4/28 

 第６ ク ール 4/29～5/3 

3/31（ 日）  
 

災害ボラ ン テ ィ アセン タ ー

閉所 

活動人数： 延べ 1,904 人 

活動件数： 315 件 

主な内容： 敷地内や側溝の土砂撤去、  

家財などの運び出し  
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第４章 検証結果 

 検証項目１  災害対策本部                           

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

月日 主な動き  対応状況 

1/1 

 
 
 
1/2 
 
 
 
1/3 
 
1/4 
 
1/9 
 
1/11 
1/11 
 
1/12 
 
1/15 
1/19 
 
1/23 
 
1/25 
 
1/26 
 
2/9 
 
2/27 
 
3/1 
 
3/19 
 
3/22 
 
3/25 

地震発生 新潟市災害対策本部設置(3 号配備) 

第 1 回災害対策本部会議 開催 
第 2 回災害対策本部会議 開催 
 
第 3 回災害対策本部会議 開催 
第 4 回災害対策本部会議 開催 
 
 
第 5 回災害対策本部会議 開催 
 
第 1 回関係者会議 開催 
 
第 6 回災害対策本部会議 開催 
 
県選出国会議員への被害状況報告会 
市選出県会議員へ災害対策本部会議資料を 共有 
 
全員協議会で地震対応、 国要望項目説明 
 
第 2 回関係者会議 開催 
内閣府防災担当大臣・ 国土交通副大臣 
視察対応・ 要望 
省庁への要望活動 
 
第 3 回関係者会議 開催 
 
市選出県会議員への被害状況報告会 
 
第 7 回災害対策本部会議 開催 
 
省庁への要望活動 
 
第 4 回関係者会議 開催 
 
第 5 回関係者会議 開催 
 
復旧・ 復興推進本部立上げを 発表（ 記者会見）  
 
衆議院災害対策特別委員会視察対応・ 要望 

・ 1 月 1 日（ 月） 18:30 に災害対策本部 

会議を 開催 
人命救助を 最優先と し 、 被害情報を
収集する と と も に、 ２ 次被害を 防ぐ
ため、 市民向けにはラ イ フ ラ イ ン や
交通機関な ど 、 生活に直結する 情報
の発信を 行う よ う 本部⻑ から 指示 

 
・ 1 月 3 日までの間に計 5 回、 災害対策

本部会議を 開催 
各対策部が覚知し た被害情報等を  
収集し 、 迅速な状況把握に努めた。  

 
・ 第５ 回災害対策本部会議において 、

以降の災害対策本部会議は必要に応
じ て 適宜開催する と と も に、 随時、
市⻑ 、 副市⻑ 、 関係部区⻑ から な る
関係者会議を 開催し 、 状況の共有や
対応方針の確認を 行う こ と と し た。  

4/1 
 
4/15 
 
5/21 
 
5/31 

第 1 回復旧・ 復興推進本部会議 
 
第 6 回関係者会議 開催 
 
第 8 回災害対策本部会議 開催 
 
新潟市災害対策本部 廃止 
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（ １ ） 対策本部の運営                                

≪表の見方≫ 

◆課題・ 問題点 
 ○今回の地震に対する本市における災害対応についての課題・ 問題点 
  ＊主な意見を掲載し ています。  
◆改善に向けた今後の取組 

○短 期： 発災から 2 年以内に実施・ 見直し を行う 取組 
○中⻑ 期： 3 年～10 年の期間に実施・ 見直し を行う 取組 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①災害対策セ ン タ ーの設営
の遅れ 

・ 問い合わせの電話の対応に
よ り 、 円滑な設営作業がで
きなかっ た。  

初動時の体制見直し  
・ 問い合わせの電話への対応

と 設営作業の両立が可能と
なる体制の検討 

 

②本部事務局の役割が不明確 
・ 明確な災害対応方針の発信や

課題に対する組織横断的な調

整など、 本部事務局の対応が

不十分だっ た。  

・ ⻑ 期化し た際の本部事務局各

班の役割に不明確な部分があ

り 、 その都度協議し て対応す

る必要が生じ た。  

本部事務局の機能強化 
・ 本部事務局の機能の再整理及

び機能を 果たすための体制強

化 

・ 対策本部事務局マニュ アル
等の見直し  

 
 

 

③災害対策本部会議における被

害状況等の情報共有が不十分 

・ 災害対策本部会議において、

各対策部から の報告の際、 画

像や動画などが活用さ れず、

被害状況が十分に共有さ れな

かっ た。  

画像や動画を 活用し やすい 

会議システムの見直し  

・ 災害対策本部会議において、

画像や動画・ データ などによ

り 、 必要な 情報を 的確に共

有でき る場と なる よう 会議シ

ステムを見直し  

 

④災害対策本部会議の開催
ルールが不明確 

・ 大規模災害時の会議開催間隔

が決まっ ていなかっ た。  

会議開催ルールの見直し  
・ 標準的な会議の開催間隔や

会議の公開について、 本部
事務局マニュ アルを見直し  

 

⑤全庁的な 活動状況の共有
が不十分 

・ 部区内や他対策部の活動状況

の把握がし づら く 、 全庁的な

動向の把握が難し かっ た。  

・ 職員が担う べき 業務を把握で

き ていない。  

課⻑ 級会議の開催 
・ 災害応急対策に関し て、 よ

り 綿密な調整を 図る 課⻑ 級
の会議を開催 

応急対策マニュ アルの再検証 
及び周知・ 共有 
・ 応急対策マニュ アルの再検証 

・ 各班の職員への応急対策マニ

ュ アルの周知・ 共有 

関係課の連携強化 
・ 各対策班において各

課の改正後の応急対
策マニュ アルを共有 
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（ ２ ） 職員の参集                                 

 

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①配備体制の理解不足 
・ 配備体制が分から ず参集し

た職員がいた。  

・ 区によ り 震度が違う ため、

職員の参集の判断基準がわ

かり にく い。  

・ 職員参集メ ールの内容がわ

かり にく い。  

 

 

配備体制の職員啓発 
・ 携帯型配備体制表（ 名刺

サイ ズ） の作成 

・ 入庁直後の研修で の参集

メ ール登録の周知と 即時

登録 

・ 職員参集メ ールの本文の

箇条書き 化等、 分かり や

すいメ ール配信の検討 

 

②津波警報発令中の参集 
判断に迷っ た 

・ 津波警報発令中で 、 危険
を 伴っ て も 参集すべき か
判断が難し く 参集に時間
を要し た。  

 
 
 

津波時の参集判断基準の
明確化 
・ 津波警報等の発令時にお

ける 市全体の参集につい
て、 必要性と 安全性を 踏
まえたルールの明確化及
び周知 

 

 
 

③閉庁日の参集によ る 初動
の遅れ 

・ 職員が順次参集する 中で、

電話への対応が優先さ れ、

各自が行う べき 業務に支障

が出た。  

 
 
 
 
 
 

閉庁日も 速やかに 参集で
き る体制づく り  
・ 参集職員の見直し  
 
 
 
 
 
 

閉庁日も 速やかに参集で
き る体制づく り  
・ 参集職員が参集で き な

い場合を 想定し た 体制
づく り  

・ 応急対策マ ニ ュ ア ルや
Ｂ Ｃ Ｐ の見直し  

・ 参集場所の複数化検討 
（ 部課を 超え た 配備編成

の見直し 、 業務項目の
検討）  

 
④安否確認の遅れ 
・ 連絡が取れな い職員の安

否確認が遅く なっ た。  
 
 

職員参集システムの周知 
・ 職員参集シ ス テ ムの周知

徹底 

・ 参集職員や参集メ ールの

仕組みについ て 、 毎年度

初めに周知 

 
 

職員参集システムの見直し  
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（ ３ ） 職員体制                                

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①被害状況の把握、 避難所運
営が計画通り でき なかっ た 

・ 市民から の問い合わせ等に
追われ、 本来の役割を果た
せなかっ た。  

 
 
 

各種要綱等の見直し  
・ 各種要綱等における 配備

体制の見直し  
・ 勤務時間外の発災を 前提

と し た役割分担 

被害情報発信手段の検討 
・ 市民から の問い合わせを

減ら すため、 被害状況等

を市民に発信する仕組み

の構築 

 
 

②職員体制の効率化 
・ 初動対応は現地確認や業者

の手配な ど の業務が多く 、
特に昼の職員が不足し た。
一方で 、 発災日以外の夜間
は、 業務量に対し て 人員に
余裕があっ た。  

 
 
 
 

各種要綱等の見直し  
・ 各種要綱等における 配備

体制の見直し  
・ ⻑ 期間勤務を 想定し た 

配備体制の見直し  
 

 

③特定の対策部に負担が集中 
 
・ 特定の対策部に業務が大量

かつ⻑ 期間に渡っ て生じ 、
担当職員だけでは対応し き
れなかっ た。  

 

負担を 平準化でき る 計画等
の見直し  
・ 地域防災計画及び災害対

策本部規程の見直し  
・ 他市町村被災地への積極

的な職員派遣等による職
員育成 

・ ⻑ 期間勤務を 想定し た 
協力体制の見直し  

 
 

 

④Ｂ Ｃ Ｐ の判断基準が不明確 
・ 緊急性の高く ない通常業務の

継続と 停止、 縮小の判断が非

常に難し く 、 一部の職員の負

担が大き く なっ た。 特に、 窓

口業務の継続によ り 災害対応

の人員が限ら れた。  

・ 災害対応を 優先し ， 通常業務

が縮小し ているこ と について

の苦情を受けた。  

 
 
 

Ｂ Ｃ Ｐ の再検証 
・ 全庁的な実行性のある Ｂ

Ｃ Ｐ の再検証 
・ 各対策部のＢ Ｃ Ｐ の再検証 

 

Ｂ Ｃ Ｐ の周知 
・ 災害対応を優先するこ と  

についての市民周知 
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 検証項目２  情報の受発信                           

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

月日 主な動き  対応状況 

1/1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1/3 
 
1/4 
 
 
1/5 
 
 
1/5 
 
 
1/12 
 
 
1/12 
 
 
 
 
1/13 
 
 
1/16 
 
 
 
1/21 
 
 
1/29 
 
 
2/19 
 
 
3/14 

緊急地震速報発表 
津波警報発表 避難指示発令 
震度情報発表（ 震度 5 強）  
 
 
 
新潟市ホームページに地震関連情報まと め
サイ ト 開設 
新潟市 LINE 公式アカ ウン ト で地震まと め
サイ ト 開設を 通知 
 
西区一部地域に避難指示発令（ 土砂災害）  
 
Yahoo!JAPAN 等によ る 地震関連の情報
発信を 開始 
 
ラ ジオ番組を 通じ た地震関連の情報発信を
開始 
 
「 被災者支援制度 利用の手引き 」 を 発行 
 
 
市⻑ 記者会見を 開催 
2/2、 2/15、 3/22 にも 開催 (計 4 回) 
 
「 新潟市災害対策本部から の大切な 
お知ら せ（ Vol.1） 」 チラ シを 発行 
1/24 Vol.2、 2/8 Vol.3、 3/5 Vol.4、  
3/19 Vol.5 を 発行 (計 5 回) 
 
テレ ビ 番組を 通じ た地震関連の情報発信を
開始 
 
記者ブリ ーフ ィ ン グ（ 説明会） を 開催 
1/19、 1/23、 1/26、 1/30、 2/6、 2/9、  
2/13、 2/16、 2/20 にも 開催 (計 10 回) 
 
「 市報にいがた」 を 発行 
2/4、 2/18、 3/3、 3/17 にも 発行 (計 5 回)  
「 被災者支援制度 利用の手引き 」  
W EB 版を 公開 
 
「 各対策部の動向共有シート 」 作成・ 共有 
 
 
新聞広告を 掲載 
3/28 にも 掲載 (計 2 回) 

防災行政無線、 メ ール、 市 HP、 SNS 等で発信 
各対策部において情報収集開始 
（ 「 災害対応概要」 と し て共有・ 発信）  
新潟市国際交流協会と 連携し 、 外国人被害状況
の把握や情報提供を開始 
 
詳細な情報を 発信でき る特性を 生かし 、 順次、
掲載内容の充実を 図る 。  
プッ シュ 型で情報発信でき る特性を 生かし 、  
順次、 最新情報を 発信 
 
市ホームページ等で発信（ 戸別訪問も 実施）  
 
り 災証明の交付や生活再建支援制度等について
発信し 、 以降、 順次発信 
 
地震関連情報の市ホームページ掲載について 
発信し 、 以降、 順次発信 
 
生活再建支援制度等を 整理し 発行。 以降、 順次
内容を 更新し 発行 
 
こ れまでの対応状況や今後の取組について説明 
 
 
相談窓口、 り 災証明の交付等について掲載し た
チラ シを 発行。 被害が大き かっ た地域を 中心に
配布。 以降、 支援制度等を 掲載し 発行 
 
 
市ホームページへの案内等を 発信し 、 以降、  
継続し て発信 
 
被災相談窓口や生活再建支援制度の新設等に 
ついて説明。 以降、 最新情報を 発信 
 
 
り 災証明書の交付や各種支援制度について掲載 
 
 
被災状況や家族構成などによ り 、 生活再建支援
制度の候補を 検索可能に。  
 
各対策部の動向を 共有し 、 全体の取り 組み状況
を 可視化。 以降、 順次更新 
 
り 災証明書の交付や被災者相談窓口の案内等を  
掲載 
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（ １ ） 市民への情報発信                             

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①き め細やかな情報発信が不足
し ていた 

・ 津波警報によ る 避難指示の対象

地域が分から なかっ た。  

・ 観光客等にも 分かるよ う な避難

情報の発信がなかっ た。  

・ 地域ごと のリ スク 等の情報発信

がなかっ た。  

・ 津波や被害の情報が避難所に 

提供さ れなかっ た。  

 

き め細やかな情報発信 
・ 被災者の立場に立っ た

情報発信の実施 
・ 観光客や訪日外国人な

どの来訪者に配慮し た
情報発信 

・ 報道機関と の協議・
連携 

情報発信の仕組みの検討 

・ Ｇ Ｉ Ｓ の活用と 災害時
情報システムと 連動し
た情報発信の仕組みの
検討 

 

②受け手に合わせた情報発信手段

が不足し ていた 
・ テレ ビ 、 ラ ジオを有効に活用で

き ていなかっ た。  

・ 防災行政無線の内容が聞き 取り

づら かっ た。 また、 数が不足し

ていた。  

・ スマート フ ォ ン を持っ ていない

市民等への情報伝達手段が少な

かっ た。  

・ 市Ｈ Ｐ が一時的に、 アク セスし

にく い状況になっ た。  

現在の情報発信手段の
見直し  
・ テ レ ビ やラ ジオの効果

的な活用方法について

の検討 
 
平時から の情報入手手段
の啓発 
・ 平時から 災害時等の

緊急情報入手方法の
周知、 啓発 

・ 市Ｈ Ｐ のアク セス改善
に向け検討 

他の情報発信手段の検討 
 
・ デジタ ル媒体に限ら ず

情報を 受信でき る 手段
の検討 

・ 防災行政無線の運用方針

の検討 

 

③避難情報の一部不配信 
・ 津波警報によ る 避難指示を 報道

機関に情報提供するＬ アラ ート

の配信を行わなかっ た。  

確実かつ迅速な 配信の
実施 
・ 手動配信が必要なこ と

について本部事務局内
での周知を徹底 

確実かつ迅速な 配信の 
実施 
・ 津波警報の発表によ る

自動配信が可能と なる
よう 関係機関と 協議 

④統一的な情報発信の実施 
・ 被災者の支援制度が新設さ れ

た際の周知方法やタ イ ミ ン グ
について制度ご と にばら つき
が生じ た。  

統一的でリ アルタ イ ムな
情報発信体制の検討 
・ 効果的かつ効率的に、

情報発信がで き る よ う

各支援策の W eb サイ ト

の掲載フ ォ ーマッ ト を

整備 

・ 災害時の支援制度構築

時に、 全庁に情報共有

する仕組みを検討 

 

統一的でリ アルタ イ ムな
情報発信体制の検討 
・ 災害時の支援制度構築

時の周知に加え 、 そ の

先の手続き について も

オン ラ イ ン で の実施が

可能か検討 
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（ ２ ） 被害情報の収集                              

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①速やかな情報収集体制が不足 

・ 職員が現場で被害を確認し たう

えで、 災害時情報システム* に

入力し ていたため、 収集・ 入力

でき る件数に限界があっ た。  
（ ＊職員専用のシステム）  

・ 発災初動時は参集人員が限ら
れるため、 災害情報の分析や
対応状況の早期把握が困難で
あっ た。  

・ 市民が避難所の開設状況を 
知る手段がなかっ た。  

・ 市民が避難中に必要であっ た情

報と し て「 震度、 気象情報」 が

62.2％、 「 被害情報」 が 49.9％

であっ たこ と から 、 効果的な情

報発信が必要であっ た。  

 
 
 

情報収集体制の強化 
・ SNS やスマホアプリ 等

を活用し 、 職員や市民
から 被害状況を直接、
収集する仕組みの検討 

・ 対応する 配備人員の見

直し  

・ 迅速かつ的確な災害情
報収集のための DX 化
推進 

・ ド ロ ーン の活用体制の
検討 

 
避難所の情報共有体制の 
強化 
・ 避難所担当職員や避難

所指名職員に市から の
情報を伝達し ても ら う
流れを構築 

・ 避難所等への通信機器
の配備を検討 

避難所開設情報の発信 
・ 避難所の開設状況につ

いて 情報発信を で き る

システムの導入を検討 

②所管施設に対する閉庁日の 
情報収集体制が不足 

・ 所管施設の被害情報を 収集す
る 際に、 休日や夜間で 施設を
管理する 指定管理者に連絡が
取れない場合があり 、 情報を
得ら れなかっ た。  

 
 

閉庁日の連絡体制の確認 
・ 管理施設における 指定

管理者と の緊急連絡網
と 運用の再確認 

 
 

専門家による点検体制の
構築 
・ 発災後、 早期に専門家

による施設点検を実施
でき る体制の構築 

 

③統一し た情報収集体制の構築 
・ 聴き 取り の様式が定まっ ておら

ず、 統一し た内容で被害状況等

の聴取ができなかっ た。  

必要と な る 被害情報の
精査 
・ 統一し た聴き 取り 様式

を 設ける な ど 、 マ ニ ュ

ア ルを 整備し 、 関係部

署で共有 
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（ ３ ） 収集情報の共有                              

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①庁内の情報共有が不足 
・ 本部事務局から 各対策部・ 区

本部が得ら れる情報が限ら れ

ていた。  

 

情報共有体制の見直し  
・ 報道発表前の庁内周知の

徹底 
・ 被害状況や災害対応状況

の共有方法の見直し  
 

情報共有手段の検討 
・ 本部事務局と 各対策

部、 区本部が効率的に

情報共有できるシステ

ムの構築に向けた検討 

 

②対策部内で の情報共有が
困難 

・ 様々な要望が、 各所属に直接

入り 、 部内共有に苦慮し た。  

 
 
 
 
 

対策部を 単位と する情報 
共有体制の強化 
・ 情報連絡員を起点と し た

情報伝達系統の確立 
 

 
 

情報共有手段の検討 
・ 本部事務局と 各対策部、

区本部が効率的に情報共

有でき るシステムの構築

に向けた検討 

 

③回線途絶時の連絡手段が 
不足 

・ 地上で の通信が途絶え た 場

合、 本部事務局や各対策部と

の連絡手段がなく なるこ と が

想定さ れる。  

 
 

 
 
 
 
 
 
 

衛星通信機器の導入検討 
・ イ ン タ ーネ ッ ト に 接続

で き る 衛星通信機器の

導入検討 

 

④システムの操作性の向上 
・ 災害時情報システムが使用し

にく い。  

システムの周知と 訓練 
・ 災害時情報システ ムの使用

方法の周知と 訓練実施 

 
 
 
 

システムの見直し  
・ 災害時情報システムの

見直し を検討 
 

⑤わかり やすい庁内情報の
発信 

・ 災害対応掲示板*が分かり
にく い。  
（ ＊職員専用のシステム）  

 
 
 

掲示板の周知と 訓練 
・ 災害対応掲示板の使用方法

の周知と 訓練実施 

掲示板の見直し  
・ 災害対応掲示板の見直し

を検討 
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（ ４ ） 報道機関への対応                              

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①記者ブ リ ーフ ィ ン グが都度
開催と なっ た 

・ 記者ブ リ ーフ ィ ン グが、 必要

な 都度の開催と なり 、 計画的

に開催でき なかっ た。  

記者ブリ ーフ ィ ングの 
マニュ アル化 
・ 開催の手法や回数等を

マニュ アルに記載 
 
タ イ ムリ ーな 情報提供の
検討 
・ タ イ ムリ ーな 情報提供

に つ いて 、 報道機関と
の協議を 踏まえて検討 

 

記者ブリ ーフ ィ ングの
マニュ アル化 

・ 本部事務局の役割を 
再編 

 

②プ レ スルームの利用頻度が
低い 

・ プレ スルームを開設し たが、
利用頻度が少なかっ た。  

 

プレ スルームの設置基準等
の再検討 
・ 災害時のプ レ ス ルーム

設置や廃止に ついて 、
災害の種類や規模等に
よ り 柔軟に 対応で き る
よう 見直し を検討 
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 検証項目３  避難行動                             

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

 

（ １ ） 市民の避難行動                               

月日 主な動き  対応状況 

1/1 
 
 
 
1/2 
 
 
 
1/3 

地震発生 新潟市災害対策本部設置 
津波警報発表、 避難指示（ 津波）  
 
 
警報解除、 津波注意報発表  
 
津波注意報 解除 
 
避難指示（ 土砂災害 西区 19 軒）  

1/1 の午後 8 時 30 分時点で 288 か所を 開設 
避難者さ れた方は約 1 万 4 千人を 超えた。  
3/31 に避難所閉鎖 
 
 
 
 
 
余震や降雨によ り 、 土砂災害が発生する 恐れが
ある ため、 西区の一部の地域に避難指示を 発令 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①平時における避難行動の啓発不足 
・ 原則は徒歩避難である が、 48.4% が

「 自家用車」 で避難し ており 、 交通
渋滞が発生。 避難所の駐車場も 満車
と なっ た。  

・ 津波の危険性が低い地域で あっ て
も 、 急いで車で避難する などの行動
が見ら れた。  

・ バイ パス、 高速道路上や大型ショ ッ
ピ ン グモールなどの避難場所以外に
避難し た人がいた。  

・ 自宅や勤務先の津波浸水想定につい
て 「 知ら な かっ た」 人が 52.0％お
り 、 ハザード マッ プの周知が不十分
であっ た。  

・ 一時避難場所と 避難所の違いがわか
り にく い。  

 

ハザード マッ プ 、 避難所開設
基準、 避難行動の周知と 防災
意識の啓発 

 
 

②避難所運営に関し ての周知不足 
・ 津波浸水想定区域外の避難所で

玄関の鍵を 壊し て 侵入し た 事例
があっ た 。 ま た 、 開錠後に避難
者が他の人を 押し のける よ う に
階段を 駆け上がり 入場する な ど
混乱が生じ た避難所も あっ た。  
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課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

③避難所外の避難の課題 
・ 医療機関など津波避難ビ ルに指定

し ていない施設へ多く の市民が避
難し ていた。 災害対応を 行う 拠点
施設と し て使用に支障が出る こ と
が懸念さ れた。  

 

指定避難場所等の周知 
・ 避難所、 避難場所、  

津波避難ビルの周知 

避難所開設情報の発信 

・ 避難所の開設状況
を 情報発信で き る
シ ス テ ムの導入を
検討 

④自助に対する理解の促進 
・ 何も 持たずに避難し てく る 市民が

多かっ た。  

・ 「 避難所で何も し てく れなかっ た」

「 必要と する 備蓄がなかっ た」 など

の意見があり 、 自助の認識が低いこ

と から 、 防災意識の啓発を 図る 必要

がある。  

 

防災意識の啓発 
・ 避難する場合には、 食

料や水などの非常持ち
出し 品を持参するこ と
を周知 

 

⑤ハザード マッ プがわかり にく い 
・ 浸水想定の具体的な高さ 等を 認識し

づら いため、 適切な避難行動につな

がら なかっ た。  

ハザード マッ プの見直し  
・ わかり やすいハザード

マッ プの作成検討 
 

 

⑥防災関連事業の参加率が低い 
・ 自治会・ 町内会や新潟市等が実施

する防災関係事業に 61％が「 参加
し たこ と がない」 こ と から 有事の
備えなど確認する機会が少ない。  

訓練の参加促進 
・ 地域の防災訓練への参

加について、 啓発する
と と も に訓練を実施し
ていない自主防災組織
を 対象に、 訓練の実施
促進 
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 検証項目４  避難所等運営                            

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

月日 主な動き  対応状況 

1/1 
 
 
 
  
1/2 
 
 
 
 
1/3  
 
 
 
 
 
1/4 
 
 
 
 
1/7 
 
 
1/15 
 
 
1/31 
 
 
 
2/1 
 
3/3  
 
3/31 

地震発生 新潟市災害対策本部設置 
（ 3 号配備）  
 
津波警報発表、 避難指示（ 津波）  
 
警報解除、 津波注意報発表  
 
津波注意報 解除 
 
＜以降、 西区の対応＞ 
保健師による避難所巡回開始 
 
 
 
 
 
⻑ 期化を 見込む避難所２ 施設の運営を 開始 
・ 坂井輪コ ミ ュ ニティ セン タ ー 
 ※新潟市防災士の会の支援あり  
・ 黒埼市民会館 
 
黒埼市民会館にペッ ト 同行避難用スペース 
設置 
 
黒埼市民会館のペッ ト 避難スペースを 同行 
避難用から 同伴避難用スペースに改変 
 
坂井輪コ ミ ュ ニティ センタ ー閉鎖 
 
 
 
老人福祉センタ ー黒埼荘開設 
 
黒埼市民会館閉鎖 
 
老人福祉センタ ー黒埼荘閉鎖 

1/1 の 20:30 時点で 288 か所を 開設。 避難さ
れた方は約 1 万 4 千人を 超えた。  
 
避難所生活の⻑ 期化を 見込んだ運営開始 
（ 人員・ 食事の手配等）  
 
 
 
 
＜以降、 西区の対応＞ 
避難所の衛生状態や避難者の健康状態の 
確認のため、 避難所へ保健師が訪問 
 
1/3 の午後 3 時時点で 8 か所を 開設 
避難さ れた方は 75 人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1/22～26 1 家族が利用（ 猫）  
 
 
避難生活の継続が必要な 5 世帯 6 名に老人 
福祉セン タ ー黒埼荘避難所への移動を 依頼 
 
 
 
 
黒埼市民会館のすべての避難者が退所 
 
老人福祉セ ン タ ー黒埼荘のすべて の避難者
が退所 
 
市内全ての避難所が閉鎖 
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（ １ ） 避難所等の開設、 運営ルール                            

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①避難所開設時の混乱 

・ 開錠が遅れ、 ガラ スを割っ て入場し た。  

・ 少ない人数で多く の避難者の出入り を 

把握するのは難し い。  

・ 備蓄物資の保管場所が分から なかっ た。  

・ 上階への避難誘導が行われなかっ た。  

・ 避難者カ ード を作成でき なかっ た。  

・ 避難者カ ード の取り 扱い、 管理方法が 

不明確である。  

・ 避難所運営マニュ アルが分かり にく い。  

・ 避難所運営について話し 合われていない

地域がある。  

・ 平時の防災訓練が不足し ており 、 災害時

に対応ができていない。  

・ 外国人と の意思疎通が困難だっ た。  

・ 避難所の鍵を持っ ている方の負担が大き

い。 また、 速やかに開錠さ れない避難所

があっ た。  

・ 避難所までの距離が遠く 、 すぐ に職員が

参集できなかっ た。  
 

平時における 避難所運営
の意識啓発 
・ 避難所の開設基準や非常

持ち出し 品の準備など市
民への防災意識の啓発 

・ 避難所運営委員会の立ち
上げ促進 

 

マニュ アルの見直し  
・ 避難所運営マ ニュ ア ル

の見直し と 避難所運営
ボッ ク ス への保管の徹
底 

 
防災訓練の実施 
・ 平時における防災訓練の

実施促進 
・ 多様な視点での防災訓練

の実施促進 
・ 地域住民、 施設管理者、

避難所指名（ 担当） 職員
の顔の見える関係構築 

 
鍵ボッ ク スを 設置 
・ 各避難所に鍵ボッ ク スを

設置し 、 迅速に鍵を 開錠
できる体制構築 

 

②避難所開設基準が複雑 
・ 津波浸水想定区域内の避難所を 兼ねて

いる 津波避難ビ ルについて、 津波警報
が発表さ れている 状況で参集するかど
う か迷っ た職員がいた。  
 

開設基準の周知徹底 
・ 避難所指名（ 担当） 職員

に対する周知徹底 
マニュ アルの見直し  
・ 避難所運営マニュ アルの

見直し  
 

 
 

③避難者数の集計・ 報告方法の認識不足 
・ 避難所の開設状況や避難者数等の集計

に時間を要し た。  
 

 

報告方法の周知徹底 
・ 避難所指名（ 担当） 職員

に対する 報告方法の周知

徹底 

・ 避難所指名（ 担当） 職員

のスマート フ ォ ン などに

よる状況報告の徹底 

 

 

④避難者の集計方法の未整備 
・ 津波避難ビルと の連絡が円滑でなく 、

避難者数が集計できなかっ た。  

 津波避難ビ ルから

の情報収集手段の

検討 
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（ ２ ） 避難者への物資・ 食料の提供                             

 

 

 

 

 

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①備蓄物資の配置体制の課題 
・ 食料備蓄がない避難所がある。  
・ 備蓄物資の数量や備蓄スペースが

不足し ている。  
・ 避難所にある備蓄物資の周知と 各

家庭での備蓄について啓発が不足
し ていた。  

・ 女性用品や乳児用品の備蓄が足り
ない避難所がある。  

 
 

個人の備えに対する 啓発 
・ 日頃から 家庭での食料品

等の備蓄に取り 組むよ う

周知啓発 

 
分散備蓄の推進 
 
女性視点の防災対策推進 
 

備蓄スペースの検討 
・ 公共施設再編を 検

討する 際に 、 備蓄
ス ペース の確保を
検討 

 

②備蓄物資の配布時期 
・ 備蓄品の使用について、 現場での

判断に戸惑っ た。  
・ 備蓄品の配布のタ イ ミ ングがわか

ら なかっ た。  
・ 避難所ではない施設から 備蓄品の

提供要請があり 、 配付し てよいか
わから なかっ た。  

 
 

配布方法・ 時期の検討 
・ 配布方法や避難の⻑ 期化

を 見据えた基本的な方針

の検討 

 

 

③使用後の備蓄物資の迅速な処理 
・ 使用済み毛布の処理に時間がか

かっ た。  
 
 

使用済みの物資の処理方
針の事前検討 
 
 
 

 

④物資調達システムの運用 
・ 物資調達システムの操作に時間を

要し た。  
 
 

操作研修の実施  
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（ ３ ） 要配慮者への対応                              

 

 

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①要配慮者の避難体制の構築不足 
・ 要配慮者の避難に係る 支援につ

いての問い合わせがあっ たが、
具体的な支援につなげる よ う な
調整が困難だっ た。  

・ 避難者が一時的に多く 避難し た
ため、 多様な視点に配慮し た対
応ができ なかっ た。  

・ 避難状況について「 避難し た」
と 答えた割合は 23.6% で、 う ち
70 歳以上は 18.5％で最も 低く 、
避難を躊躇う 傾向がみら れた。  

・ 車椅子を 使用し ている 方や足の
不自由な方は、 避難所の上層階
へ行く こ と が困難であっ た。  

・ プラ カ ード など、 多様性に配慮
し た周知方法を 取り 入れる べき
であっ た。  

 

避難行動要支援者名簿への

登録、 個別避難計画の作成 

・ 有事に備えた 地域で の
助け合いを促進 

 
マニュ アルの見直し  
・ 応急対策マニュ アルの

見直し  
 
多様性に配慮し た避難所
運営 
・ 避難所運営マニュ アル

の見直し  
 
 

 

②要配慮者への情報伝達手段不足 
・ 障がいの特性に応じ た情報伝達

手段などの運用が明確でなかっ
た。  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

情報伝達手段の検討 
・ 緊急時も 含めたＩ Ｃ Ｔ

技術（ 遠隔手話サービ
ス等） の導入検討 

 
意思疎通支援者等の養成 
・ 手話通訳者やガ イ ド

ヘルパーの育成 

③福祉避難所の開設判断が困難 
・ 福祉避難所を 開設する ニ ーズ

を把握でき なかっ た。  
・ 指定避難所で の要配慮者スペ

ースが確保でき なかっ た。  
 
 

避難者カ ード の記載と 聞き

取り の徹底 

・ 避難所受付時の聞き 取り

を 確実に行い、 ニーズを

把握 

 福祉避難所での避難者の
受け入れ体制の見直し  
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（ ４ ） 避難所でのペッ ト 対応                              

 
 
 

（ ５ ） 避難所外避難者の対応                              

 

 

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①ペッ ト 避難の際の避難所での
ルールが不明確 

・ ペッ ト スペースを 設けていない

避難所があっ た。  

・ ペッ ト が屋内に入れないため、

避難所には入ら なかっ た避難者

がいた。  

・ ペッ ト 連れの避難者が複数いた

が、 リ ード のみの人と ケージに

入れている人がいた。  

ペッ ト 避難のルールの明
確化・ 周知 
・ ペッ ト ス ペース の決定

を 促進 

・ 同行避難と 同伴避難の

違いを 周知 

・ ペッ ト ス ペース の有無

と 屋外・ 屋内の別を 周

知 

 
 

ルールの検討と 飼い主へ
の訓練等の周知 
・ 同伴避難の可否に つい

て検討 

・ ペッ ト 避難について 、

有事の際の対応や日頃

から ケ ージ に 慣れさ せ

るなどの訓練等の周知 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①避難所外避難者の把握が困難 
 
 
 

 
 

避難所外避難者の把握
方法の検討 
 

②避難所外避難場所の利用方法
の周知不足 

・ 避難所でない津波避難ビ ルの
避難者から 、 施設管理者に毛
布の要望があっ た。  

利用方法の周知 
・ 一時的に避難する 場所

であるこ と を周知 
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 検証項目５  被害状況の調査                           

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

 

月日 主な動き  対応状況 

1/1 
 
 
 
 
 
 
 
1/5 
 
 
 
 
1/6 
 
 
1/7 
 
 
 
 
1/10 
 
 
 
 
 
 
 
1/11 
 
 
 
1/19 
 
2/5 
 
2/20 
 
 
3/6 
 
 
3/17 

道路施設災害時応援協力業者パト ロ ール実
施直営パト ロール実施 
 
 
下水道緊急点検（ 巡視調査） 重要路線等 
 
 
 
下水道１ 次調査(マンホール蓋開閉目視調査）

（ 1/5～1/11）  
 
 
 
建物被害認定調査拠点をふる まち 庁舎に 
設置し 、 調査開始 
 
チームにいがた合流、 ローラ ー調査開始 
 
 
 
 
道路施設緊急点検（ 橋梁、 ト ンネル） 実施 
橋梁緊急点検 実施 
法面緊急点検 実施 
路面下空洞調査 実施 
 
下水道 2 次調査（ 管渠内カ メ ラ 詳細調査）  
（ 1/10～2/6、 2/26～3/2）  
 
建物被害認定調査拠点を移設 
（ 旧新潟市環境事業公社へ）  
 
 
建物被害認定調査拠点を移設 
（ 新潟県立教育センタ ーへ）  
建物被害認定調査拠点を移設 
（ 市役所本館講堂へ）  
建物被害認定調査拠点を移設 
（ 西総合スポーツ セン タ ーへ）  
 
建物被害認定調査の２ 次調査を開始 
 
 
建物被害認定調査拠点を移設 
（ 江南区役所大ホール）  

地震発生直後よ り 災害時応援協定の協力業者に
よる 主要幹線道路パト ロールを実施 
職員参集後、 直営パト ロールを実施 
 
下水道において、 直ち にあら かじ め指定さ れた
特に重要な 路線の緊急巡視点検（ 目視調査） を
業者が実施 
 
緊急点検及び新潟市災害時情報システム等によ
り 被害が確認でき た箇所と 液状化の被害が大き
かっ た地域を 中心にマン ホール内の目視調査を
実施 
 
13 班体制で調査開始 
 
 
チームにいがたが合流し 調査班を 20 班体制へ
拡充。 被害が集中する 西区内の県道 17 号線
（ 寺尾線） 沿線、 黒埼地区、 江南区天野地区の
一部においてロ ーラ ー調査を 開始 
 
 
 
 
 
 
1 次調査で被害が確認さ れた約 33 ㎞についてテ
レ ビ カ メ ラ によ る 詳細調査を 実施 
 
最大 41 班体制へ拡充し 、 調査エリ アを 全市に
拡大。 ロ ーラ ー調査と 申請調査を 並行で実施 
 
最大 70 班体制へ拡充 
 
最大 43 班体制へ見直し  
 
最大 32 班体制へ見直し 、 非木造調査チームを
立ち 上げた。  
 
非木造１ 次調査が進捗し たこ と から 、 ２ 次調査
を 開始。 最大７ 班体制 
 
最大 13 班体制へ見直し  
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（ １ ） 被害状況の調査・ 報告                             

（ ２ ） 住家被害認定調査                              

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①情報収集不足 
・ 被害状況を把握するために不

可欠な資料（ 写真） を 作成す
るこ と ができなかっ た。  

 
 

情報収集体制の強化 
・ Ｓ Ｎ Ｓ やス マ ホ ア プ リ 等

を 活用し 、 職員や市民か
ら 被害状況を 直接収集す
る仕組みの検討 

 

 

②情報共有の不足 
・ 各区で調査し 、 報告し た内容

の庁内共有が不十分であり 、
併せて区役所間での共有も 出
来ていなかっ た。  

各対策部での応急対策 
マニュ アルの再検証 
 
 
 
 

 

③シ ス テ ム入力に関する 周
知不足 

・ 災害時情報システムに入力す
べき 事案かどう か迷う こ と が
あっ た。  

職員研修の充実 
・ 災害時情報シ ス テ ム研修

の受講職員の拡大 
 

 
 

国システムと の連携 
・ 総務省消防庁が管理する

シ ステ ムにも 被害情報を
入 力 す る 必 要 が あ る た
め、 災害時情報システ ム
と の連携を検討 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①住家被害認定調査に関する
準備不足 

・ 大規模災害に対応し た調査方
法・ 計画の決定及び実施に係
る調整に時間を要し た。  

・ 調査開始以降、 ３ 月末までに
調査拠点の移動が複数回あっ
た。  

・ 調査準備業務が増え、 職員の
⻑ 時間勤務の要因と なっ た。  

・ 物資の調達が定ま っ て おら
ず、 調達に時間を要し た。  

 
 

大規模災害時における調査手法
の再整理 
・ 班体制、 指揮命令、 調査準備

業務に関する 人員体制な ど の
応急対策マニュ アルの改訂 

・ 調査拠点適地の候補選定と 災
害時の専用利用に関する 合意
等の事前調整 

・ 大規模災害時における 対応専
門組織設置の検討 
（ 平時業務と の切り 分け）  

・ 大規模調査に必要な車両確保
に係る事前調整 

 

継続し た訓練の実施 
 
被害想定に応じ た対策
の検討 
 

②経験者の不足 
・ 調査経験（ 災害経験） のある

職員が少なく 、 調査実施及び
被害判定に時間がかかっ た。  

職員研修の充実 
・ 平時における 一次調査の研修

の実施 
（ 資産税課、 税新任研修等）  
・ 県主催の研修受講 
 
災害時の積極的な職員派遣 
・ 災害時の他都市の被災地支援

への積極的な職員派遣 
（ 特に未経験者）  

 

人材マネジメ ント 機能
の強化 

・ 現場での迅速な意思決
定と 的確な情報共有を
行える職員の育成 
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 検証項目６  受援体制                             

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

月日 主な動き  対応状況 

 
1/2 
 
 
1/4 
 
 
1/5 
 
1/6 
 
1/9 
 
 
1/20 
 
2/1 
 
 
 
1/2 
 
1/3 
 
1/5 
 
 
1/10 
 
 
 
 
 
1/13 
 
 
1/26 
 
1/29 
 
 
3/27 
 

【 庁内の応援体制】  
応急危険度判定に係る 庁内応援要請 
水道局 OB 職員への協力要請 
 
罹災証明・ 被災届出証明受付窓口応援 
 
 
避難所運営に係る 応援体制 
 
被害状況調査開始 
 
災害対策チーム ＜西区方面隊＞ 発足 
（ 土木部主体のチーム）  
 
被害状況調査に係る応援体制拡充 
 
私道災害対策チーム発足 
 
 
【 県と の連携】  
県から 市災害対策本部へ DM AT 派遣 
 
県に対し 応急危険度判定に係る応援要請 
 
チームにいがたの応援要請 
（ 住家被害認定調査）  
 
チームにいがたの追加応援要請 
（ 住家被害認定調査）  
 
応急対策派遣制度によ る職員の応援要請 
（ 住家被害認定調査）  
 
応急対策派遣制度によ る職員の応援要請 
（ 住家被害認定調査）  
 
文化財ド ク タ ー調整 
 
チームにいがたの追加応援要請 
（ 住家被害認定調査）  
 
チームにいがたの追加応援要請 
（ 住家被害認定調査）  

 
建築部内から 全庁体制へ段階的に拡充 
 
 
西区における 罹災証明・ 被災届出証明 
受付窓口支援 
 
西区避難所に対する応援職員派遣 
 
30 名体制 
 
西区における 道路被害状況把握及び 
災害査定に係る 作業支援 
 
60 名体制へ拡充 
 
被害の大き い西区における 私道災害 
復旧支援 
 
 
リ エゾン 及び県本部によ る 情報共有 
給水状況、 患者移送の必要性検討 
 
 
1/7～1/31  各日 22 人 
 
 
1/15～1/31 各日 22 人 
 
 
1/15～1/31 各日 20 人（ 山形県）  
 
 
1/19～1/31 各日 20 人（ 秋田県）  
 
 
旧笹川家住宅等の現地調査 
 
1/31～2/4  各日 50 人 
 
 
4/4～5/3  各日 2 人 
 

4/22 チームにいがたの追加応援要請 
（ 住家被害認定調査）  

5/7～5/31  各日 2 人 
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月日 主な動き  対応状況 

 
1/1 
 
 
 
1/2 
 
 
2/1 
 
 
 
 
 
1/1 
 
 
 
 
1/2 
 
 
 
1/4 
 
 
 
 
 
 
1/5 
 
 
 
 
 
 
 
 
1/15 
 
 
 
 
1/23 
 
 
1/26 
 

【 他都市から の受援体制】  
県内事業体へ応援要請 
（ 水道応急復旧、 応急給水）  
 
 
県外事業体へ応援要請 
（ 水道応急復旧、 応急給水）  
 
災害時相互援助協定締結市町村⻑ へ職員派遣
要請（ 罹災証明書交付業務）  
 
 
 
【 民間団体と の災害時応援協定】  
水道局コ ールセン タ ー受託者 
新潟市管工事業協同組合 
（ 公財） 新潟水道サービス 
 
 
敦井産業 
 
（ 株） 第一環境 
 
新潟県弁護士会 協力要請 
 
一般社団法人新潟市下水道管路管理業協会 
一般社団法人新潟県下水道維持改築協会 
公益社団法人日本下水道管路管理業協会 
中部支部新潟県部会 
 
新潟県土地家屋調査士会 協力要請 
 
新潟県測量設計業協会 
新潟市造園建設業協会 
新潟県地質調査業協会 
建設コ ン サルタ ン ツ協会北陸支部 
新潟市橋梁補修技術協会 
全国特定法面保護協会北陸地方支部 
 
公益社団法人全国上下水道コ ンサルタ ン ト 協
会中部支部 
 
新潟県建築士会 
 
新潟県行政書士会 協力要請 
 
 
新潟県地質調査業協会 
 

 
1/2~ 1/3 新発田市、 加茂市、 魚沼市 
1/2~ 1/6 五泉市、 村上市、 阿賀野市 
     三条市、 燕弥彦総合事務組合 
 
仙台市、 さ いたま市 
 
 
2/7～3/2 各日 10～13 人（ 10 市町村）  
 
 
 
 
 
オペレ ータ ー増員 
水道管応急復旧、 応急給水 
漏水調査 
 
 
水道管路の復旧用材料調達 
 
応急給水、 電話受付 
 
被災相談・ 申請窓口、 士業総合相談会 
 
 
マンホール調査、 災害査定資料の作成等 
 
 
 
士業総合相談会 
 
 
 
被災状況調査、 路面下空洞調査、  
道路施設緊急点検、 橋梁緊急点検、  
法面緊急点検 
 
 
災害査定用調書等の作成 
 
 
1/15～3/29 被災住宅相談窓口 
 
被災相談・ 申請窓口、 士業総合相談会 
 
 
液状化調査 
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（ １ ） 庁内の応援体制                               

 

 

（ ２ ） 国・ 県・ 他都市から の受援体制                          

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①応援体制の不足 
・ 災害初期における各対策部の

業務量を把握し 、 迅速かつ効
率的な庁内応援体制を確立す
るこ と ができなかっ た。  

・ 庁内の応援により 人員を増員
し たが、 短期間での交代や未
経験の職員が多かっ た。  

 

応援体制の見直し  
・ 応急対策マニュ アルの 

見直し  

・ 職員の災害対応経験を 踏

まえた応援体制の確立 

 
訓練の実施 
・ 全庁が実施する 訓練と

は別に、 技術職な ど の
専門的な訓練の実施 

応援体制の見直し  
・ 災害対応職員の育成 

（ 各種研修受講）  

・ 業務委託や人材派遣な

どの庁外人材の活用 

・ 各種災害対応業務につ

いて、 事前に実践的な

シミ ュ レ ーショ ン によ

る 災害の規模等に応じ

た必要な人員体制等の

明確化 

 

 

 

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①応受援体制が脆弱 
・ 災害初期における被害の実態

把握ができず、 応援要請の判
断に時間を要し た。  

・ 所管する 部署で の応援要請
後、 受援担当部署で受援体制
を整備するこ と ができ ず、 応
援職員の作業開始まで時間を
要し た。  

 
 
 
 
 

マニュ アルの見直し  
・ 受援計画の見直し  
・ 各対策部、 各区本部の応援

要請の判断基準の検討 
・ 各対策部における 受援計画

の策定 
（ 対応職員や業務の明確化）  
・ 災害状況に応じ た他都市へ

の応援要請のスキーム整理 
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（ ３ ） 民間団体と の災害時応援協定                             

 

  

 

 

 

 

 

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①協定先と の連携不足 
・ 協定事業所の担当者と 連絡が

取れな かっ た。 ま た協定事業
所の協定内容や特性を 把握し
ていなかっ た。  

・ 協定事業所と 事前の取り 決め
が不十分であり 、 協定発動の
迅速性に欠けた。  

 

協定内容の充実・ 強化 
・ 特に、 休日夜間におけ

る協定事業所と の連絡
体制整備 

・ 各種相談会等が開設可
能な公共施設と 民間施
設のリ スト 化 

・ 応援内容の明確化、 詳
細化、 契約単価の事前
の取り 決め 

 
 

 

②協定事業所等の不足 
・ 各種相談会の会場について、

協定事業所の施設を 使用する
こ と ができ たが、 優先的に確
保でき なければ開催でき ない
可能性があっ た。  

・ 応援を 要請し たいが、 対応で
き る 事業所が少な い業務があ
っ た。 （ 市有施設の応急危険
度判定など の被害状況調査、
小規模である が件数が膨大な
道路の応急復旧など）  

 
 

協定事業所数の拡大 
・ 市外、 県外事業所と の

協定について検討 
 

協定先と の連携強化 
・ 災害時の民間施設使用

に係る 連携協定の締結
と 具体的な協力体制の
構築 

・ 協定事業所の連絡員が
本庁(関係部署)へ参集
する体制の構築 
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 検証項目７  被災者支援                             

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

月日 主な動き  対応状況 

 
1/3 
 
 
1/6 
 
3/31  
 
 
 
 
1/4 
1/8 
1/10 
1/12 
1/15 
1/16 
 
1/17 
1/21 
1/22 
1/24 
 
 
 
1/31 
2/13 
 
2/29 
 
3/8 
3/21 
 
3/29 
 
 
1/24 
 
 
1/29 
 
2/1 
 
 
2/29 
 
3/31 

【 災害ボラ ンティ アセンタ ーの設置運営】  
救助と 災害ボラ ン テ ィ ア 活動と の調整を する た
め、 西区社会福祉協議会が西区災害ボラ ン テ ィ ア
セン タ ーを 開設 
災害ボラ ン ティ ア活動を開始 
 
西区災害ボラ ン ティ アセン タ ーを 閉所 
4 月以降の活動は通常のボラ ンティ アセン タ ー・  
市民活動センタ ー（ 社会福祉協議会） へ移行 
 
【 被災者支援制度】  
緊急の修理（ ﾌﾞ ﾙー ｼー ﾄ配布等） の受付開始 
市営住宅への入居相談（ 電話）  
被災者住宅応急修理事業の相談対応開始 
市営住宅への入居（ １ 次募集開始）  
被災住宅相談窓口を 開設 
介護保険料及び介護サービ ス利用料の減免実施を
公表 
賃貸型応急住宅借上げ事業の受付開始 
障がい福祉サービ ス利用料等の減免実施を 公表 
国民健康保険料の減免実施を 公表 
被災者住宅応急修理事業の受付開始 
液状化等被害住宅修繕支援事業の受付開始 
被災者生活再建支援金、 災害援護資金貸付の 
受付開始 
緊急の修理（ ﾌﾞ ﾙー ｼー ﾄ配布等） の受付終了 
災害被災者住宅復興資金貸付金利子補給事業の 
受付開始 
液状化等被害住宅修繕支援事業 
（ 傾斜修繕加算の追加）  
被災ブロ ッ ク 等撤去工事補助事業の受付開始 
液状化等被害住宅建替・ 購入支援事業、  
被災者転居費支援事業の受付開始 
被災ブロ ッ ク 等撤去工事補助事業の受付終了 
 
【 被災相談窓口】  
中央区役所、 曽野木地区公民館、 西区役所、 黒埼
地区総合体育館の４ 会場で被災相談窓口を 開設 
 
西総合スポーツ センタ ーで被災相談窓口を 開設 
 
北・ 東・ 秋葉・ 南区役所、 西蒲区西川出張所で 
被災相談窓口を 開設 
 
西区役所会場一時休止（ 確定申告会場で使用）  
 
黒埼地区総合体育館会場閉鎖 

 
 
 
 
活動人数： 延べ 1,904 人 
活動件数： 315 件 
主な内容： 敷地内や側溝の土砂撤去、  
     家財などの運び出し  

その他： アク アパーク 、 老人憩の家の
入浴施設を 活動ボラ ン ティ ア
へ無料提供 

 
 
西区役所、 黒埼出張所 
窓口追加（ 曽野木連絡所）  
 
 
 
西区役所、 黒埼出張所 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
西区役所と 西総合スポーツ センタ ー間で
シャ ト ルバスの運行 
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（ １ ） 災害ボラ ンティ アセンタ ーの運営支援                         

 

 

（ ２ ） 被災者支援制度                               

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①マニュ アル等が不十分 
・ 市の災害対応について、 災害

ボラ ンティ アセンタ ーが得ら
れる情報が限ら れていた。  

・ 迅速な場所の確保ができ なか
っ た。  

 
 

マニュ アル等の見直し  
・ 情報共有方法の見直し  
・ 災害ボラ ンティ アセンタ ー 

設置候補箇所の確保 
 
 

 

②人材の確保 
・ ボラ ンティ アセンタ ーの運営

への参画が防災士や青年会議
所など熱意のある方々に限ら
れていた。  

 
 

人材育成の推進 
・ ボラ ンティ アセンタ ーの運営

やボラ ン ティ ア活動に参画で
きる団体や市民の育成を推進 

 
 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①体制の未整備 
・ 今回の被害を 踏まえた支援

制度の新設や既存制度の拡
充によ り 、 支援を 開始し た
が、 制度設計から 運用開始
までに時間を要し た。  

（ ブロッ ク 塀・ がけ地近接・  

私道）  

・ 特定の時期に 申請が集中
し 、 受付後の事務処理に時
間を要し た。  

（ 生活再建支援金・ 応急修理・

住宅修理・ ブロッ ク 塀）  

 

 

マニュ アルの見直し  
・ 発災後の迅速な対応を 図

る ために、 既存支援制度
の研修や訓練を行い、 職
員の理解度を向上 

・ 各種支援制度の総括・  
調整機能の検討 

 
 

応援体制の構築 
・ 被害情報の収集・ 情報

共有を踏まえた庁内応
援体制の再構築 

 
継続的な情報収集 
・ 今後の発災時に創設さ

れる他都市の支援制度
を定期的に情報収集 
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（ ３ ） 被災相談窓口                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①大規模災害に対応する 窓口
体制が不十分 

・ 地域防災計画で定めている
担当部署だけで対応でき な
かっ た。  

・ 被災相談窓口を 開設する た
めの会場を 速やかに確保で
きなかっ た。  

・ 各対策部のブースの設営・
運営に係る 情報や支援制度
に 関す る 情報な ど に つ い
て、 関係部署間での共有が
十分でなかっ た。  

 
 

災害規模に応じ た窓口体制
の再整理 
・ 相談窓口開設における 

役割分担の見直し  
・ 各区の相談窓口会場の 

リ スト アッ プ 
・ 想定さ れる 窓口会場のレ

イ アウト 、 資機材、 大ま
かな職員数の算定 

・ 所管課以外の職員も 理解
でき る仕組みの準備 

災害時おける公共施設の
優先利用 
・ 災害時における公共施

設を優先的に確保でき
る仕組みづく り  

②応援体制が不十分 
・ 相談窓口の職員数不足に加

えて、 庁内から 経験不足の
派遣職員が日替わり で従事
し たこ と で、 受付事務がス
ムーズに進まなかっ た。  

 
 

応援体制の構築 
・ あら かじ め応援先を 決

める など実効性のある
応援体制構築 

・ 窓口開設に向け、 人員
の手配や研修の実施、
資機材準備など 最低限
必要な期間を設定 

 
 

外部人材の活用 
・ 支援制度を理解し 、 窓口

対応可能な人材を有する

団体等の活用を検討 
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 検証項目８  イ ンフ ラ 関連                           

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

月日 主な動き 対応状況 

1/1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1/1～1/4 
 
1/2  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震発生 
信濃川浄水場： 配水圧力を 制限（ 低下）  
 
 
第１ 回水道対策部会議 開催 
応急復旧体制、 集中電話受付体制を 構築 
青山浄水場： 配水圧力を 制限（ 低下）  
 
第２ 回水道対策部会議 開催 
応援要請 県内事業体 
 
停電発生 
・ 北区内沼、 浦木（ 約 20 戸）  
・ 西区大野（ 約 50 戸）  
・ 南区味方、 吉江（ 約 200 戸）  
・ 南区和泉（ 約 60 戸）  
・ 西区善久､立仏､山田 など（ 約 600 戸）  
 
西区内の複数カ 所でガス臭の情報 
 
 
パト ロール開始（ 直営・ 協定業者）  
道路・ 下水道応急復旧 
 
緊急点検（ 下水道） 重要路線等 
 
応急給水拠点の準備開始 
信楽園病院 応急給水開始 
応急給水拠点の運用開始（ ３ 施設）  
 
 
第３ 回水道対策部会議 開催 
応援要請 県外事業体（ ２ 都市）  
信濃川浄水場 段階的に水圧上昇 
 
 
第４ 回水道対策部会議 開催 
青山浄水場 配水量削減を 目的に区域変更 
応急給水拠点の増設（ ６ 施設）  
 
 
停電発生 
・ 西区立仏、 鳥原 など（ 約 100 戸）  
・ 西区内野、 内野潟橋端など（ 約 300 戸）  
 
第５ 回水道対策部会議 開催 
 

全浄水場の浄水機能に問題無し  
信濃川浄水場： 制御弁作動 
内野配水場 ： 制御・ 遮断弁作動 
順次漏水調査、 管路修繕を 開始 
 
 
配水池の保有水量が減少し た為、 広域的な
断水を 回避する ための措置 
 
県内事業体へ応援を 要請 
 
停電復旧 
・ 北区内沼、 浦木 
・ 南区味方、 吉江、 和泉  
 
 
 
 
北陸ガスが原因（ 損傷カ 所） の特定、 修理
の対応 
 
発災直後よ り 、 道路の陥没や隆起、 下水道
の排水不良などへの応急復旧工事を 実施 
 
災害協定に基づき 、 緊急巡視点検を 業者が
実施 
 
給水車による 給水活動を 開始 
・ 西区役所、 山田小、 坂井輪中 
 
基幹管路の漏水調査完了（ 漏水無し ）  
・ さ いたま市、 仙台市に応援を 要請 
止水対応の進展により 配水量が安定徐々に
通常圧力へ復旧 
 
青山浄水場の供給区域の一部を 阿賀野川浄
水場の供給区域に編入 
・ 立仏小、 五十嵐小、 坂井輪小、 黒埼中、  

坂井輪コ ミ ュ ニティ センタ ー、  

五十嵐コ ミ ュ ニティ センタ ー 

 
停電復旧 
・ 西区大野、 善久、 立仏、 山田、 鳥原など  
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日時 主な動き 対応状況 

1/3 
 
 
 
 
 
 
 
1/4 
 
 
 
 
1/4～ 
 
 
1/5 
1/5～1/11  
 
 
1/6 
 
 
 
1/7 
1/9 
 
 
1/10～2/6 
2/26～3/2 
 
1/11 
 
 
 
1/12 
 
 
1/15～ 
 
 
1/25 
 
1/30 
1/31 
2/20 
 
 
3/11～5/10 

第６ 回水道対策部会議 開催 
青山浄水場 段階的に水圧上昇 
信楽園病院_ 応急給水終了 
第７ 回水道対策部会議 開催 
 
停電発生 
・ 江南区嘉木、 鐘木 など（ 約 50 戸）  
 
第８ 回水道対策部会議 開催 
応急給水拠点の閉鎖（ ５ 施設）  
 
 
 
液状化によ り 発生し た土砂の運搬撤去 
 
 
第９ 回水道対策部会議 開催 
緊急被害状況パト ロールの実施（ 公園）  
被災状況調査： 一次調査（ 道路・ 下水道）  
 
停電発生 
・ 西区一部（ 約 20 戸）  
・ 中央区近江、 和合町（ 約 700 戸）  
 
第１ ０ 回水道対策部会議 開催 
第１ １ 回水道対策部会議 開催 
応急復旧体制、 集中電話受付体制を 解除 
 
被災箇所調査： 二次調査（ 下水道）  
 
 
応急給水拠点の閉鎖（ ３ 施設）  

増設（ １ 施設）  
国土交通省へ被害報告 
 
停電発生 
・ 西区上新栄町､寺尾､寺尾台､西小針台､ 

松海が丘など（ 約 5,000 戸）  
被災箇所調査（ 道路・ 公園）  
災害査定用測量設計 
 
国土交通省によ る 災害緊急調査 
 
1 月臨時議会 復旧事業に係る補正予算 
災害報告（ １ カ 月訂正）  
占用調整会議の開催（ 震災関連）  
 
 
国庫負担申請 
 
 
災害査定（ 道路・ 公園・ 下水道）  
 
 

区域変更や止水対応の進展によ り 、 配水が
安定し 徐々に復旧 
受水槽復旧の為 
 
 
停電復旧 
・ 江南区嘉木、 鐘木 など 
・ 西区内野、 内野潟端 など 
 
山田小、 五十嵐小、 黒埼中、 坂井輪コ ミ ュ 、  

五十嵐コ ミ ュ を閉鎖 

配水管の復旧工事が概ね終了 
 
液状化によ り 発生し た土砂について、 住民
が撤去し 土のう 袋に入れたも のを 契約業者
による 回収処分を 実施 
 
被害の有無についてパト ロ ール実施 
国への被害報告のため、 被災状況調査実施 
 
停電復旧 
・ 西区一部 
・ 中央区近江、 和合町 
 
 
 
 
 
災害査定資料の作成を 目的と し たテレ ビ  
カ メ ラ による 詳細調査を 実施 
 
坂井輪小、 立仏小、 坂井輪中を 閉鎖 
黒埼北部公民館に設置 
 
 
停電復旧 
・ 西区上新栄町､寺尾､寺尾台､西小針台､ 
 松海が丘など 
災害申請に向け、 被害箇所調整を 実施 
 
 
国へ災害査定官の派遣を 要請し 、  
復旧方法等について協議 
 
 
災害復旧工事に係る 各種占用者(上下水道、

ガス、 電力） と 情報共有と 工程調整を実施 

 
国土交通省へ国庫負担申請を 行い、  
災害復旧に係る 査定を 実施 
 

道路災 306 件、 公園災 9 件、 下水道災のう ち

管渠 35 件、 施設 6 件が採択 
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（ １ ） 上水道の応急修繕                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①水道管の耐震化 
・ 地震に弱い水道管が漏水し た。  
 
 

 
 
 
 

水道管の耐震化の加速 
・ 水道管の耐震化を加速 

さ せる施策の検討 
 
 

②工事業者の不足 
・ 水道施設の修理を行う 工事業者

の確保に苦慮し た。  
 
 

工事業者の確保 
・ 県内外の事業体と の

災害協定の活用によ

る工事業者の確保 

 
 

 

③応急給水設備の運搬・ 設置に 
苦慮 

・ 応急給水所の設置に伴う 応急給水

設備の運搬・ 設置に苦慮し た。  

 
 
 

応急給水設備の保管
方法の検討 
・ 避難所等にあら か

じ め応急給水設備
を 保管す る こ と の
検討 

 
 

災害時用水栓設置の検討 
・ 迅速かつ的確に応急給水

が行える 体制を 確立する

ための設備の設置検討 

④職員の経験不足 
・ 給水車の差配、 運転操作や仮設

水槽組立の経験がある 人員の確
保に苦慮し た。  

 
 

訓練の継続 
・ 訓練を 通し た給水車

の運転操作や仮設水

槽組立方法の習得 
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（ ２ ） 道路の応急修繕                                 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①被害情報の把握体制が不十分 
・ 区対策本部に速やかに報告を

する よ う 協定に基づき 依頼し
て いる が、 住民等から の通報
に対応し た結果、 初動対応が
遅れた。  

・ 津波警報の発表によ り 沿岸部
のパト ロ ールを 保留し たこ と
から 当該地域の被災状況の把
握が遅れた。  

 
 
 
 
 
 
 
 

協定事業者と の協定内容
再確認 
・ 災害時応援協定の内容

（ 範 囲 ） に つ い て 、
「 地震想定防災訓練」
を 通し て 、 各協定締結
業者と の再確認 

 
被害情報収集体制の整備 
・ SNS やスマホアプリ 等を

活用し 、 職員や市民から
被害状況を 直接収集する
仕組みの検討 

 

協定事業者と の連携強
化 
・ 各協定締結業者間と

で バッ ク アッ プ 体制
を 構築し 、 管内隅々
の市管理道路全線の
パト ロ ール結果の速
やかな報告 

②資機材の不足 
・ 道路の安全確保や応急対応など

に伴う 通行規制等を 行う 場合、

保有し ている資機材が十分では

なかっ た。  

 
 
 

資機材の備蓄 
・ 災害時を 想定し た必要な

資機材の備蓄・ 調達に向
けて、 区対策本部（ 地域
総務課） と の協議 

 

資機材の調達 
・ 各協定締結業者の保有

資機材情報を共有し 、

必要に応じ て融通する

仕組みの構築 

 
 

③調査体制が不十分 
・ 被害の多かっ た３ 区（ 中央、

江南、 西） へ少な い５ 区から
の応援体制の構築が無い中、
国が行う 災害査定調査の準備
や調査を受けた。  

 
 

災害対策体制の構築 
・ 関係職員によ る 体制を 構

築し 、 一括し て災害対応
及び復旧工事を実施 

 
国・ 県・ 政令市と の連携 
強化 
・ 円滑な災害査定調査を 行

う ため、 国・ 県・ 政令市
と の一層の連携強化 

被害情報収集体制の整備 

・ 災害時情報シ ス テ ム
と GIS（ 位置情報） を
連動さ せ、 被害状況
を リ ア ルタ イ ムに把
握する仕組みの検討 
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（ ３ ） 下水道の応急修繕                              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①被害状況の把握が困難 
・ 被害状況の早期の全容把握

が困難であっ た。  
 
 
 
 
 

被害情報収集体制の整備 
・ 対応状況の可視化 
・ SNS やス マホア プ リ 等を

活用し 、 職員や市民から
被害状況を 直接収集する
仕組みの検討 

 

被害情報収集体制の整備 

・ 災害時情報システ ム
と GIS（ 位置情報） を
連動さ せ、 被害状況
を リ ア ルタ イ ムに把
握する仕組みの検討 

 
 

②応急修繕工事体制の未整備 
・ 応急修繕工事体制が構築でき

ていなかっ た。  

・ 応急対応でき る資機材を 確保

で き な かっ た 。 （ 水中ポン

プ、 ホース、 安全備品）  

連携体制の見直し  
・ 道路管理者や各イ ンフ ラ 管理

者と の情報共有と 、 連携強化

に伴う 効率的な修繕対応につ

いての検討 

 
応急修繕工事体制の見直し  
・ 災害の種別に応じ た対応計画

や現場対応マニュ アルの作成 

・ 民間団体と の災害協定締結 

（ 特に土木事業者の確保と 機械

リ ース会社）  

 
 

資機材の調達と 備蓄 
・ 応急対応でき る 資機材

の調達と 備蓄 

（ 水中ポン プ 、 ホース、

安全備品）  
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 検証項目９  その他                               

（ １ ） 応急危険度判定                               

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

 

月日 主な動き  対応状況 

 
1/2 
 
 
 
1/3 
 
 
 
 
 
1/4 
 
 
 
 
 
 
1/7 
 
 
 
 
 
 
1/10 
 
 
 
 
1/12 

 
応急危険度判定を 開始 
（ 申込制、 住宅相談と し て実施）  
 
 
応急危険度判定士の応援要請（ 市→県）  
市ホームページにて応急危険度判定の実施
について周知 
・ 受付期間 ～1/7 
・ 実施期間 ～1/8（ 当初の予定）  
 
県の応援職員の派遣開始 
 
 
 
 
 
 
応急危険度判定の受付終了 
実施期間の延⻑ を 周知 
 
 
 
 
 
県の応援職員の派遣終了 
 
 
 
 
応急危険度判定終了 

【 体制及び件数】  
1 班 2 名体制で応急危険度判定を 実施 
1/2  3 班 15 件 
   （ 市 6 名）  

 
1/3  6 班 73 件 
   （ 市 12 名）  

 
 
 
 
1/4  15 班 173 件 
   （ 市 14 名 県 16 名）  

1/5  15 班 171 件 
   （ 市 10 名 県 20 名）  

1/6  30 班 283 件 
   （ 市 11 名 県 31 名 士会 18 名）  

 
1/7  36 班 368 件 
   （ 市 9 名 県 32 名 士会 31 名）  

1/8   12 班 122 件 
   （ 市 10 名 県 7 名 士会 7 名）  

1/9  31 班 266 件 
   （ 市 10 名 県 30 名 士会 22 名）  

 
1/10  34 班 272 件 
   （ 市 13 名 県 29 名 士会 26 名）  

1/11 1 班 3 件 
   （ 市 2 名）  

 
1/12 1 班 4 件 
   （ 市 2 名）  
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課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①運用マニュ アルの活用が 
不十分 

・ 判定本部と し ての実績がない
ため、 円滑な運営ができ なか
っ た。  

 
 

運用マニュ アルの見直し  
・ 運用マ ニュ ア ルの精査

と ブラ ッ シュ アッ プ 
 

 

②災害情報収集の不足 
・ 発災当初の民間建築物の被災

状況について情報が不足し て
おり 、 応急危険度判定の実施
可否の判断に苦慮し た。  

情報収集体制の強化 
・ SNS やスマホアプリ 等

を 活用し 、 職員や市民
から 被害状況を 直接収
集する仕組みの検討 

 

 

③業務量の過多 
・ 判定対象の設定を申込制と し

たが、 申請者への対応の負担
が大きかっ た。  

 

配備人員の整備 
・ 災害対応時の人員体制

の整備 
 
研修と 訓練の実施 
・ 平常時の研修と 訓練の

実施 
 

 

④情報発信の不足 
・ り 災判定と 応急危険度判定を

混同さ れる市民が多く 、 対応
に苦慮し た。  

情報発信のあり 方の見直し   
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（ ２ ） 災害廃棄物                                

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

 

 

月日 主な動き  対応状況 

1/3 
 
 
 
 
 
 
 
1/11 
 
1/15 
 
 
1/18 
 
2/16 
 
 
 
2/26 
 
3/19 
 
4/23 

【 共通】 環境省関東地方環境事務所 来庁 
 
【 自搬】 災害ごみ自己搬入無料受付決定 
    期間： 1/4～1/31 
    受入施設： 各清掃センタ ー 
         中継施設 
         赤塚埋立処分地 
 
【 自搬】 無料受付期間延⻑ （ 1/31→2/29）  
 
【 ボラ 】 災害ボラ ンティ ア対応災害ごみ 

収集開始 
 
【 公費】 国説明会 
 
【 自搬】 無料受付期間延⻑ （ 2/29→3/30）  
 
【 公費】 関係要綱施行 
 
【 公費】 公費解体窓口設置・ 申請受付開始 
 
【 自搬】 無料受付期間延⻑ （ 3/30→5/2）  
 
【 自搬】 無料受付期間延⻑ （ 5/2→9/30）  
 
 
 
 
＜凡例＞ 
【 共通】 ： 災害ごみ全般 
【 自搬】 ： 自己搬入 
【 公費】 ： 公費解体 
【 ボラ 】 ： ボラ ン ティ ア対応災害ごみ等 

被害状況確認及び今後の対応について協議 
 
【 自己搬入】  
地震によ り 被害を 受け損壊し た家財道具な
ど を 「 災害ご み」 と 位置づけ、 自己搬入に
よ る 手数料を 無料と し た。 な お、 新田清掃
セン タ ー、 赤塚埋立処分地は１ 月中、 祝休
日も 受入れ 
 
受入れについては HP 及び公式 SNS によ り
広報を 実施 
  
受入れ状況に応じ 順次受け入れ期間を 延⻑  
（ 6 月から 罹災証明書を 提示）  
  
災害廃棄物の仮置場は状況注視と し 、 設置
は保留 
 
【 公費解体】  
災害によ る 公費解体を 実施し たこ と がある
自治体情報を 収集する と と も に、 国の取り
扱いなどを 確認し 、 制度の検討を 進めた 
 
【 ボラ ン ティ ア対応災害ごみ等】  
災害ボラ ン テ ィ ア によ る 災害ご みの収集に
あたり 、 清掃事務所の通常業務を 一部停止
し 優先的に対応でき る よ う 体制を 整え対応 
  
避難所の災害ごみ収集も 実施 

51



 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①受け入れ方法の検討が不十分 
 
【 自己搬入・ 公費解体】  
・ 災害廃棄物の内容や発生量の想

定が困難であっ た。  

・ 災害廃棄物の仮置場の設置準備

が十分でなかっ た。  

 
【 自己搬入】  
・ 自己搬入困難な場合（ 高齢者な

ど） の対応が十分でなかっ た。  

・ 搬入ごみが、 地震によるも のか

自己申告の為、 受入れ時に判断

ができ なかっ た。  

 
【 公費解体】  
・ 制度内容の検討、 周知等に時間

を 要し た。  

・ 対象と なる被害程度の判定内容

の確認方法が明確でなかっ た。  

・ 発注書類の作成や契約相手の選

定等に時間を要し た。  

 
【 ボラ ンティ ア対応災害ごみ等】  
・ ブロ ッ ク 塀・ 灯篭など重量物が

多く 、 収集に際し 困難な事案が

生じ た。  

 
 

マニュ アルの検討・ 作成 
 
【 自己搬入・ 公費解体】  
・ 災害廃棄物処理に係る

各種業務について、 積
み上がっ た実績から 次
の災害時に活かせる 、
反映でき る データ 等の
整理 

 
【 ボラ ン ティ ア対応災害

ごみ等】  
・ 受付周知方法の検討 

・ 分別方法や集積方法な

どの検討 

 
 

マニュ アルの検討・ 作成 
 
【 自己搬入・ 公費解体】  
・ 仮置場の選定設置手順の

確立 

（ 他の支援に係る 候補地と

の調整含む）  

・ 仮置場の重機・ 備品等の

手配や運営方法な ど の事

前準備 

 
【 自己搬入】  
・ 受入れ品目・ 期間・ 方法

などの検討 
・ 市民への適切な周知方法

の検討 
 
【 公費解体】  
・ 今回の検討経緯や、 申請

受付事例などに基づく 、
マニュ アルの検討・ 作成 

・ 被害程度の判定内容確認
のための仕組みづく り  

・ 関係団体・ 業者と の発災
時の対応に向けた仕組み
づく り  
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（ ３ ） 医療体制                                  

 ◆ 主な動き と 対応状況                              

 

月日 主な動き  対応状況 

 
1/1    
 
 
 
 
   
 
 
 
 
1/2    
 
 
 
 
 
 
1/3    
 
 
 
1/4    
 
 
1/4～1/9 
 
 
1/4～1/11 
 

【 医療対策班】  
市施設の被害状況の確認 
・ 急患診療セン タ ー 
・ 西蒲原地区休日夜間急患センタ ー 
・ 口腔保健セン タ ー 
 
市内 42 病院の被害状況確認 
・ EM IS 情報の確認 
・ 市内 42 病院へ電話聞き 取り  
・ 市消防局救急課へ聞き 取り  
 
県が市災害対策本部へ DM AT を 派遣 
（ 西区内の病院の状況把握の為）  
 
 
県が DM AT を 西区病院へ派遣 
 
 
西区病院の給水量不足解消 
 
西区病院で給食準備に不安がある
為、 非常食供給を 依頼 
 
西区病院へ非常食供給 
 
薬局等の被害状況把握 
 
 
市内診療所の被災状況の把握 
（ 医科、 歯科）  
 

 
市医師会、 市歯科医師会に被害状況を聞き 取り 、

大き な被害はなく 、 通常診療を 継続し ている こ と

を確認 

 
 
新潟県（ 地域医療政策課） へ報告 
・ 津波警報が発出さ れ病院に避難し た住民対応

のため、 医療提供に支障が出た病院があっ た 
 
 
市本部リ エゾ ン （ 市保健衛生部、 水道局） と 県
本部（ DM AT） で情報共有し 、 西区内の病院の
給水状況確認 
 
DM AT が病院に入り 給水状況を 確認、 透析患者
移送の必要性を 検討 
 
県から 患者の移動手段の確保準備を 依頼さ れる
も 給水問題が解決し たため、 移送不要と なっ た 
 
 
 
市民生活対策部と 調整し 、 おかゆを 病院へ配送 
 
市薬剤師会から 被害があっ た薬局の報告あり  
 

 
市内診療所の被災状況について、 市医師会、  
市歯科医師会へ確認を 依頼 
・ 西区内は全診療所の情報を 収集 
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課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①情報収集体制が不十分 
・ Ｅ ＭＩ Ｓ （ 広域災害救急医療

システム） 入力率が低く 、 市
内４ ２ 医療機関に電話で聞き
取り をし た。  

・ 診療所の情報収集に時間を要
し た。  

 
 
 

情報収集体制の見直し  
・ Ｅ ＭＩ Ｓ の入力基準、 入力

方法の周知徹底（ 県と 協

力）  

・ 医療機関情報の収集基準

と 収集主体の再確認 

 

 

②避難方法の周知不足 
・ 津波避難ビルではない病院に

避難者が殺到し 、 医療提供に
支障が出た。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指定避難場所等の周知 
・ 避難所、 避難場所、 津波

避難ビルの周知 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

避難所情報の伝達方法の
検討 
・ 避難所の開設な ど 災害

時の情報を 地域住民だ
けで な く 地域の事業所
（ 医療機関等） に伝え
る仕組みの検討 

 
協力団体と の連携体制の
強化 
・ 多種多様な 災害に備え

た、 本市と 協力団体と
の情報収集・ 伝達訓練
の定期的な開催 

 

③移送体制の未確立 
・ 断水で給水不能と なっ た病院

の透析患者の移送手段を 確保
する準備ができ なかっ た。  

移送体制の確立 
・ 透析患者等の移送が必要

になっ たと き の具体的な
移送方法と 手段の確保 
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 （ ４ ） 学校の応急修繕                              

◆ 主な動き と 対応状況                              

月日 主な動き  対応状況 

1/1 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1/2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1/3 
 
 
 
 
 
 
 
1/4 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

避難所に指定さ れている 小学校 106 校、 中
学校 56 校を 開放し 、 市民の避難に対応 
 
「 学校園の被害状況の点検・ 確認について」 を
全学校園に送信し 、 1 月 2 日中の報告を 依頼 
⇒各学校園から 被害状況について随時報告 
 
 
 
新潟市管工事業協同組合に応援要請 
 
 
 
教育対策部内打合せ 
 
 
 
学校施設班職員によ り 坂井輪中学校南校舎
の応急危険度判定を 実施 
 
学校から の被害状況報告(123 校園／174 校園) 

 
 
 
建築専門業者によ り 坂井輪中学校の被災 
状況緊急調査を 実施 
 
 
学校施設班職員により 被害の大き い学校 
など３ 施設の応急危険度判定を実施 
 
 
学校再開に向け西区を 中心に被害の大き い
小中学校の被災状況緊急調査を実施 
（ 建築専門業者）  
 
学校施設班職員により 新通小学校の 
空き 教室調査を 実施 
 
設備関係被害状況調査及び応急修繕開始 
（ 新潟市管工事業協同組合）  

 
 
応急修繕開始 
（ 建築緊急修繕業者、 管工事業者）  
 
 

各学校にて、 管理職と 指定さ れた職員が学校
に参集 
 
教育委員会全体で 作成し た 「 被害状況の把
握」 や「 災害時の対応方法」 など を 記載し た
通知を 全学校園に発信。 特に施設の被害状況
の把握については点検表（ 施設課・ 保健給食
課関係） を 作成し 情報収集を 実施 
 
建築対策部が災害協定を 締結し ている 新潟市
管工事業協同組合に被害状況調査と 応急修繕
について応援要請 
 
避難所開設状況、 施設の被害状況、 学校の授
業開始日等の情報共有を 行い、 今後の対応に
ついて協議 
 
被害が甚大のため南校舎の立入を 禁止 
 
 
軽微な被害も 含め 123 校園から 被害の報告を
受ける（ 随時報告があり 1 月 20 日に 123 校園
と なる）  
 
北校舎など校舎全体の緊急調査を 行う 。  
調査の結果、 北校舎・ 管理棟など は教職員の
使用は可能と 判断（ 生徒の使用は禁止）  
 
曽野木小学校、 中野小屋中学校、 坂井輪地区
公民館（ 坂井輪中学校の仮校舎候補） の調査
を 実施 
 
上記 2 校を 含めた 14 校を 調査し 、 学校再開へ
の影響はないと 判断（ 坂井輪中学校は除く ）  
 
 
坂井輪中学校の仮校舎の検討 
（ 改修工事の確認と 実施）  
 
被害の調査結果について 、 教育対策部内や災
害対策本部へ随時、 報告・ 連絡・ 相談や情報
共有を 実施 
 
学校再開に向け必要な応急修繕を 実施 
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月日 主な動き  対応状況 

1/5 
 
 
1/6 
 
 
 
1/9 
 
 
1/10 
 
 
 
 
1/11 
 
 
1/28 
 
 
2/2 
 
 
2/8 
 
 
4/12 
 
 
7/2 
 
 
9/12 
 
 
10/1 
 

坂井輪中学校南面擁壁の緊急点検を 実施
（ 土木専門業者）  
 
各学校班よ り 、 坂井輪中学校、 新通小学校
の保護者へ坂井輪中学校の当面の対応につ
いて通知 
 
学校施設班職員によ る 現地被害状況調査、
測定、 写真記録等を 実施（ ～1/23 まで）  
 
新通小学校の給食室の水道漏水工事の完了 
 
 
 
 
坂井輪中学校南校舎の杭の現地調査を 実施 
 
 
坂井輪中学校保護者説明会の開催 
 
 
坂井輪中学校の地盤確認業務及び南側敷地
の安全性検討業務開始（ 土木専門業者）  
 
坂井輪中学校北校舎、 管理棟及び外構等 
改修工事の実施（ ～3/31 まで）  
 
坂井輪中学校南校舎解体工事に着手 
（ ～9/6 竣工）  
 
坂井輪中学校仮設校舎建設に着手 
（ ～2/15 建設工事完了）  
 
坂井輪中学校南面擁壁改修に着手 
（ ～3/14 竣工）  
 
坂井輪中学校体育館下屋改修工事に 着手
（ ～1/8 竣工）  
 

現地調査の結果、 現状での倒壊はないこ と  
を 確認 
 
坂井輪中学校（ 1/11～） ※予定よ り 2 日遅れ 
・ 1、 2 年生： オン ラ イ ン 授業 
・ 3 年生： 新通小学校の空き 教室で対面授業 
 
123 校園の被害状況調査と 事前着工届の作
成、 修繕業者に改修工事を 発注 
 
給食室の水道管の損傷の為、 給食初日のみ、
簡易給食（ 牛乳・ ご はん・ 非常用カ レ ー） で
対応 
※その他の学校での給食の遅れはなし  
 
杭に損傷があり 、 適正な 状態ではないこ と か
ら 、 南校舎の解体を 決定 
 
今後の学校運営方法等の説明 
被害状況、 今後の工事の進め方を 説明 
 
坂井輪中学校の地盤確認業務及び南側敷地の
安全性検討業務完了（ 3/15）  
 
4 月以降に 2 学年が北校舎で対面授業を 行う
ため、 北校舎等の改修工事を 実施 
 
被害の大き かっ た南校舎の解体 
 
 
南校舎に代わる 仮設校舎を 建設 
 
 
被害の大き かっ た南面擁壁の解体と 新たな法
面の整備 
 
被害の大き かっ た体育館下屋の補強工事 
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課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①応急対策マニュ アルの活用
が不十分 

・ 各学校園の被害状況の収集
にあたり 、 マニュ アル通り
の対応ができなかっ た。  

 

応急対策マニュ アルの周知と

確認 

・ マ ニ ュ ア ルの周知と 役割
分担の再確認 

 

応急対策マニュ アルの 

見直し  

・ 情報収集方法と 情報
共有方法の見直し を
含めた 、 マ ニ ュ ア ル
の精査 

②応急修繕対応の充実 
・ 早急な学校再開に向け、 施設

の安全性を確認する緊急点検

業者や、 応急修繕を行う 修繕

業者の確保に苦慮し た。  

緊急修繕業者の確認 
・ 各学校の緊急修繕業者の

周知と 確認 
 

災害協定の締結 
・ 早期に被災状況調査や

応急修繕工事を実施す
るため、 関係団体と の
災害協定を締結 

③初動期の人員の確保 
・ 避難所にも なっ ている学校園

の安全確保のため、 発災直後

は被害状況の確認や応急修繕

業者の確保など、 初動期の業

務が多く 、 人員の確保に苦慮

し た。  

 

配備人員の整備 
・ 災害対応時の人員体制の

検討と 整備 
 
情報の共有 
・ 平時よ り 研修な ど を 通じ

て災害時の対応を共有 

 

④災害復旧事業への人員確保 
・ 災害復旧事業にかかる 現地

作業（ 検尺、 写真撮影など ）

や事前着手届、 事業計画書
の作成など 申請業務が多く
人員の確保に苦慮し た。  

事業の周知と 確認 
・ 平時よ り 事業の内容や申請

手続き 方法等を 周知し 担当

レ ベルでの確認を実施 

 
情報の共有 
・ 平時よ り 研修な ど を 通じ

て災害時の対応を共有 
 

制度改正への働きかけ 
・ 国などに向けて、 申請

業務の簡素化や手続き
の簡略化などを要望 
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（ ５ ） 自治会・ 町内会と の連携                              

 
 

（ ６ ） 防災士                                   

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①避難所運営への理解不足 
・ 避難所運営に自発的に参加する

住民が少なかっ た。  
 

住民参画の促進 
・ 避難所運営への住民参画

を促進 
 

 
 

②連携体制が不十分 
・ 区と 自治会・ 町内会、 コ ミ ュ ニ

ティ 協議会、 自主防災組織と の
連携が不十分であっ た。  

・ 避難所指名（ 担当） 職員が地域
の防災訓練への参加率が低いた
め、 連携が十分でないケースが
あっ た。  

連携体制の構築 
・ 区と 自治会・ 町内会、 コ

ミ 協と の災害時連絡体制
構築 

・ 避難所指名（ 担当） 職員
の訓練参加促進 

 

③被害情報の収集体制が不十分 
・ 職員による被害状況の確認や把握

が間に合わなかっ た。  

 
 

被害情報収集体制の整備 
・ SNS やスマホアプリ 等を

活用し 、 コ ミ 協や自治
会・ 町内会から 被害状況
を 直接収集する 仕組みの
検討 

 

④土のう 袋の配布体制が未整備 
・ 土のう 袋の配布が遅れた。  
 

土のう 袋の配布体制の構築 
・ 地震時の土のう 袋の配布 

体制の構築 

 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①活用機会が不十分 
・ 地域にいる 防災士の存在が住

民に認識さ れておら ず、 地域
の防災活動に十分活用さ れて
いない。  

防災士の育成 
・ 防災士の育成 
・ 防災士の連携強化 
・ 防災士のスキルアッ プの 

ための支援 
 
活用方法の見直し  
・ 防災士が地域の防災活動

に参加できる機会の拡大 
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（ ７ ） 仮設ト イ レ設置                              

 

 

（ ８ ） 義援金                                  

 

 
 
 
 
 
 
 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①情報収集体制が不十分 
・ 仮設ト イ レ 設置が必要な箇所の

情報取得に時間がかかっ た。  

運用ルールの見直し  
・ 設置基準・ 手続き の

明確化、 周知 
・ 対応状況の可視化、

共有 
 
 
 

運用ルールの見直し  
・ 本部、 各対策部、 調達

業者と の連携方法など
を検討 

課題・ 問題点 
改善に向けた今後の取組 

短期 中⻑ 期 

①受付体制が不十分 
・ 義援金については、 本市単独で

の受付は今回の災害が初めてで
あり 、 発災から 開始まで２ 週間
を要し た。  

受付体制の見直し  
・ 本市が単独で義援金を

受け付ける 場合、 災害
対応の最中に受付事務
へ人員を 割く 必要があ
る こ と から 、 今後の単
独実施について の可否
を検討 

・ 本市が単独で義援金を
受け付ける こ と と し た
場合、 あら かじ めど の
程度の被災規模で 受け
付ける のか判断基準を
明確化する と と も に、
マニュ アルの整備 
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第５章 総括 

 総括                                     

令和６ 年１ 月１ 日の地震により 、 津波警報が発表さ れ、 津波浸水想定区域内外から の

避難が生じ 、 市内の指定避難所の避難者数は最大で１ 万４ 千人に上っ た。 さ ら に、 車で

の避難が多かっ たため、 交通渋滞が発生し たほか、 津波の危険性が低い地域であっ ても 、

急いで車で避難するなどの行動が見受けら れた。  

避難所では玄関の鍵を 壊し て侵入し た事例があっ たほか、 開錠後に避難者がほかの人

を 押し のけるよう に階段を 駆け上がり 入場するなどの混乱が生じ た避難所も あっ た。  

また、 発災当初の被害状況の把握が進まず、 被害の大き さ が判明し ていく こ と に応じ

て人員不足等が生じ 、 災害対応の体制整備が十分に整わない事態が発生し た。  

市民に対する情報発信や避難所運営、 行政内部における 情報共有など、 災害発生時の

対応において多く の課題が明ら かと なり 、 こ れまでの防災意識や防災対策のあり 方の抜

本的な見直し が必要と なっ た。 一方、 行政による 公助を 待つだけでなく 、 Ｎ Ｐ Ｏ ・ ボラ

ンティ アによる避難所運営支援など、 自助・ 共助の大切さ が改めて認識さ れた。  

こ れら のこ と から 、 今後は、 防災についても 避難所の開設基準や非常持ち出し 品の準

備など市民への防災意識の普及啓発や、 避難所運営委員会の立ち 上げ促進など、 日頃か

ら 市民・ 地域等と 連携し た取組が必要と なる。 加えて、 SNS やスマホアプリ を 活用し 、

職員や市民から 被害状況を 直接収集する仕組みを 検討するなど DX 化を 推進し 、 市民へ

の迅速な情報発信・ 情報共有を行う 体制を 整備する必要がある。  

また、 改善に向けた取り 組みを 、 優先順位を明確にし ながら 確実に進めるため、 ロー

ド マッ プを 作成する と と も に、 国や県などの検証結果を 踏まえ、 地域防災計画を はじ め、

「 避難所運営マニュ アル」 「 応急対策マニュ アル」 等の見直し も 進めていく 。  

日頃から の備えと 災害時の行動について、 市民・ 地域・ 行政のそれぞれの役割を 明確

にし 、 災害時に一人一人が適切な行動をと れるよ う 、 更なる 地域防災力の向上に取り 組

む「 安心・ 安全で災害に強いまちづく り 」 の推進を図っ ていく 。   
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①北区地域広聴会

開催日　 　 令和6年8月26日（ 月） 　 　 会場　 豊栄地区公民館

参加人数　 35名（ 自治協委員： 26名、 コ ミ 協会長等： 9名）

意見数　 　 50件（ 情報の受信12／避難行動12／避難所運営18／その他8）

No 種別 発言者 意見内容

1 1 情報の受信 自治協
防災アプリ 、 新潟市LI NE等があるが、 今回はテレ ビで情報を見て避難し た方がほと んどであ
る。 今後大災害が起きた場合、 NHK、 BSN等民間のテレビを活用し たら どう か。

2 1 情報の受信 自治協
警報や地震速報を聞く と どう し たら いいかわから ない住民が多かっ た。 津波の影響は地域に
よっ て差があり 、 緊急性の高いと こ ろ を優先に情報を流し てく れればスムーズに動ける。 報
道の在り 方と 情報の整合性のある避難警報をお願いする。

3 1 情報の受信 コ ミ 協

テレビの情報は新潟県の地方別の大き な括り のため、 新潟市、 も っ と 言う なら ば北区役所か
ら 北区へなど、 すぐ に誰にでも わかるよう な伝達方法を考えていただきたい。 よその地域で
は、 各家庭に市役所・ 役場から 情報が届く 。 また、 各地区にスピーカ ーの一斉放送がある。
こ のよう な方法も 考えてみてはどう か。
また、 地震の情報はテレ ビのみだっ た。 時間の経過後、 市から 自治会長あてに情報連絡する
等、 検討し てみたら どう か。

4 1 情報の受信 コ ミ 協
市長は津波関係だけが災害情報受信と の受け取り 方をし ている。 みんな、 メ ールを見て一斉
に避難し てき たが、 メ ールは地域に応じ た正確な情報ではない。 地域に応じ た防災無線が必
要だ。 早通は4, 5か所設置すればすぐ に正確な情報が届く 。 ぜひ検討を。

5 1 情報の受信 自治協
せっ かく 海岸沿いに防災無線が設置し てあるのだから 、 スマホを持っ ていない年寄り など情
報が伝わり にく い方へゆっ く り 丁寧に「 避難が無理な方は垂直避難を」 等伝え方を充実し
て、 防災無線をフ ルに活用し てほし い。

6 1 情報の受信 自治協
課長答弁の「 最終的には自己判断、 そのためにハザード マッ プがある」 と いう 発言が気に
なっ た。 ハザード マッ プに沿っ て地域を区域分けし 、 きめ細かい情報発信をし てほし い。

7 2 避難行動 コ ミ 協

海の近く に住んでいるため発災後すぐ 避難し た。 松浜中学校に避難し たが鍵が開いていな
かっ た。 し ばら く 待ち、 よう やく 開いたが土足はダメ だと 言われたう えに、 LI NEでは「 津波
時は3階以上に避難」 と あるのに、 上階ではなく 体育館に案内さ れた。 体育館は暖房も なく 、
津波が不安のため徒歩で避難所ではない公民館へ移動し た。 公民館も 鍵が開いていなく 、 少
し 待っ て中へ入っ たら 2階の和室へ案内さ れた。 年寄り は和室に座れないし 人数も 多かっ たた
め、 3階の大ホールを開けても ら っ たが、 暖房をつけても ら えなかっ た。 その後徒歩で中学校
へ戻り 、 車で自宅へ戻り 待機し ていたが、 警報は継続し ていたので出張所の駐車場へ避難し
た。 そこ で警報が解除さ れたので帰宅し た。
近い将来さ ら に大きな地震が来るかも し れない中で、 こ う いう 状況だ。 先ほどから 防災無線
の話をし ているが、 窓を閉めていると そも そも 聞こ えないと 思う 。 ハザード マッ プの話も 出
ているが、 日本海側は数分で津波が到達する中、 危機感が感じ ら れない。 避難所は建物が安
全で空調が効いていて情報がも ら えるこ と を想定し ていたのにテレビ等も ない。 こ れでどう
やっ ていく のか。 公民館でのエレベータ ーでの避難も どう なのかと 思いつつ、 高齢者は階段
を昇れない。 そのへんを聞きたい。

8 2 避難行動 自治協
松浜の指定避難所は津波の場合すぐ に開設さ れない。 それでは困る。 冬の夜中の寒空の中で
も 安心し て避難所生活ができる場所を契約し ていただき、 も う 一度市のほう でも 避難所の在
り 方を見直し ていただき たい。

9 2 避難行動 自治協
新潟バイ パスを使っ て中央区へ向かっ た。 知人は新潟バイ パスの西区の被害を知ら ずに通行
し 、 車両が壊れた。 災害時、 避難行動をし ている人へ各幹線道路の安全情報をより 早く 届け
てほし い。

10 2 避難行動 自治協
学校区のハザード マッ プではなく 、 移動中の人や観光客等向けに現在地や道路表示等住所で
わかるハザード マッ プを作っ てほし い。

11 2 避難行動 コ ミ 協

中学校避難所へ行っ たら 百数十名の避難者がいた。 地震が怖いから 避難し てきたと いう 方が
多かっ た。 防災士の立場と し て、 ハザード マッ プは地域限定のいい情報がたく さ んのっ てい
ると 思う 。 ただ、 手元に置いて確認し ている人がどれく ら いいるのか。 廃品回収の資源ごみ
になっ ているのでは。 保管し やすいよう な形状でせめて三年に一回は全戸配布し てほし い。

12 2 避難行動 コ ミ 協

岡方地区全域は津波は来ない。 NHKで「 津波が来るから すぐ 逃げろ」 と いう 放送がイ ンパク ト
があり 、 津波の来ない地域でも 避難者が相当数あっ たと 思う 。 コ ミ ュ ニティ でも 避難訓練を
おこ なっ ているが、 住民にも 日頃の防災意識を高めていただく よう 定期的に市から 広報をし
てほし い。
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No 種別 発言者 意見内容

13 3 避難所運営 自治協

避難所の管理の仕方、 管理者に改善の必要があると 感じ た。 避難所の中学校に遠方の教頭先
生が鍵を開けにきてく ださ っ た。 先生たちがそこ まで請け負う 必要があるのか。 市の避難所
指名職員も 一年間管理を任せるのも 重責だと 思っ た。
避難所では中学生が避難物資を運んでく れたり 部屋の人数を数えてく れたり 力が大き かっ
た。 公助に頼るべきでないと 思う 。 自分の命は自分で守る。 コ ミ ュ ニティ の上だけでなく 、
ト ッ プダウンボト ムアッ プで住民みんなが意識を高める必要がある。
避難所では快適に過ごせると いう 認識は捨てるべき。 一人一人が考えて行動するこ と がさ れ
ていない。
公式LI NEアカ ウント でハザード マッ プが随時確認できるのは素晴ら し い。
共助の強化と 一人一人の認識をこ こ にいるみなさ んで発信し ていけば良く なると 思う 。

14 3 避難所運営 自治協
避難所運営について話し 合われていない地域が現存し ている。 市のほう で全体に声がけし て
ほし い。

15 3 避難所運営 自治協
避難所運営は七日間を目途にし たほう がよい。 そのために避難所運営の計画書を作っ てはど
う か。 避難所運営の中心は自治会だと 思う 。 避難所運営は各地域の特色があると 思う ので、
地域にあっ た運営の計画の作成を提案する。

16 3 避難所運営 自治協
妹が施設管理者のため、 足の不自由な夫を車に乗せ、 南浜小学校へ鍵を開けに行っ た。 夫は
垂直避難ができないため、 夫と 一緒に別の場所へ避難し た。 上階へ上がるのが大変な人も い
るので、 避難所では地域住民が協力するよう 、 防災訓練を積極的にやっ ていく 必要がある。

17 3 避難所運営 自治協
東区の小学校で避難所を開設する・ し ないでニュ ースになっ ていたと 思う が、 避難所は原則
開設し 、 場合によっ ては開設できないと いう こ と にし たほう がいいと 思う 。 それは考えら れ
ないか。

18 4 その他 自治協
気候変動があり 、 ゲリ ラ 豪雨による集中豪雨がこ れから あると 思う 。 堤防決壊、 あふれた場
合は学校に避難するが、 いずれ岡方地区は３ つ学校がなく なる。 どこ に避難すればいいか。
先の問題だが検討し てほし い。

19 4 その他 自治協

避難所運営体制を強化し なければなら ない。 市内には300を超える指定避難所がある。 そのう
ち避難所運営委員会組織があるのは100か所あまり 。 非常時に機能する人的組織が必要。 避難
所運営委員で指示できるプロフ ェ ッ ショ ナルを市役所の中に整備し ても ら いたい。
行政が全部できないから 避難所運営委員にお願いする立場なのだから 、 それなり の待遇処遇
をすべき。 自助共助公助と いう が、 それは違う 。 公助が基本的な体制を整えて避難所運営を
し 、 最後に避難所運営委員にお願いできるよう 年に3, 4回組織隊を訓練をすべき 。

20 4 その他 自治協

津波避難ビルと し て登録さ れている建物は3か所だけ。 協力いただける企業を増やす意向はあ
るか。 仮に増やし た際に備蓄品の支援の考えはあるか。 いざ津波が来そう であれば、 地域の
自治会長・ 新潟市の情報以前に、 身近でなじ みのある高い建物に逃げよう すると 思う ので、
そこ へ協力・ 登録の働き かけをし ていただく こ と で、 緊急時逃げる場所が分散さ れ、 渋滞も
緩和する。

21 4 その他 自治協

被害の大きかっ た西区では全世帯をまわり 、 住民の健康調査をおこ なっ たと 聞いている。 家
屋調査で他区職員が応援に行っ たり と 市の取り 組みはすごく いいと 思う 。 職員が疲弊し たり
本来の業務が滞るのはある意味二次被害だ。 能登半島地震の輪島市の職員も 大変すぎて離職
が多いと 聞いている。 職員も 自分の命は自分で守っ てほし い。 広聴会を開く のも 今後に備え
て大事だと は思う が、 同じ 日本の石川県でがれき の山が残っ ている。 そこ への支援も 考えて
ほし い。

22 4 その他 自治協
日本海における最大の津波の高さ は、 柏崎刈羽原発が防潮堤10ｍ、 海抜深さ 5ｍですので、 そ
れが最大の津波と 私は考える。 市の方、 行政の方はどれく ら いが最高の津波と 考えている
か。

23 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）
各地域によっ て、 情報がバラ バラ なので、 情報は各地域ごと に発信し てほし い。

24 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）

私はハザード マッ プで自分の地域がどのよう な状況であるかは〇〇小学校区と いう こ と でテ
レ ビ、 LI NEで指示が出ていたので、 全然心配はせず、 おひと り 暮ら し の方などに声がけし
た。

25 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）

防災リ ーフ レ ッ ト は大事にし まいこ んでいざと いう 時出てこ ない、 捨てら れたり 保管に適し
ていない、 情報が古く なっ ていく こ と から 、 QRコ ード をプリ ント し 、 日頃目につく 冷蔵庫に
貼れるよう マグネッ ト 式などにし てみたら 、 得ら れる情報も 最新である。

26 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
テレビ・ ラ ジオ等での情報が最新だと 思う 。 お隣同士で助け合っ て、 情報交換をし て避難行
動をと っ ても 良いのか。

27 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
テレビの津波警報による避難があっ た。 こ れは全国的な警報であり 、 でき れば地方別に警報
を出し てほし いも のである。 また、 避難の判断基準を示し てほし いも のである。

28 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）

自助共助公助の順で自分でできるこ と は自分で！できないこ と は公助に頼る。 地震の生命と
家族の安全をすべて人任せにし ない。 市の緊急情報登録をする。 ハザード マッ プも 見方を知
る。 家族内で話し 合いをする等。

29 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
避難する時には最小限の持ち物を持参し て避難するこ と の徹底が必要かと 思われる。
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No 種別 発言者 意見内容

30 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
緊急避難時の車両避難し ても 対応可能なスペース確保を。

31 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
自助最優先を徹底する” 放送・ 報道” に努めてほし い。

32 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
情報がよく わから ず阿賀野市や五頭、 高速道路へ逃げたと いう 人がいた。 避難の際は、 渋滞
を避ける為、 徒歩と いっ ていたがほと んど車であっ た。

33 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
要支援者（ 車いすの方など） が２ 階の移動までで、 屋上避難が不可能だっ た。 どこ まで誰が
支援すべきなのか。

34 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
地域に特化し たハザード マッ プを要望し たい。

35 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

指定さ れた小学校の避難場所は収容できる人員は非常に少ないので有事の時が心配。 備蓄物
資も 非常に少ない。 民間企業の社屋、 民間施設を避難所と し て利用できるよう に提携するこ
と も 必要と 考える。

36 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
毛布が足り ず行政への連絡先（ TEL) も わから なかっ た。 区役所、 自治会長等の連絡先が必要
かと 思われます。

37 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
開錠は人から AI 等（ デジタ ルによる地震探知） による自動開錠促進化。 （ カ ギBOXは時代遅
れ）

38 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
運営全体の取り 組を早急に実施し 、 行政が指導徹底。 後に地域コ ミ 協・ 自治会が主体に運営
すべき。

39 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

何も 持たずに避難し て出し ても ら う こ と があたり まえのよう な方が多かっ たと 聞いた。 自分
の飲んだも のも そのままにし て帰宅する、 寒いので毛布を出せなど、 人に頼るばかり ではな
く 、 ある程度自助を高めても ら いたい。 日頃の防災訓練でも 自分でできるこ と を。

40 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
各地区で有事を想定し た訓練（ 運営） をし てほし い。

41 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
震災後日の自治会アンケート や会議にて「 自治会で備蓄し てく れ」 と の意見があっ た。 「 自
助」 の意識がう すい。 啓発が必要。 自分事と 捉えても ら う 必要性を強く 感じ まし た。

42 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
自主避難所への支援をも 考えておく 必要がある。

43 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
備蓄品が不足し ていた。 今回の地震は冬であっ た為、 防寒対策品を充実し てほし い。

44 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
施設管理者の負担が大き いと 感じ た。 各避難所運営に関する指導を含めて推進・ 協力願いた
い。

45 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所開錠は開錠者の安全安心がなければ無理なので地域避難所開錠が可能の方法も 必要で
あり 、 避難者が中心の運営体制であるべきか。

46 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
災害時の避難施設も 管理者が北区の人でなく 、 ほかの区の方が来ていただいてあり がたく
思っ た。 今後は北区（ の近く ） 在住の方が良いのでは。

47 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
備蓄物資の保管庫または場所を設ける。 障碍者、 高齢者、 妊婦さ んは避難時持っ ていけない
ので優先に確保。

48 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
たぶん休日だっ たので市や社協から 高齢者のおひと り 暮ら し の方への声かけ（ 安否確認） に
ついて何も 連絡がなかっ た。 東日本大震災の際は、 何度も 連絡があっ て大変だっ た。

49 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
元日に校長・ 教頭・ 用務員さ んに駆けつけさ せるシステムは負担が大きいと 感じ 疑問。 も っ
と 自治会・ 地元へ移管し ては。

50 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
非常用電源を指定避難所に設置。 すべての電源が使えなく なる状態と なると 情報を共有、 連
絡する手段がなく なる。 自家発電設備で衛星電話、 イ ンタ ーネッ ト の活用をする。

※発言者欄の（ 意見シート ） は地域広聴会終了後に提出さ れた意見シート によ る も の
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②東区地域広聴会

開催日　 　 令和6年8月26日（ 月） 　 　 会場　 東区プ ラ ザ

参加人数　 56名（ 自治協委員： 27名、 コ ミ 協会長等： 28名、 防災士： 1名）

意見数　 　 64件（ 情報の受信9／避難行動14／避難所運営19／その他22）

No 種別 発言者 意見内容

1 1 情報の受信 コ ミ 協
地震の情報については、 テレ ビ の報道、 市HP、 市の防災メ ールに登録し てる 人が知っ たと
思う が、 報道に対する 逆問い合わせを 防災局や区に対し て行っ たが、 夜22時まで「 今検討
し ています」 と 具体的な回答がなかっ た。

2 1 情報の受信 コ ミ 協

東区の避難状況は、 避難所22か所開設、 避難者2, 044人と なっ ている が、 私の知る かぎり 木
戸地区の三か所（ 木戸小学校で約1, 000名、 竹尾小学校で約400名、 東新中学校で約400名）
の合計で約2, 000弱の人数を 確認し ている が、 実際の内訳はどう なのか。 避難状況の確認が
市から は一切なかっ た。

3 1 情報の受信 自治協
テレ ビ でアナウン サーが津波避難の呼びかけを 絶叫し ていて、 逆にパニッ ク 状態になっ て
逃げた方がいたよ う に思う 。 実際、 新潟市がどのく ら い危険かを 冷静な状況判断ができ て
なかっ たのではないか。

4 1 情報の受信 自治協
ハザード マッ プについて、 市でも っ と 宣伝・ 周知を し てほし い。 40～50歳の現役世代の方
がハザード マッ プを 知ら ない方が多い。 逆に高齢者のほう が知っ ていて家で待機し ている
よ う だっ た。

5 2 避難行動 コ ミ 協

地震の際に高台へ避難し たが、 私自身が海上保安庁で防災担当の仕事を し ていたため、 津
波に関し て詳し く 、 津波の到達時間、 高さ が予想でき た。 実際に現場で津波の心配は大丈
夫そう だから 帰っ ても 良いと 呼びかけたが、 責任がない私の判断で呼びかけを し ても よ い
のか。

6 2 避難行動 コ ミ 協

避難所ではない大山台の高台にある 「 いこ いの家」 の管理人が施設の被害状況を 確認し て
いたと こ ろ 、 車イ スの方や子供連れの方が避難し てき て、 最終的には２ ３ 人の方が一時避
難を し ていた。 ２ ０ 時半頃に、 避難所の山の下小学校や山の下コ ミ ュ ニティ セン タ ーへの
避難を お願いし て、 全員ご理解いただき 移動し ても ら えた。
（ 結果、 全員、 自宅へ帰宅し た）

7 2 避難行動 コ ミ 協
自主防災会議を 定期的に開催し て、 地域の方へ色々知っ ていただく 機会と し て大切にし て
いる 。 我々の地域では、 発災直後、 班ごと などで「 一時集合場所」 に集まっ ても ら い、 情
報を 得てから 避難所へ避難する か相談し てから 行動する よ う にし ている 。

8 2 避難行動 コ ミ 協
地震発災１ か月後に、 各自治会へ地震に対し てどのよ う な行動を と っ たかアン ケート を 実
施し た。 地域には一時避難場所が多数あり 、 多く の方が、 避難所だけではなく 、 一時避難
場所へ避難し たと いう 結果がでている 。 今後の避難訓練に活用し ていき たい。

9 2 避難行動 コ ミ 協
例えば病院も 一時避難場所と なっ ている が、 病院に避難し よ う と し たら 、 スムーズに病院
の中に入れなかっ たと いう 話を 聞いた。 以後、 市と ビ ルが契約する 際に、 スムーズに避難
者が避難でき る 状況を 作っ ていただき たい。

10 2 避難行動 コ ミ 協
徒歩で避難さ れた方は、 小金台の公園が一時避難所と なっ ており 、 避難し た方が大勢い
た。 当日は寒かっ たため、 公園の隣の集会所に５ ０ 人程度、 厚意で避難さ せても ら っ た
が、 防災の備蓄等について何か設置し ても ら えないかと の話がでていた。

11 3 避難所運営 コ ミ 協
駆け付けた避難所指名職員は、 「 鍵を 開ければいいや」 だけで、 報告の指示等を 受けてい
ないよ う だ。 マニュ アルがないのでは？たまたま、 その職員が知ら ないだけかも し れない
が。

12 3 避難所運営 コ ミ 協
台湾地震や東北豪雨の際には、 避難所でシェ ルタ ーテン ト を 使用し ていた。 新潟市の避難
所は、 段ボールであっ た。 シェ ルタ ーテン ト （ 29, 800円） を 各避難所に設置いただき た
い。 コ ミ 協でも 貯めて、 購入を 考えている 。

13 3 避難所運営 コ ミ 協
市の避難所の備蓄品の現在量は、 市HPに載っ ている が、 ２ 年前のデータ で役に立たないの
で、 随時、 情報を 更新を する よ う にし ていただき たい。

14 3 避難所運営 コ ミ 協
避難所運営の在り 方について、 基本は個々の個人の考え方に任さ れている よ う に思う の
で、 市の指針を 示し てほし い。 市の統一的な考え方がわかる と 、 統一的な避難所運営がで
き る のではないかと 思う 。

15 3 避難所運営 コ ミ 協
実際のと こ ろ 、 避難し てく る 際、 荷物も 持たず、 と り あえず逃げてく る 人が多い。 避難し
てから １ 時間～２ 時間たつと 、 一時避難でも 飲料水を 配っ てよ いか迷う 。 飲料水等の配慮
も 必要なのかと も 思う 。

16 3 避難所運営 自治協
避難する と き に一番最初に必要になる のは、 水と ト イ レ 。 避難訓練を 定期的にやっ ている
が、 夏休みなどに１ 泊で実際に泊まっ て、 どんな問題がでる か検証・ 体験し てみてはどう
か。 昼間の都合のいい時間に災害が起こ る と は限ら ない。

17 3 避難所運営 コ ミ 協

１ 月１ 日、 木戸小学校の避難所では、 避難所運営委員会の人間は誰も 来なく て、 運営委員
会はまっ たく 機能し なかっ た。 発災直後の一時避難のフ ェ イ ズ１ と 、 家に帰れず避難所生
活を 始めた時のフ ァ イ ズ２ を 分けて考えていただき たい。 避難所運営委員会の人間だか
ら 、 避難所に来いではなく 、 フ ェ イ ズ２ の避難所生活する 方のサポート を する と き から の
参加でいいのではないか。

18 3 避難所運営 コ ミ 協

避難所の運営に、 地域の人間を あてにし ても ら いたく ない。 避難所運営マニュ アルによ れ
ば、 時間経過と 共に、 行政から 地域へ責任が移っ ていく 書き 方である 。 避難所を 開設する
よ う な災害では、 地域の人間も 避難者になる 。 ８ 区の各コ ミ 協で協力体制を と っ て、 災害
を 受けなかっ たコ ミ 協から 応援を 得る よ う な支援体制を 考えていただき たい。
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19 4 その他 コ ミ 協

山の下地区には、 信濃川と 栗木川の水位を 調整する 「 山の下閘門」 があり 、 ど のく ら いの
耐震強度を も っ ている のか。 何メ ート ルまでの津波まで耐えら れる のか。 万が一、 閘門が
壊れた場合、 海水が逆流し て近隣の木戸、 大形なども 浸水が予想さ れる が、 現行のハザー
ド マッ プ は壊れた場合を 加味し てないと 思う ので、 ２ 次災害の対応について検討いただき
たい。

20 4 その他 コ ミ 協
令和３ 年度の新潟日報の記事で、 新新バイ パスのある 場所に津波避難場所を 作る と 計画が
発表さ れていたと 思う が、 その計画は進行中なのか頓挫し てし まっ たのか。 知っ ていたら
教えてほし い。

21 4 その他 自治協

発災当時、 まず市HPを 確認し て、 津波のリ スク がないこ と を 確認し た。 「 津波警報、 注意
報の定義」 を 確認し て、 それぞれの情報を 照ら し 合わせて、 心配がないこ と を 確認し て、
自宅へ帰宅し た。 「 情報を 見ればわかる 」 と いう こ と がわかれば、 ある 程度、 合理的な行
動がと れる ので周知を お願いし たい。
自治協議会の部会で、 こ のこ と に関する イ ベン ト を 検討し ており 、 成功さ せたいと 思う 。

22 4 その他 自治協
福祉事業所で働いている 。 私の福祉施設は福祉避難所と し て、 ５ 名の受入登録を し てある
が、 特に連絡がなかっ た。 連絡がある 場合には、 どこ から 連絡がく る のか。 今回の地震
で、 福祉避難所と し て機能し た施設、 依頼を し た施設はあっ たのか。

23 4 その他 コ ミ 協
各小学校区で避難訓練を 行っ ている が、 市から 派遣さ れる 避難所指名職員の顔を 知ら な
い、 避難所内の備蓄品の場所がわから ないなどがある ので、 公務と し て防災訓練に参加し
ていただいて、 市職員と 地域の方々と で意見交流ができ ればと 思う 。

24 4 その他 自治協
避難所の下山小学校に多く の高齢者が避難し てき た。 高齢者の方は、 足が悪く て、 ２ 階、
３ 階には行けず、 １ 階で避難し ていた。

25 4 その他 自治協

避難所について、 江南小学校は収容４ ０ ０ 人程度、 江南小学校区には５ ０ ０ ０ 人程度が住
んでいる 。 １ 割に満たない人し か収容でき ない。 こ のこ と について市の防災担当者は考え
ている のか。 能登半島地震のニュ ースを みる と ビ ニルハウスを 避難所と し て使っ ている の
も 観た。

26 4 その他 コ ミ 協
東区の避難所２ ２ 施設で、 避難者の収容人数は足り る と 考えている のか。 他に避難所施設
がないのであればどのよ う にする のか。

27 4 その他 コ ミ 協
避難し てく る 方は、 「 お客様気分で来ら れては困る 。 も し 来て、 自分で手伝える こ と があ
る なら 進んでやる 。 」 そう いっ た知識を 地域の防災訓練で強く 呼びかけて教える 必要があ
る 。

28 4 その他 自治協
今回の広聴会は、 大雨で一度、 延期になり 、 昨日の夜も 雷雨で開催ができ る が心配だっ た
が、 無事開催出来てよ かっ た。 大雨や洪水も リ スク が高いので、 地震も 大事だが並行し
て、 防災に取り 組んでいただき たい。

29 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）
避難場所に防災無線が必要です。 津波や今後の避難に関する 情報を 何百人の人が共有する
必要がある と 思う 。

30 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
テレ ビ 、 ラ ジオ、 LI NEの情報は流れたが、 多く の住民が集まっ た避難所に、 市から の情報
が木戸地域では無かっ た為、 大変だっ た。

31 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
現在の自分のいる 場所や地域の津波の時間・ 高さ などの情報が欲し かっ た。 情報発信さ れ
ていたかも し れないが、 受け取る こ と ができ なかっ た。

32 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
情報が多く どれが正確なのかと まどっ た。 震度５ ～７ の場合が大き な災害と 思う ので、 ヘ
リ を 飛ばし てマイ ク で情報を 知ら せる などの対応し たら と 思っ た。

33 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
小学校教材のモニタ ーで情報収集を 行っ た。 学校に損傷なし 。 備蓄品も 使用し なかっ た。

34 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
当自治会の要支援者、 社協おも いやり 訪問者の合計は４ ５ 名程度になり 、 自治会役員５ 名
で担当を 決めている が、 市と し て避難対応について詳細を 示し ても ら いたい。

35 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）

ハザード マッ プに基づき 、 自宅２ 階で対応し た。 近所の人が対応を 危機に訪れた、 テレ ビ
の津波避難の強調放送のみで、 地域毎の細かい対応連絡等がなかっ たため、 パニッ ク にな
る 人がいた。

36 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
車での避難者が多く 、 交通整理に避難所運営の役員が対応する など、 困難であっ た。

37 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
発災後１ ０ 分で車両が渋滞。 要支援者対応は出来なかっ た。

38 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
地域の避難場所ごと に対応を 確認・ 周知する こ と が必要である 。 コ ミ ュ ニティ 協議会での
勉強会を 徹底する 。

39 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
要支援者が意外と 多く 手がかかっ た。
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40 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
津波避難場所を 知ら ない住民が多い。

41 2 避難行動
無記名

（ 意見シート ）
車椅子、 高齢者はエレ ベータ ーを 使用し ていたが、 エレ ベータ ーを 使えない場合の訓練の
実施を 行っ てほし い。

42 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
避難所に到着する と 、 市の担当者が既に到着し ていて開錠し ても ら っ た。 市の担当者は大
変良く 働いてく れた。 避難人数も 時間ごと に数えていた。

43 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
要支援者（ 赤いビ ブス） 、 自主的なスタ ッ フ （ 黄色ビ ブ ス） など、 役割分担を 明確にする
と 安心し て避難する こ と ができ る と 思う 。

44 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
備蓄物資の調査を し たが、 本当に心細い感があり 、 充実し てほし い。

45 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所に集まっ た人に対し て、 安全確認を 各自がテレ ビ を 観て判断し ていたが、 市から の
情報発信が欲し かっ た。

46 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
津波の場合の「 避難所受け入れ」 から 「 帰宅」 までの運営マニュ アルが無いため、 マニュ
アル作成を し てほし い。

47 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所運営職員に対し て、 一時避難場所開設時の対応マニュ アルが無いため、 マニュ アル
を 作成し てほし い。

48 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

結果と し て避難所へ住民が避難し なく ても 良かっ た状態ではあっ たが、 マスコ ミ の情報な
どで避難する こ と 強調する 情報が認識さ れ、 多く の住民が避難する こ と になっ た。 今回の
事例での訓練経験がないため、 対応に困っ た。 同事例での避難所運営躍進研修会を 開催し
てほし い。

49 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所の対応に差がある 。

50 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所を 開設し たら 、 入口または目立つ場所に赤色のラ ン プを つけたら と 思う 。

51 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
備蓄品の保管期限を 超えた物資の回収を 市で行っ てほし い。

52 3 避難所運営
無記名

（ 意見シート ）
１ 次避難は運営委員は動かない。 本当の避難所開設時には運営委員会を 集めて運営し ても
よ いか。

53 4 その他
自治協

（ 意見シート ）

当自治会では防災倉庫にリ ヤカ ー、 車椅子、 ト イ レ 、 発電機等を 備蓄し ている が、 倉庫の
設置場所がないため、 地権者よ り 年間６ 万円の地代を 自治会で負担し ている 。 せめて、 市
の補助金を お願いし たい。 他の自治会では市の公園を 無料で利用など不公平である 。

54 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
緊急避難場所に関する 対応マニュ アルが必要。 地域役員等のみに押し 付ける のは無理。

55 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
ト イ レ が不足し ていた。

56 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
社会福祉協議会と 市が協力し て動く こ と が出来ていなかっ たと 思う 。 早急に対応願いま
す。

57 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
新潟市や区役所から の情報が避難所に来ない。 津波が30セン チの情報を 新潟市が入手し て
いれば、 安全が確保さ れた地域は帰宅を する よ う 情報発信でき たのではないか。

58 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
災害時には、 いかに早く 被災状況を 把握し 、 対応を 検討する かがカ ギであり 、 市職員や放
送局など から も 情報集する こ と も 必要である 。

59 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
市の防災教育について、 近年５ 年く ら い防災局や関連部の意識が低下し ている 。 市の防災
計画を 読んでほし い。

60 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
大学生（ 女性） 体調不良発熱の避難者を 教室に隔離を し てう まく 対応でき た。

61 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
市長（ 区長） を TOPの対策本部の情報収集能力の充実と 高度化を 。 津波などの地域個別対応
を 的確に行っ てほし い。
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62 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
ペッ ト 連れが多く 昼間の駐車スペースが必要。

63 4 その他
無記名

（ 意見シート ）
真剣に防災に取り 組んでほし い。 避難所運営に地域の人を あてにし ないで、 避難者に運営
主体を 持たせる べき 。

64 4 その他
無記名

（ 意見シート ）

当日は区役所へ避難し た。 最新情報は個々の携帯で知り まし たが、 現場では様々な情報飛
んでいた。 発災時はテレ ビ から 情報がほし いと 強く 感じ た。 区役所でも 早い段階でテレ ビ
での情報が得ら れる 様に、 準備を 整えていただき たい。

※発言者欄の（ 意見シート ） は地域広聴会終了後に提出さ れた意見シート によ る も の
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③中央区地域広聴会

開催日　 　 令和6年8月30日（ 金） 　 　 会場　 新潟市民プラ ザ

参加人数　 49名（ 自治協委員： 23名、 コ ミ 協会長等： 23名、 防災士： 3名）

意見数　 　 57件（ 情報の受信17／避難行動12／避難所運営18／その他10）

No 種別 発言者 意見内容

1 1 情報の受信 コ ミ 協
避難所を開設するのかどう かの情報が分かり やすく 入っ てこ なかっ た。 また、 避難所に
なっ ている学校では、 避難の放送がう まく さ れず、 避難し ている人が情報を取得できな
かっ た。

2 1 情報の受信 自治協
避難所開設の基準についても っ と 周知を徹底する必要がある。 また、 避難所の鍵を持っ て
いる方について、 も っ と 地域で周知をする必要がある。

3 1 情報の受信 コ ミ 協
津波警報が発表さ れ、 避難指示が出さ れ、 対象エリ アが示さ れたが、 実際避難し ていた人
はあまり 分かっ ていなかっ たよう な気がする。

4 1 情報の受信 コ ミ 協
避難所と し て指定さ れている学校について、 学校の職員は災害発生時どのよう な対応をし
ていただく こ と になっ ているのか教えていただきたい。

5 1 情報の受信 コ ミ 協 避難所の鍵について、 誰がどこ の鍵を持っ ているかを教えていただきたい。

6 1 情報の受信 コ ミ 協
１ 月１ 日の発災と いう こ と で、 避難所職員が来れない中ではあっ たが、 日頃から の訓練な
どをし ていたおかげで避難所運営はと ても スムーズに行う こ と ができた。

7 1 情報の受信 コ ミ 協
１ 月１ 日の発災時、 避難所指名職員は来ず、 施設管理者も 来るのが遅かっ たため、 １ 時間
以上避難所運営に１ 人であたり 、 かなり 混乱し た。 また、 事前の取り 決めなども う まく 機
能し ていなかっ た。

8 1 情報の受信 自治協
市職員が来れなく て何も わから ず、 何も できない状態だっ た。 市・ 区から 水位の上昇など
津波の情報を発信し てほし い。 避難所運営マニュ アルにアド レスを記載し ても ら えば、 ス
マホをかざし て情報が取得できるので避難所運営委員が楽になる。

9 1 情報の受信 コ ミ 協
中学校、 市の施設、 私立高校を避難所と し ている場合、 対応がそれぞれ異なっ ていた。 市
の施設へはどう いう 指導をし ているのか。

10 1 情報の受信 コ ミ 協 市から 情報発信がなく テレビで知っ た。 BSNラ ジオは逐一津波情報を発信し てく れた。

11 2 避難行動 コ ミ 協
みんなハザード マッ プを見ていないし 理解し ていない。 ハザード マッ プ勉強会を市から 積
極的に声掛けし てほし い。 マニュ アル内の津波避難について、 緊急避難場所と 避難所の解
釈について整備をお願いする。

12 2 避難行動 コ ミ 協 ペッ ト 同伴避難者について教えてほし い。

13 2 避難行動 自治協
要支援者対応時の個人情報の取り 扱いについて、 個人情報の保護なのか、 人命の確保なの
か難し い。

14 2 避難行動 自治協
避難所に指定さ れていない場所への避難者が多く いた。 地域の自主防災組織と し てどのよ
う に周知し ていけばいいのか。

15 2 避難行動 コ ミ 協

みなさ んが緊急避難場所と 避難所の違いを理解でき るよう 、 ハザード マッ プが活かさ れる
よう 、 広報活動をし てほし い。
避難所（ 学校） のト イ レが少ない。 高齢者のこ と を考え、 簡易ト イ レの設置増強を希望す
る。

16 2 避難行動 コ ミ 協
避難は原則徒歩と あるが、 要支援者・ 高齢者・ 障がい者は車避難でも いいと 取り 扱いを変
えるべき。

17 3 避難所運営 自治協
一時避難場所の取り 扱いについて避難所運営マニュ アルに何も 記載がない。 避難所運営委
員会は、 震度６ 未満の場合に、 何をすればよいのかわかるよう にし てほし い。

18 3 避難所運営 コ ミ 協 避難者の夕食買い出し ・ 帰宅等の行動に対し 、 制限するべきかわから なかっ た。

19 3 避難所運営 コ ミ 協
避難所閉鎖の明確な条件、 一時避難場所から 避難所への移動タ イ ミ ングがわから なかっ
た。
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No 種別 発言者 意見内容

20 3 避難所運営 自治協 避難所運営マニュ アルを整備し ても 無駄。 実際に避難所を模擬的に避難訓練をすべき。

21 3 避難所運営 コ ミ 協 必要最低限の備蓄物資や、 備蓄物資を置く スペースの問題について配慮いただきたい。

22 3 避難所運営 コ ミ 協
避難所の鍵については、 今後鍵ボッ ク スなどを設置し た際については、 模擬訓練のよう な
も のを実施いただきたい。

23 3 避難所運営 コ ミ 協
今回避難所で使用し た備蓄物資の補充、 毛布のク リ ーニングについてお願いし たい。 ま
た、 避難所の清掃などを地域で実施する場合は、 費用がかかる場合も あるため、 是非市か
ら 経費の支援をお願いし たい。

24 3 避難所運営 コ ミ 協
今回使用し た備蓄物資について、 補充の目途がたたないため、 自主防災会で補充をさ せて
いただき、 市へ請求書を渡すと いう 方法は可能か。

25 3 避難所運営 コ ミ 協
避難所を開設し たが避難者の誘導や物資の配布などの運営に苦慮し たケースがあっ た。 避
難所運営委員会を立ち上げていない避難所や、 立ち上げていても 円滑な運営に繋がる訓練
を行っ ていなかっ た。

26 4 その他 自治協
資料３ に記載の、 開設避難所数は、 一時避難場所の数ではなく 、 避難所数と いう こ と で
合っ ているか。 避難所と し て開設し た場所はひと つも なかっ たか。

27 4 その他 コ ミ 協
今回の能登半島地震で実際に、 能登に派遣さ れた職員などがいれば、 状況や問題点などに
ついて、 地域で話を聞く こ と ができる場を設けていただきたい。

28 4 その他 コ ミ 協
万代橋から 河口部には、 やすら ぎ堤のよう な堤防はないが、 実際に津波が発生し た場合
は、 河口部から 押し 寄せるため、 やすら ぎ堤のよう な堤防を作るこ と はでき ないのか。

29 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）
避難所運営委員（ 長） に開場に対する権限を与えたら どう か。

30 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）

津波警報の対応について。 津波の高さ が１ メ ート ル位と の情報があっ たが、 やすら ぎ提は
８ メ ート ルまでの高さ に対応し ていると 聞く 。 津波被害がないと 判断さ れた場合、 個々の
避難場所で警報の解除、 注意報へ切り 替えを考えてはいいのではないでし ょ う か。

31 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）
避難所開設すべきか否かがわから ない。

32 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）

一時避難場所への避難については地域のみなさ ま、 TVの津波報道をご覧になっ て不安を抱
いて駆けつけていまし た。 地域によっ て状況が違う ので、 地域別にと るべき 対応を分けて
考えら れるよう に情報提供をし た方がよいと 思う 。

33 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）

1/1に秋田から 新潟に戻るいなほ車内に6時間閉じ 込めら れまし た。 その時に一番必要なの
は情報でし た。 全国ニュ ースに載ら ない地元の情報を発信するツールを増やすなど検討お
願いし ます。

34 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）

当自主防災会では、 全世帯に黄色いタ オルを配布し 、 避難済の旨を役員等が外から 目視で
きるよう に玄関先に掲出し ても ら う 仕組みを作っ ています。 今年6月に実施し た「 地域と 学
校の合同防災訓練」 の避難訓練の際も 実践し ても ら いまし た。 その際に、 入り 口等の施錠
を忘れないよう に注意喚起を行っ ていき ます。 空き 巣狙い等に留守であるこ と を外部に示
し ている面も あるから です。 黄色いタ オル掲出運動が、 他の地域へも 普及するこ と を願っ
ています。

35 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
初期の段階で、 情報伝達方法を明確にし てほし い。 SNS（ ラ イ ン等） で開設指示を明確にし
てほし い。

36 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
駅南地区などはマンショ ンが多く 、 それぞれで対応も 考えていると 思う ので、 市と し てそ
れに対する具体的な指導があると 良い。

37 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
避難行動は避難場所への避難と 垂直避難と がある。 津波の場合は津波の高さ を考慮し て、
垂直避難も 考えて良いのではないか。

38 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
町内の要支援登録者はほと んど施設に入っ ていたので対応の必要はなかっ たが、 高齢者に
声掛けし ても 動きたく ない人が多く いた。

39 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

・ 白山浦1丁目東町内会の住民、 特に旧電車通り 側の住民は小学校側より 土地が高いこ と も
あり 「 津波は大丈夫で家にいた方が安全」 「 避難するなら 市役所が近い」 と し て小学校へ
ほと んど避難し てこ なかっ た。
・ 小学校への避難者は、 白山浦1丁目西町内会の多く と 東町内会の小学校通り 側の一部、 学
区外でピーク は300人を超えた。 学区外の避難者は白山神社への初詣で遭遇し 避難し てきた
参拝者であっ た。 そのう ち避難者2名は小学校で夜を明かし た。
・ 避難し てきた中には災害弱者も いて、 車いす避難者は保健室へ誘導し た。 足が不自由な
高齢者を3階に避難さ せるため人手と 時間を要し た。
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No 種別 発言者 意見内容

40 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

避難行動要支援者名簿は地元の自治会町内会長や民生児童委員、 市役所、 警察署等の避難
支援等関係者し か確認するこ と ができない仕組みになっ ています。 「 自助、 共助、 公助」
の中で、 災害時は自助の次に共助が極めて重要です。 自分の命が助かっ たこ と が確認でき
たら 、 隣近所の人の安全確認をするこ と になり ます。 と こ ろが、 本院以外に隣近所の人が
避難行動要支援者の名簿に掲載さ れているか否かは知る術があり ません。 個人情報保護が
ネッ ク になっ ているこ と がその理由です。 それも 重要なこ と ですが、 そのこ と が理由で救
えた命が救えなかっ たと し たら 、 泣いても 泣ききれません。 そこ で、 今の所具体的な提案
はできませんが、 何と か知恵を結集し て救える命を救える方法と し て、 「 要支援者名簿」
の在り 方、 避難行動要支援者毎の個別避難計画の作成と 共に検討すべきです。 残さ れた時
間は少ないと 思います。

41 2 避難行動
防災士

（ 意見シート ）

校区コ ミ 協では津波自主避難マッ プによると 津波はすぐ 来なく 、 落ち着いて行動するこ と
と 記載し ています。 こ の認識をさ れてない方への周知方法を行政から も 主体的に知ら せて
ほし い。

42 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

沼垂地区は津波の到達時間が早いため、 また指定避難所が津波の来る方向にあるため、 緊
急避難場所と し て「 沼垂荘」 を開錠し 33名が避難をし た。 後期高齢者や車いす使用者がエ
レベータ ーが使えなかっ たため2Fへ移動するのに苦労し た。

43 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
簡易ト イ レを常備し ておく べきではないか

44 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
備蓄物資の不足分は速やかに補充すべき

45 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
鍵を持っ ている職員の開示をお願いし たい。 旧校舎の鍵は防災役員が持っ ているが、 体育
館・ 玄関の鍵の保管者の開示を。

46 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

地震直後、 津波避難所は学校長によっ て開錠さ れた。 津波避難ビルの鍵は他地域では、 2個
を地域住民が保管すると 聞いている。 地震のあと 、 地域で聴収し たが、 津波避難ビルであ
る小学校の鍵を地域の住民が保持し ている形跡が見当たら なかっ た。

47 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
R6. 7. 20に４ か所合同で勉強会を行っ た。 避難所の平面図、 備蓄品等確認し ながら 語り 合え
た。 顔が見えて良かっ た。 今後も 開いていきたい。

48 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

能登半島地震で津波警報が発令さ れ、 エリ ア内の各津波避難ビルに大勢の地域住民等が避
難さ れまし た。 各津波避難ビルでは、 避難者を快く 受け入れて頂き毛布の貸し 出し や湯茶
の提供など避難者に対する様々な対応をし て頂きまし た。 感謝し ています。 そこ で、 それ
ら の心温まる対応に対し て、 後日コ ミ 協から 何ら かの御礼を検討し まし たが、 各施設長に
対し て口頭での御礼に留め、 結果的には具体的なこ と は実施し ませんでし た。 こ の件につ
いて、 中央区役所総務課へ相談し まし たが、 具体的な回答はあり ませんでし た。 こ のこ と
について、 各津波避難ビルの管理者等から 苦情やご意見が寄せら れたこ と はあり ません
が、 今後の災害発時のこ と を考えると 、 参考までにほかのコ ミ 協の実際の対応事例をお聞
かせ頂きたいのと 同時に、 中央区役所総務課等で御礼（ 必要なし を含めて） に係るルール
を作成のう え、 各コ ミ 協等へ周知し て頂けると 助かり ます。 ご検討をお願いし ます。

49 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
全ての運営について、 リ ーダー（ 指導者） は高齢者が多く 、 若い人は関わら ない。 町内運
営から 全て若い無関心者が多い。

50 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）

各避難所では事前の避難所運営委員会の設立運営が必要と 思います。 それぞれの避難所は
独自の運営も 必要と 思いますので、 コ ミ 協の枠組みと は別で組織作り ができ るよう に運営
予算面でも 行政の支援をお願いし たい。

51 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
各避難所と も 運営委員会を早く 立ち上げ、 訓練などで運営委員同士が顔を合わせ、 気持ち
が通じ るよう にし ておく こ と が必要と 考えます。

52 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
防災に強い街づく り において救急車や消防車が入れない地域や地区が多く 、 私有地利用も
必要と なっ てき ています。 こ れに対し 、 具体的に地区ごと で詳し く 検討すべきです。

53 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
一番パニッ ク になっ ていたのは外国の方でし た。 外国語での情報発信、 避難所での外国語
での案内など、 あら かじ め準備できるも のがあると 思います。 検討をお願いし ます。

54 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
・ 柳都中学校の生徒10名がボラ ンティ アに来てく れ、 椅子・ 毛布運搬で活躍し てく れた。
・ 日和浜消防団8名の活躍が大きかっ た。

55 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）

災害発生後、 小学校が開放さ れ避難者は教室ほかに土足で入室し た。 避難所閉鎖後、 児童
が災害前と 同様に使用するため衛生面、 感染症予報上から 清掃・ 消毒をし なければなら な
かっ た。 今後の対策の一つに玄関で靴の上から 直ぐ 履ける靴カ バーを準備し た。 汚染の程
度により 業者へ清掃、 復帰を依頼する場合、 行政による費用の一部負担を検討願いたい。
あわせて、 学校なら びに地域で清掃が可能な場合、 ボラ ンティ アによる清掃活動を行う た
めに体制作り を検討する必要がある。

56 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）

旧態以前の学校体育館を避難所と すると いう 考え方はも う やめるべき。 台湾地震の際の手
際のよさ を見習っ てほし い。 学校教育に支障が出ないよう 、 短期間で避難所が閉鎖でき る
よう なハード 、 ソ フ ト 両面での整備が必要と 思います。

57 4 その他
無記名

（ 意見シート ）
各コ ミ 協地域で取り 組み・ 運営体制がバラ バラ である。 早急に各コ ミ 協参加で運営自主防
災会長の勉強会を開いて体制作り をし た方が良いと 思う 。

※発言者欄の（ 意見シート ） は地域広聴会終了後に提出さ れた意見シート によるも の
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④江南区地域広聴会

開催日　 　 令和6年8月22日（ 木） 　 　 会場　 江南区役所

参加人数　 36名（ 自治協委員： 25名、 コ ミ 協会長等： 9名、 防災士： 2名）

意見数　 　 45件（ 情報の受信11／避難行動10／避難所運営7／その他17）

No 種別 発言者 意見内容

1 1 情報の受信 自治協
避難所に行っ たら 100人いた。 江南区は津波によ る 避難の必要がないこ と が伝わっ ていな
い。 防災マッ プがわかり づら いので判断でき なかっ たから だ。 色合いも 含め、 ハザード ・
地区ごと に細かく 、 誰でも わかる よ う な防災マッ プに改修し てほし い。

2 1 情報の受信 自治協

混乱の中ですべての人が情報を 入手でき る わけではない。 地域は高齢者（ 情報弱者） を 抱
えている 。 地域の民生委員のグループラ イ ン を 活用し 、 入手し た情報を 安否確認を 含め情
報弱者へ伝えた。 地域住民の伝えら れる 人が伝えら れる 手段で動く こ と が改めて大切だと
感じ た。

3 1 情報の受信 コ ミ 協
テレ ビ ・ マスコ ミ の津波の過大な広報で住民を 迷わせた。 液状化の不安も あり 、 曽野木小
学校には650名が避難し 、 休日だっ たが学校・ 先生方に協力し ても ら っ た。 津波警報は新潟
市全市民が避難すべき と 受け取る ので、 改善し てほし い。

4 1 情報の受信 自治協
帰省客、 観光客等突発的に新潟にいた人は日ごろ から のその土地の情報を 知ら ない。 関東
の知人の話によ る と 、 電柱に津波の水位等の看板があっ たり 、 公園に周辺地域のハザード
マッ プがあっ たり 等、 近く に情報がある と のこ と 。 新潟はどう か。

5 1 情報の受信 防災士
発災時、 たまたま停電し なかっ たから テレ ビ を 見る こ と ができ 、 それなり の対応ができ
た。 停電し た場合、 どのよ う な情報を どのよ う に出すのか。

6 1 情報の受信 自治協

発災時はテレ ビ を つけ、 ラ ジオも 聴いていた。 ラ ジオは情報発信し ていたが、 き めこ まや
かな情報ではなかっ た。 「 身の安全を 。 逃げてく ださ い。 」 が1～2時間続いていた。 新潟
市と 情報発信でき る ラ ジオ局が早期に情報交換でき る 協定を 結んでほし い。 高齢の方はテ
レ ビ は見ないがラ ジオは聴ける と いう 人が多いと 思う 。 人づてでは間に合わないこ と も あ
る かも し れないので、 ラ ジオを う まく 利用し てほし い。

7 1 情報の受信 自治協

夫の実家が曽川で、 地震直後サイ レ ン が鳴っ てすぐ 避難し たと 聞いた。 江南区でサイ レ ン
を 鳴ら すと こ ろ はないと 聞いている 。 西区の黒埼かも し れない。 サイ レ ン は効果がある と
思う 。 新潟市では防災無線を 使っ ている 地域はあまり ないのかも し れないが、 検討し てほ
し い。

8 2 避難行動 自治協
避難所から 500ｍ避難車がつながっ ていたため、 震度5は避難所開設基準に至ら ないし 、 体
調も 悪かっ たが、 避難所へ駆けつけた。 グラ ウン ド が開いてないので消防団に手伝っ ても
ら い誘導し 、 やっ と つまり が解消し た。

9 2 避難行動 自治協

体育館は寒かっ た。 学校の先生が大き いヒ ータ ーを 出し てく れた。 ブルーシート は探し た
が見つから なかっ た。 中学校のOBがパイ プ椅子を 出し てく れた。 し ばら く する と 、 教室に
電気がついていて避難者がいる と 聞き 行っ てみたら 、 エアコ ン が入っ ていて快適だっ た。
教室は入っ ていい場所なのかわから なかっ た。 グラ ウン ド の開放や教室の冷暖房使用につ
いては、 それぞれの学校避難所の校長教頭先生に許可を も ら う のか、 市教育委員会が一括
し て判断する のか聞き たい。

10 2 避難行動 コ ミ 協 災害発生時初期の段階でと にかく 早く 避難所の鍵を 開け、 受け入れる べき だ。

11 2 避難行動 コ ミ 協
避難所の開錠時に鍵を 開ける 場所が上と 下など２ か所ある 場所があり 、 高い位置にある 鍵
は背の高い人でないと 届き にく く 、 開錠し づら い場合がある 。

12 2 避難行動 コ ミ 協
鍵ボッ ク スの周り が暗く て、 操作がし づら い。 鍵ボッ ク スの設置場所は明る く し ても ら い
たい。

13 2 避難行動 防災士

津波警報がどう いう も のである か地域への市の広報がなさ れていない。 避難の必要のない
人が小学校に100人近く 集まり 、 「 寒い」 と 暖房を 要求し た。 学校が厚意でスト ーブを 出し
てく れたが、 火事が起き たら 誰が責任を と る のか。 津波の知識がない人へ市が教育し てほ
し い。

14 3 避難所運営 コ ミ 協

避難所の運営委員長を やっ ている が、 発災当日、 自宅が準半壊で、 休みと いう こ と も あ
り 、 鍵ボッ ク スの番号を 知っ ている 行政職員3名に甘えて避難所へ行かなかっ た。 し かし 翌
日以降、 運営委員長の私への情報提供のレ ポート がなかっ た。 8名いる 運営委員会へ情報を
提供し てほし い。

15 3 避難所運営 コ ミ 協

学校避難所にお年寄り が多かっ た。 避難誘導係が3階まで上げてく れ、 感謝する 。 お年寄り
は上階には登れないので対策を 考えなければいけない。 避難誘導係は顔も 名前も わから な
いので、 メ ッ シュ 型のチョ ッ キで目立つ格好でいてほし い。
また、 田舎なので、 情報伝達は消防団から 広報し てほし い。

16 3 避難所運営 自治協

職員参集が遅い。 も っ と 顔の見える 関係を 築き たい。 避難所内でどの人が職員かわから な
いし 挨拶も なかっ た。 訓練参加も 働き 方改革なのか超勤の関係か音沙汰がなし 。 どう いう
基準で職員を 選んでいる のか。
また、 今後は避難所運営委員はビ ブスを つける と 効果的だと 思う 。

17 3 避難所運営 自治協
停電時、 発電機１ つに対し て1、 2人のスマホの電源し か対応でき ない。 アスパーク に太陽
光発電や風力発電がある が、 メ ン テナン スが行き 届かなかっ たのか、 壊れている 。 今スマ
ホが情報や我々の命を 制し ている ので対応いただき たい。
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No 種別 発言者 意見内容

18 4 その他 コ ミ 協
知り 合いが準半壊だっ た。 国・ 県・ 市から 各30万円支援金がある と 聞いた。 国と 県から は
対象は原状復帰に限る と 言われた。 本当か？

19 4 その他 自治協
避難所運営に防災士が多ければ解決でき る こ と も 増える し 、 避難行動も かなり 変わる と 思
う 。 防災士の養成に6万何某の補助を いただいている が、 各コ ミ 協の推薦で年間1、 2名全額
補助で防災士の養成に充てていただければ防災士も も っ と 増える と 思う 。

20 4 その他 コ ミ 協

農業排水路を 宅地の排水路と し て利用し ている 箇所が何か所も ある 。 それが排水能力が落
ち て被害を 被っ ている 。 今後また発生する 可能性がある 。 被害を 被っ て復旧する 際、 亀田
郷土地改良区と 新潟市のどち ら にお願いすればいいか。 また、 どのよ う に解決し てく れる
のか。

21 4 その他 コ ミ 協 空き 家問題がク ロ ーズアッ プし た。 対策案を おし えていただき たい。

22 4 その他 コ ミ 協
今回の地震で消防団の活躍があっ た。 防災士同様消防団も 増える よ う に応援し ていただき
たい。

23 4 その他 自治協

避難所でこ の震度では津波の被害はないこ と を 各教室を まわっ て説明し た。 消防団の服は
信頼感がある と 思う 。
また、 本部の指示を 待つ等、 なかなか動けなかっ たのでマニュ アルを 含め、 サポート を 見
直し ていただき 、 状況に合っ た形で活動でき る よ う にし てほし い。

24 4 その他 コ ミ 協 両川地区では避難所の開設基準を 固めている 。 区だよ り 、 市報に載せてほし い。

25 4 その他 コ ミ 協 備蓄物資の置き 場所がない。 なんと か避難場所に設置さ せてほし い。

26 4 その他 自治協

亀田は近所の誰も 外に出ず避難し よ う と し ていなかっ た。 西区と の意識の違いを 感じ た。
日頃の避難訓練や情報の発信は大事だと 感じ た。 高齢者にはラ イ ン ・ イ ン タ ーネッ ト で情
報を 見ても ら う わけにはいかず、 何かし ら の方法のは無理である 。
また、 避難の際、 防災グッ ズ等何を 準備すればいいかも う 少し 行政から 発信し てほし い。

27 4 その他 自治協

地域・ 防災と いう も のが日常の中に入り こ んでいない人が多い。 こ う いっ た意見交換会の
開催や、 意見を 報告書にまと めて制作し ている こ と も 知ら ない人が多い。 も のを 作っ て終
わり ではなく 対策につなげてほし い。
区単位ではなく 、 小中学校区でのき め細かい情報がほし いと いう 声が多い。 それぞれ地域
の特色を 生かせる 防災対策ができ る 体制を 整えてほし い。
初期対応ができ る よ う にする ためには、 防災の目線だけで広報する のではなく 、 ほかの集
いに防災を コ ラ ボする など、 日常の中に防災が入り 込むよ う な広報を 考えて動いてほし
い。

28 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）

以前、 防災メ ール等に登録し たが、 アド レ ス変更などで、 いつのまにか使えなく なっ てい
た。 常に目につく 場所などに「 新潟市防災メ ールURL」 などが登録がし やすい状況を 作っ て
ほし い。 若い人から 周囲に伝えても ら う 環境作り も コ ミ 協ででき る と よ いと 感じ た。

29 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）
避難所の発電機一つで、 停電対応は無理ではないか。 停電になっ た場合の電源と し て太陽
光や風力発電の利用は考えら れないか。

30 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
消防団のマイ ク で広報を 発信し てみてはどう か。

31 1 情報の受信
防災士

（ 意見シート ）
停電時の情報発信について対策を し てほし い。

32 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）

車両避難を 避ける べき こ と は理解でき る が、 学区の面積が広く 、 子ども の足でも ３ ０ 分か
かる と こ ろ も ある 中、 高齢者に徒歩での避難は困難である 。 避難所周辺の駐車場や道路の
充実を 検討し てほし い。

33 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
車での避難者が多かっ たが、 体に問題がない方は徒歩避難と いう 意識が欠如し ている と 思
う 。 緊急車両や要支援者の避難に支障が出る 恐れがある 。

34 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
ラ イ フ ラ イ ン の断絶が長引く と 避難場所へ避難し なく てはなら なく なる ので、 復旧状況を
早く 知ら せてほし い。

35 2 避難行動
防災士

（ 意見シート ）
避難所は旅館ではない。 寒さ 対策の必要性などの常識ベースの対応を 市と し て教宣する 必
要がある 。

36 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
施設の開錠については、 キーボッ ク ス等、 統一し てほし い。

37 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

避難し ても 開錠し ておら ず、 外に待つこ と がないよ う に、 避難所指定は学校が多いと 思う
が、 学校警備の契約業者に市から 連絡し 、 市が避難所を 指定する 学校を 開錠し たら どう
か。
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No 種別 発言者 意見内容

38 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
原則、 徒歩避難ではある が、 歩く と ５ ０ 分かかる 。 通学にスク ールバスを 使っ ている 学校
への避難は、 高齢者は避難し にく いこ と も 知っ てほし い。

39 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
各地域ごと に行われている 防災訓練時にハザード マッ プ の説明や見方を 根気よ く 説明する
必要がある 。

40 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
大き な災害直後は、 多数の者が関心を 持っ ている が、 「 災害は忘れたこ と にやっ てく る 」
のよ う に、 常に関心が持てる よ う に情報発信を 一層工夫し て行っ てほし い。

41 4 その他
自治協

（ 意見シート ）

初期対応については、 改善し ても 、 その都度、 新し い課題が出てく る と 思う 。 ただ放置で
き る も のではないと も 思う 。 今回の市の対応に感謝し 、 自分たち でも でき る こ と を 考えて
いき たい。

42 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
大き な地震を 体験し た今だから こ そ、 今後の災害について考える いい機会だと 思う ので、
地域ごと に限ら ず、 大型店舗や工場などいろ いろ な場所で避難訓練を 開催し てほし い。

43 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
地震について気になっ ていない市民は少ないですが、 実際の地域活動にまっ たく 関心のな
い人が多い。

44 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
自主防災会での防災訓練に対する 助成制度の拡充を し てほし い。

45 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
自分のこ と し か考えら れない頭の堅い大人の話ばかり 聞いても 、 文句ばかり で意味がある
かも 疑問。 も っ と 若い世代を 交えて意見交換を し たい。

※発言者欄の（ 意見シート ） は地域広聴会終了後に提出さ れた意見シート によ る も の
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⑤秋葉区地域広聴会

開催日　 令和6年8月27日（ 火） 　 　 会場　 秋葉区役所

参加人数　 34名（ 自治協委員： 23名、 コ ミ 協会長等： 8名、 防災士： 3名）

意見数　 　 28件（ 情報の受信6／避難行動6／避難所運営12／その他4）

No 種別 発言者 意見内容

1 1 情報の受信 防災士
FM新津から 、 細かい情報が出る と 聞いていたが、 当日FM新津から そう いう 情報が入っ てこ な
かっ た。 FM新津から の情報発信についてはどのよ う な状況になっ ている か。

2 1 情報の受信 自治協
防災行政無線の屋外スピ ーカ ーは家の中にいる 場合は聞こ えない場合がある ため、 自動応答
音声サービ スについても っ と 積極的に活用すべき ではないか。

3 1 情報の受信 自治協
防災行政無線の放送の内容が非常に聞き 取り にく く 、 何を 言っ ている のかがわから ない。 サ
イ レ ン 音が高い音ではなく 、 低い音のため聞き 取り にく く 、 到達範囲が短いのではないか。
せっ かく ある 防災行政無線のため、 活用でき る よ う 検討いただき たいと 思う 。

4 1 情報の受信 自治協
秋葉区の場合だと 、 津波の情報よ り 、 山が続いている 地域がある ため、 そち ら の方の情報を
発信し ていただき たい。

5 2 避難行動 自治協
地震発生時の避難の際、 徒歩での避難が原則だが、 持病を 持っ ている 方など で徒歩での避難
が難し い場合も ある 。 そのよ う な時はどのよ う な対応が適切か。

6 2 避難行動 防災士
災害発生時には地域の助け合う 「 共助」 が大切になる が、 高齢者などが、 ど のよ う にし て
「 私たち が大変だ」 と いう こ と を 地域に伝えたら よ いのか、 何かいい方法があれば教えてい
ただき たい。

7 2 避難行動 防災士
避難所の金津地区の里山ビ ジタ ーセン タ ーに避難し てき た地区の方は数名だっ たが、 秋葉区
外である 東区や中央区から 30数名の方が一時避難し てき た。 幸いこ れに伴う 交通渋滞等はな
かっ たが、 こ のよ う な実態がある こ と を ご承知いただいき たい。

8 3 避難所運営 コ ミ 協

避難所の運営について、 避難所では地元の住民以外の避難者が来て、 地元の人が避難所へ行
かず、 自宅などで待機し ている と いう 現状がある 。 現状を 考慮すれば、 初めから 避難所職
員・ 施設管理者・ 地元の住民ではなく 、 実際に避難所へ避難し ている 人で避難所の運営を す
べき ではないか。

9 3 避難所運営 コ ミ 協 避難所運営マニュ アルの最新版はいつ完成する 予定か。

10 3 避難所運営 自治協
金津地区の里山ビ ジタ ーセン タ ーでは、 山にあり 電波が弱いため、 ラ ジオやテレ ビ がつなが
ら ず、 情報の受信が難し い。 情報の受信ができ る よ う アン テナの設置を 検討し ていただき た
い。

11 3 避難所運営 自治協
どこ の避難所にどれく ら いの物資が備蓄さ れている かを 把握し たい。 避難所での女性用品の
備蓄やパーテーショ ン の設置など配慮いただき たい。

12 3 避難所運営 自治協
台湾地震では、 迅速に物資が供給さ れ、 暖かい食事も 供給さ れた。 迅速に物資が供給さ れる
よ う 対応し ていただき たい。 被災し た際に暖かい食事が提供さ れる よ う 備蓄物資について配
慮し ていただき たい。

13 3 避難所運営 防災士
備蓄物資について、 少ないと いう 現状を し っ かり と 住民に周知し 、 各個人でし っ かり と 災害
に備え備蓄する こ と が大切である と いう こ と を 啓発する こ と が必要である と 思う ため、 も っ
と HPでの周知も 見やすいも のにし てほし い。

14 3 避難所運営 防災士
地震など で指定し ている 避難所が使えなく なる 場合を 考慮し 、 予め代替の避難先を 複数指定
し ておく こ と が可能なのかお伺いし たい。

15 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）
高齢者や障害者に対し て防災ラ ジオなどを 貸し 出し 、 安心し て避難でき る よ う にし てほし
い。

16 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）
アプリ やユーチュ ーブなどつながり にく い状況だっ た。 実際に避難し よ う と 家を 出る と TVは
見れない。 ラ ジオやアプリ での避難誘導を も う 少し わかり やすく し てほし い。

17 2 避難行動
防災士

（ 意見シート ）
要支援者対応について具体的な研修の場がほし い。 要支援登録者は自治会役員（ 担当者） が
その情報を 共有し ている こ と を 承知し ている のか？

18 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
さ まざまな人が避難する 場合にその方に即し た避難所があっ ても いいのではないかと 思う 。
（ 女性老人を 中心と し た避難所と か） ただし 、 避難所が少ない地域では難し いと 考える 。

75



No 種別 発言者 意見内容

19 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）

中学校を 使用し て手話口座を 開き 、 実際にろ う 者の方を お呼びし て災害にあっ たと き どのよ
う な支援が必要かなどを 聞き まし た。 本人様達はと ても 強く 、 自分の事は自分でと お考えの
方も いら っ し ゃ いまし たが、 近所の方たち に助けても ら える よ う に日頃から お願いし ている
と の話も あり まし たが、 実際避難所に行っ たら また話が変わっ てく る 可能性も あり ますし 、
手を 貸し てあげたい方も いる と 聞き まし たので、 「 耳が聞こ えません」 など のネームプレ ー
ト などわかり やすいも のを 受付に置いても ら いたい。 そう いっ たプレ ート はある のか？と 手
話通訳士の方と 話し ていまし たが、 「 ない」 と の回答でし た。 も し かし たら ある のかも し れ
ませんが、 そう いっ たプレ ート が「 ある 」 と いう こ と を わかっ て頂ける よ う に何か対策を お
願いし たいと 思います。

20 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
避難場所であり 避難所である 場合、 その運営には地元関係者が関わる 必要がある 。 それが避
難所と し ての役割を 主と する 場合には避難者が運営に関わる よ う にする こ と がよ いのでは。

21 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
地震、 大雨などの場合の避難所開設情報を 早めに自治協、 コ ミ 協に知ら せる 仕組みを 作っ て
いただき たい。

22 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

・ 避難所スペースの地区ごと のプラ イ バシースペースの確保
・ ペッ ト 、 障がい者スペースの確保も 充分配慮が必要です。
今回は本災害よ り 遠い地区である ので基本的には避難が少なかっ た実情です。 も っ と 深い考
え方で対応が必要です。

23 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所運営体制連絡会は避難所毎に定期的に打ち 合わせを 実施し ている のか。

24 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

水没が予想さ れる 避難所は学校施設が多い。 体育館が水没する のに避難スペースと し てい
る 。 有事の際は教育施設と はいえ住民の命を 守る こ と が大事。 教育機関と 行政と 話し 合っ て
前も っ て住民のためのスペースを 確保し てほし い。

25 4 その他
自治協

（ 意見シート ）

秋葉区でも 津波は危険だ（ 信濃川から 逆流する ） と 言っ ていた人がいたのですが、 地区ごと
の特性によ る 災害の危険度を 平時から でも 周知し てほし い。 （ 地震、 大雨、 津波、 土砂災害
それぞれ地域の特性を 一般家庭でも わかる よ う になる と いいなと 思います。 町内ごと 、 コ ミ
協ごと で備える べき も の、 避難の度合いを 判断でき る よ う に）

26 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
施設毎（ 利用する 町内） ラ イ ン にて情報の共有を 図っ ていく 。 連絡網の確立を する 。

27 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
水道が止まればト イ レ も 使えない。 パン パースを いく ら 用意し ても 足り ない。 し っ かり し た
移動ト イ レ を 各避難所に配備すべき 。

28 4 その他
防災士

（ 意見シート ）
防災士会広報部会に所属し ている 関係から 市内各区の防災士から 情報収集し た結果、 共通し
て「 情報提供」 が少ない。

※発言者欄の（ 意見シート ） は地域広聴会終了後に提出さ れた意見シート による も の

76



⑥南区地域広聴会

開催日　 　 令和6年7月31日（ 水） 　 　 会場　 南区役所

参加人数　 36名（ 自治協委員： 23名、 コ ミ 協会長等： 10名、 防災士： 3名）

意見数　 　 39件（ 情報の受信3／避難行動4／避難所運営25／その他7）

No 種別 発言者 意見内容

1 1 情報の受信 自治協

妻がスマホを 持たずにウォ ーキングに出ていた際に発災。 たまたま防災無線の下におり 、
う ずく まっ た後に鳴動し た。 防災無線のアナウンスは「 津波警報が発令さ れまし た」 のみ
の繰り 返し 。 規模、 発生場所、 自分は何を し たら いいのかがわから なかっ た。 市民が必要
な情報を提供すべき 。

2 1 情報の受信 防災士

防災会の避難訓練で連絡網の訓練も おこ なっ ている 。 今回の地震は防災会・ コ ミ 協には連
絡は来なかっ た。 地区の避難者から 避難所を開設し ないこ と のお叱り を 受けた。 マニュ ア
ルを見ると 震度６ 以上は避難所を開設する が、 今回は自主開設のため、 市職員・ 管理責任
者のみの連絡でよ いこ と を 後で知っ た。 こ のこ と を マニュ アルに追記し てほし い。 動き 方
がわから なかっ た。 地区独自のマニュ アルは既に変更済だが市と し て統一し てほし い。

3 2 避難行動 自治協
大通小、 北中への避難者の避難理由は津波避難勧告が出て怖いから 。 秋葉区・ 南区は除外
と いう のを見ていない。 開けなく てよ い避難所を開けざるを得なく なる 。 開けないがゆえ
にド ア・ ガラ スを 壊し 避難所を 設置せねばなら ない。 対策を講じ る 必要がある。

4 2 避難行動 自治協
市担当職員は避難所に鍵を 持っ てこ なく 、 家に取り に帰っ た。 鍵を 開けて中へ入っ ても 、
防災用品や避難者名簿の準備等何も し ない。 ただいただけ。 市職員の訓練を し てほし い。

5 2 避難行動 自治協

小学校に避難し た方が避難所に入れなかっ た。 電気はついているが鍵が開かない。 後日教
頭に話を聞く と 、 そこ はイ ンタ ーホン で教務室から ロッ ク 解除する 方式だが、 施設の点検
を 優先し ていたと のこ と 。 人間の命のほう が優先だ。 避難者を 受け入れつつ施設の点検を
するよ う 学校の先生にも 徹底し てほし い。

6 2 避難行動 コ ミ 協

行政から 地域に避難所開設、 避難指示の連絡網の構築を お願いし たい。 先日、 地域の避難
所運営打ち合わせがあっ た。 年度末で職員がガラ ッ と 変わっ ていた。 変わっ たなら 地域に
連絡し て、 4・ 5月に各避難所で顔合わせを し 、 点検・ 意思統一をし たほう がよい。 市職員
は事務的・ 義務的に指名職員を 指示さ れてき ている よう な行動・ 発言を する と 聞いてい
る 。 地域の防災担当と 防災に対する意識が違う 。 お互い研修を 重ねたほう がよいのでは。

7 3 避難所運営 防災士

開設さ れた避難所数は資料上は288か所、 公表さ れている避難所は335か所。 福祉避難所69
か所は含まれているか。 避難所開設の連絡がなかっ た。 開かなかっ た避難所は被災があっ
て開かなかっ たのか、 初めから 開けない予定だっ たのか。 開けない避難所について広報・
周知はあっ たのか。

8 3 避難所運営 コ ミ 協
小林地区は避難所を3か所開設。 1/1だから 寒かっ た。 暖房が当然必要だが、 施設管理者に
も 連絡し ても ら わないと 暖房の場所がわから ない。 自主防災会が自宅から スト ーブを持参
し た。 指名職員と 施設管理者セッ ト で連絡を要望する。

9 3 避難所運営 コ ミ 協
避難所を一旦開設する と 市から の閉鎖命令がないと 閉鎖でき ないのはおかし い。 避難者が
０ になのに、 23時過ぎまでいた。 考えてほし い。

10 3 避難所運営 防災士
避難所閉鎖について区の職員から 、 市長の許可が下り ないと 閉鎖でき ないと 言われ、 市長
は会議中なので待つよ う に言われた。 マニュ アルでは閉鎖は区長の判断と 記載があり 、
「 二時間」 の記載も ない。 明記すべき だ。

11 3 避難所運営 自治協

マニュ アルどおり にいかないこ と がわかっ た。 避難所の指名職員と の現地検討会で施設を
見学し 、 連絡先を 交換する だけではなく 、 実際に避難所を開設し て物や人を 動かす訓練が
必要と 感じ た。 以前、 地域の自主防災会の訓練の際、 地元の職員は快く 参加し てく れる
が、 そこ が居住地でない職員は時間外勤務は難し いと 理由をつけて参加し ない。 地域の施
設、 実情をわから ない指名職員は不安。 地域の訓練に積極的に参加する よう 言っ てほし
い。

12 3 避難所運営 コ ミ 協
短期の避難所開設は行政が主体的にするべき 。 マニュ アルを見直すにあたり 、 短期・ 長期
の区分けすべき 。 防災無線は役に立たない。 中央区と 南区では違う 。 月潟の情報でないな
ら 意味がない。

13 3 避難所運営 コ ミ 協
行政は復旧復興に手を まわし ても ら う ため、 半月も 1か月も 避難所の運営に携わっ ていたの
では、 町全体のためになら ない。 行政は3日も し たら 役場に返し てあげないと 地域全体の復
興復旧が遅く なる 。 地域の私たちが覚悟し なければなら ない

14 3 避難所運営 防災士
避難所開設にあたり 、 建物の被害の検査を し たう えで利用でき る・ でき ないについて災害
対策本部から OKが出る と 思う が、 被害がある建物でも 窓ガラ スを割っ て入る 事例も ある と
思う 。 対応の仕方やマニュ アルはある のか。

15 3 避難所運営 防災士
鍵ボッ ク ス設置は南区は一番遅いと 思う が、 いつ頃どのよう な形で鍵を 渡し てく れるの
か。

16 3 避難所運営 防災士

南区は47避難所すべてが開いていた。 西区は38避難所すべてが開いていた。 南区は災害が
少なく 、 備蓄物資を使う 避難所が少ないと 思う 。 さ き ほど南区は福祉避難所を開いていな
いと 言っ ていたが、 開いていたのでそこ で使っ たのかも し れない。 先日、 大通地域生活セ
ン タ ーで備蓄物資をチェ ッ ク し た。 も のによっ ては少ないと 感じ た。 本当にこ れで足り る
のか？いるも のはないのか脳裏をかすめた。 各避難所の指名職員と 防災担当の総務課に本
当の意味で避難所に何は必要なのか、 話を し たい。 それはでき るか？

17 3 避難所運営 防災士 今回の避難所開設で利用し た毛布の行き 場所について説明し てほし い。
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No 種別 発言者 意見内容

18 3 避難所運営 自治協
休日夜間に災害が起き た場合、 震度６ だっ た場合の避難所開設の連絡体制ができ ている
か。 震度５ だっ たので自主避難だっ たので、 開設し ていいのか判断がつかなかっ た。

19 3 避難所運営 自治協
避難所に外国人観光客が避難し てき た。 受け入れたが、 避難所ルールを 説明でき ないこ と
も あり 、 外国人や観光客への対応も マニュ アルに加えてほし い。

20 3 避難所運営 自治協

小林小学校の体育館と 校舎の間に電動開け閉めの防火シャ ッ タ ーがある 。 停電があっ たら
開かない。 それについてなんと かし てほし いと 要望し ているが、 予算の関係も あり 長年そ
のままになっ ている。 設備的なも のはお金がかから ない方法も 含めて不備には最優先でお
こ なっ てほし い。

21 3 避難所運営 自治協
こ れまでの意見回答を 聞いていた中で、 マニュ アル整備や職員研修をおこ なっ ていく と 回
答があっ た。 それも 大事だが、 地域と 一緒に打ち合わせ・ 訓練をおこ ない、 顔が見える こ
と が一番大事。

22 3 避難所運営 コ ミ 協
地元は自助で自分たち で守る。 空振り があっ ても いいから 避難所を 地元の権限で開ける 。
その後で公助。 市は地域から 叱ら れる と 思う が、 地元に権限を 与えてほし い。

23 3 避難所運営 コ ミ 協
味方避難所７ か所は速やかに開設さ れていた。 市の対応はよかっ た。 1つの学校は施設の中
で暖を 取る場所がなく 、 避難所閉鎖を 待っ ていた市職員が気の毒だっ た。 その後我々がど
う サポート するか痛感し た。

24 3 避難所運営 自治協
今後震度7. 6がき たと き のシュ ミ レ ーショ ン はでき ているのか。 でき ている なら 公表すべ
き 。

25 3 避難所運営 自治協
市と し ても 、 震度7. 6がき たと き のシュ ミ レ ーショ ンし て公開し 、 避難訓練のマニュ アルも
出すべき 。

26 4 その他 自治協
備蓄品は地域セン タ ーを主と し て備蓄さ れている。 備蓄品は市の許可がないと 開けら れな
い、 配れないと 考えている 人がいる。 脱水症の人や寒さ に震えている人がいた場合、 常識
的に考えて配布し ていいと マニュ アルに明記し てほし い。

27 4 その他 防災士
避難所指名職員はどう し ても 変えてほし いと 要望があっ た場合、 変えても ら えるか。
指名職員のやる気がない態度について苦情がき ている。 避難所運営メ ン バーにと っ ては非
常に目障り 。 教育し て同じ レベルになっ てほし い。

28 4 その他 防災士

施設管理者について、 学校関係は教頭先生、 生活センタ ーは生活センタ ーの方、 カ ル
チャ ーセンタ ーはよその団体などがなっ ている 。 その中で市役所関係の方は残業代が出
る 、 生活セン タ ーの方はお金が出ないと 苦情が出ている 。 市の関係なのに出る方出ない方
がいて不公平感がある 。 そのへんは平等にし てあげてほし い。

29 4 その他 防災士
体育館は底冷えする。 4月の台湾地震のニュ ースを 見る と 体育館の中にテン ト がき れいに並
んでいた。 新潟市はテント を用意する 気がある か。

30 4 その他 自治協
一人世帯、 空き 家が増えている 。 自治会役員も 一年交代で高齢化し ている。 人の姿が見え
ない。 コ ミ ュ ニケーショ ン がどう なっ ていく のか懸念を 覚えた。 防災における南区の課題
だ。

31 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）
防災ラ ジオは個人で用意だが、 高齢者宅は購入が難し い。 購入希望者には補助金を 出し て
ほし い。

32 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
各避難所の備蓄物資の数量と 担当市職員数を安心安全のために一般公開すべき 。

33 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
施設の開錠など情報がなかっ た。

34 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
地域で行う 防災訓練に開設担当者にも 参加し てほし い。

35 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

今回は福祉避難所の開設がなかっ た。 まずは一般避難所に避難する 行政判断手順がある よ
う だが、 配慮を要する 方の避難は、 でき る 限り スムーズに行われる よう 前向き な検討を 要
望する 。

36 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
古く なっ た施設（ 避難所） は取り 壊し 、 コ ミ ュ ニティ に使える よう に建て直し てほし い。

37 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

避難所運営委員会は、 今回のよ う な一時的な開設の場合は参集し なく て良いと の話だっ
た。 本当にそれでよいのか。 指名職員の負担や訓練も 兼ねて、 一時的な開設でも 協力する
ルールにし たほう がよ い。

38 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
防災食は味気なく 、 冷たいも のが多い。 生き る 気力も 失せてし まう ので、 温かい人間ら し
い食事を出し てほし い。

39 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
移動が困難な高齢者が多い地域である 。 学校・ 公共施設統合問題で地域唯一の学校がなく
なる恐れがある。

※発言者欄の（ 意見シート ） は地域広聴会終了後に提出さ れた意見シート によるも の
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⑦西区地域広聴会

開催日　 令和6年7月31日（ 水） 　 　 会場　 西区役所

参加人数　 37名（ 自治協委員： 17名、 コ ミ 協会長等： 15名、 防災士： 5名）

意見数　 　 92件（ 情報の受信21／避難行動26／避難所運営28／その他17）

No 種別 発言者 意見内容

1 1 情報の受信 コ ミ 協

発災し て、 どこ の地域がどのよう な状況になっ ているかを知り たかっ た。 近く の出張所に
いけば、 〇〇地域が液状化で陥没し ている、 家が傾いているなどの情報がわかればよかっ
た。 自分の家は揺れたが、 被害はなかっ た為、 よそがこ んなにひどい状況になっ ているこ
と をが最初、 わから なかっ た。

2 1 情報の受信 コ ミ 協
災害が起きたと き、 最初は被害が報告さ れていませんと なるが、 時間が経つと 、 非常に大
き な被害が確認さ れるこ と が予想さ れる。 そのため、 ド ローンで災害を、 いち早く 市民へ
伝える最先端の機器と し て活用し てほし い。

3 1 情報の受信 コ ミ 協
かなり の人数の住民が、 西新潟中央病院へ避難し てきた。 あく まで一時的な避難なので、
落ち着いたと こ ろで、 その後に避難所へ移動する仕組みや流れを確立し ていただきたい。

4 1 情報の受信 コ ミ 協

色んな情報が市から 出ていると 思う が、 情報を受け取れてない人も いる。 情報を受けと る
側がどのよう に受けてく れるかなので、 ただ情報を発信するだけではなく 、 やり 方を工夫
し なければいけないのではないか。 年代別の情報収集の方法のアンケート をと っ たら どう
か。

5 1 情報の受信 防災士

情報をちゃんと 出し てほし いと いう 意見が非常に多いが、 受ける側の支援力はし っ かり し
てても 、 受援力がないのが問題ではないか。 情報をと り たく ない、 無駄だと いっ た人を支
援し て受援力をつけていただきたい。 各自治会単位で積極的に勉強会を行う など、 細やか
な教育をやっ ていければ、 情報弱者を減ら し ていけるのでは。

6 1 情報の受信 防災士
Lアラ ート は新潟市では手動発信し ているが、 自動発信にすれば市の情報が皆に届く のでは
ないか。

7 1 情報の受信 防災士 手動でLアラ ート を発信すると き は、 危機管理防災局が参集し てから 、 配信し ているのか。

8 2 避難行動 コ ミ 協
避難の際にやみく も に車を使っ たら 、 渋滞で動かなかっ た。 避難の際には、 どう し ても 歩
けない人は、 当然ながら 車と いう こ と になるが、 交通渋滞の原因になるので、 徒歩での移
動を徹底し ていかなければなら ないと 思う 。

9 2 避難行動 コ ミ 協
黒埼南部地域の一時避難者は、 「 何をボヤボヤし てるんだ、 ３ ｍの津波が来てるのだから
早く 避難所の中に入れろ」 などの罵声が飛んでいて異常な雰囲気で、 非常に慌てていた。
し かも 、 自家用車で来るから すぐ に駐車場が満車になり 道路に車があふれていた。

10 2 避難行動 コ ミ 協
震度６ 以上の場合は、 直ちに避難所開設、 震度５ 弱・ ５ 強の場合は、 新潟市危機管理監ま
たは区長の判断で開設さ れるルールは承知し ているが、 紛ら わし いため、 「 震度５ 弱・ ５
強でも 直ちに避難所を開設する」 に統一し たほう がスッ キリ するのではないか。

11 2 避難行動 コ ミ 協

自治会の皆さ んに個別にハザード マッ プを配布し ても 、 すぐ にし まっ てし まい、 よく 分
かっ てない人がいる。 最近、 内野中学校であっ た防災学習に一緒に参加し たが、 生徒の中
で、 ハザード マッ プを見たこ と がない人、 見たこ と があっ ても 自分の地域はどう なのか分
かっ てない人がたく さ んいた。 ただ配布するだけでは、 だめだと 認識し た。 各自治会、 地
域のコ ミ ュ ニティ で学習会を設けるなどし て、 避難行動について学習し ないと 身につかな
いと 痛感し た。

12 2 避難行動 コ ミ 協

テレビなどでの津波避難への呼びかけが強烈すぎて、 避難所へ避難者が殺到し た。 私自身
も 避難所へ避難し たが、 ペッ ト 連れの方が非常に多く て、 ペッ ト と 避難者をどう いう 区分
けをし て、 避難所に収容し たら よいのか。 日頃から 、 学習し て学び、 身につけておかない
と 、 いざと いう と きに、 従わなく ても いい情報に従っ て混乱し てし まう こ と があるのだと
痛感し た。

13 2 避難行動 コ ミ 協
近所の人が要支援者の方を連れて避難し てきてく れたが、 要支援者の方の個人の申請を受
け付けるだけでなく 、 申請書の中に支援を受託し てく れた方の名前を記載し ても ら う よう
なシステムにし てはどう か。

14 2 避難行動 防災士

個別避難計画を作成し ても 、 実際には役に立たないと いう 現実があり 、 自治会単位や班単
位で防災を考えるこ と がよいのではないか。 皆さ んの知識の備蓄ができていないのではな
いか。 市民みんながハザード マッ プなどを理解でき るシステム作り 、 枠組みが必要だと 思
う 。

15 2 避難行動 コ ミ 協

各地域・ 住宅の状況・ 環境によっ て色々、 差が出てく ると は思う が、 避難所運営などでは
全体的な考え方で、 地域で避難に対する温度差がある。 津波に関し てなど、 地域の特性に
合わせた避難行動がと れるよう 、 も う 少し 細やかな考え方を持っ ていただきたい。
例えば、 避難に時間がかかる地域では、 津波避難タ ワーなどがあれば、 高齢の方が車いす
でスムーズに避難できるのではないか。

16 2 避難行動 防災士
災害の種類、 住んでいる場所によっ て、 避難行動は、 全て違う 。 地域（ エリ ア） を決め
て、 避難行動計画・ 個別避難計画・ 避難所運営計画の３ 点をセッ ト にし て、 地区防災計画
を作成し ていけばよいのではないか。

17 2 避難行動 コ ミ 協
避難所にスト ーブが少なく 、 避難し た方が寒い思いをし た。 防災資機材について、 市に全
て頼るつも り はないが、 防災資機材購入の補助金制度の見直し てほし い。
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No 種別 発言者 意見内容

18 2 避難行動 コ ミ 協
鍵ボッ ク スの設置のある場所（ 開設まで１ ０ 分以内） と 設置のない場所（ 開設まで３ ０ 分
～４ ０ 分） で開設までの時間に差が出ていた。 鍵ボッ ク スを全市の避難所に早く 設置をし
ていただきたい。

19 2 避難行動 自治協

小さ い子供を連れて避難する際には、 歩いて避難するこ と はできないので、 車で避難し よ
う と するが、 どの道も 混雑し て、 避難できなかっ たと いう 話があっ た。 子育て世帯は携帯
で情報を収集する。 「 自分の地域はどこ が避難所なのか。 避難し ても 大丈夫なのか。 」 な
どがわかる情報をラ イ ン等で発信・ 情報のリ ンク をし てほし い。

20 3 避難所運営 コ ミ 協

発災が１ 月１ 日と いう こ と で、 し ょ う がない部分はあると 思う が、 市職員の到着が遅かっ
た。 到着が遅れるなら 、 代わり の人へリ レーするよう にし ておいても ら いたい。 市職員が
来た場合も 、 鍵だけを開けに来ると いう 感覚なので、 中の整理や誘導にう まく 対応ができ
ない人が多いよう な感じ がする。 地域と 市職員の間で、 できるだけコ ミ ュ ニケーショ ンを
う まく やっ ても ら いたい。

21 3 避難所運営 自治協
避難所で「 津波なので３ 階以上に上がっ てく れ」 と 言われたが、 障がいのある人や車椅子
の避難者が来た時に、 ３ 階まであげるこ と ができなかっ た。 どのよう に上階まで上げるか
を考えてほし い。

22 3 避難所運営 防災士
避難所は市民が運営するこ と が大前提にあるわけだが、 そこ の理解を市民が認識し ていな
いと いけない。 それができ ていないから 、 啓発活動をし っ かり 行っ ていかなければなら な
い。

23 3 避難所運営 防災士

いち早く 避難所を開設するこ と が目的ではなく 、 完全に安全性を確認でき た避難所から 開
設し ていただき たい。 避難所だけが避難場所ではないので、 避難所と 避難場所の区別が
まっ たく ついてない。 人が多く 集まり やすい場所（ 都市化し た場所） は、 支援物資の供給
場所や要介護者の介護場所に特化し てはどう か。

24 3 避難所運営 コ ミ 協
避難所の解錠について、 今まで通り では、 鍵を持っ ている人の負担が大き い。 負担を軽減
するために、 I CTを活用し た自動解錠や遠隔操作で解錠できるよう な仕組みを積極的に普及
し ていただきたい。

25 3 避難所運営 コ ミ 協
テレビがなく て、 動揺と 混乱が起きた避難所があっ た。 避難所にテレビを設置し ていただ
き たい。

26 4 その他 自治協

避難し てく る人から 、 近所でガス管が破裂し たみたいで付近にガスが充満し ていて、 非常
に危ない状況であると の情報提供があっ た。 北陸ガスで電話し たが通話中でつながら な
い。 たまたま巡回中の北陸ガスから 対応し ても ら えた。 （ 水道管の破裂も あっ たが水道局
も なかなかつながら ない。 ） 何かいい方法はないか。

27 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
元旦のこ と で仕方ない部分が多いが、 外出し ていた方も 多く 、 どこ に避難し たら 良いのか
迷い、 高台の新潟大学周辺の道路などに避難者が行き、 渋滞が見ら れた。

28 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
生活再建支援情報の周知方法が分かり にく かっ た。

29 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
西区では津波ハザード マッ プを年内に更新するそう だが、 その見方や用語・ 定義の意味を
分かり やすく し てほし い。

30 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
発災時の避難情報、 津波情報は防災メ ール、 スマホ、 携帯電話で確認でき た。 し かし 、 多
く の情報はラ ジオやテレビでいち早く 入手し ており 、 受信でき ない状況ではなかっ た。

31 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）

災害発生の津波警報は発出さ れた段階で地域住民に伝わり 、 住民はすぐ 避難行動を起こ し
ていた。 ただ、 避難行動が津波避難か、 地震被害での避難かよく わから ない。 津波警報解
除がいつ出さ れていたのかも 不明。 被害情報はその都度配信さ れており よかっ た。

32 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）

生活再建支援相談総合窓口をいち早く 区役所に設置し ていただいたこ と は一括で相談が可
能と なっ てよかっ た。 ただ、 支援情報の発出は、 現代社会のI T情報発信に偏っ ているよう
に感じ ら れる。 また、 紙媒体での広報も あっ たが、 内容的に難し い面も あり 、 テレビ各局
の協力による相談窓口への誘導など、 より 一層多面的に現在の高齢者や弱者へんお情報伝
達方法を工夫し ていく 必要があると 感じ た。

33 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）

被災者支援の手引きが１ 月３ １ 日付で整理さ れていたが、 情報確認問い合わせ先に１ 日中
連絡し ても 、 一向につながら ず、 他部署から 情報を入手し た。 担当窓口を公表し た段階で
一斉に相談が集中するこ と は承知し ているが、 も う 少し 本庁受付体制の拡充など市民配慮
が必要ではないか。

34 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
当コ ミ 協内の住民には、 避難情報が伝えら れていた。 海岸部地域の自治会では要支援者の
方にも 自治会役員および近隣住民での声かけが行われていた。

35 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）

独自で実施し たアンケ―ト 調査の結果では、 「 津波警報に伴う 避難情報」 において、 1, 235
世帯のう ち24世帯のみがわから なかっ た。
また、 海岸付近では防災サイ レンが鳴り 響いているのがはっ き り 聞こ えた。

36 1 情報の受信
防災士

（ 意見シート ）

被害情報について、 社協職員や防災士が被災地を直接巡回し て情報収集し たが、 区建設
課、 西部土木、 本庁などから の被災情報を得ら れず、 発災当初は、 被災者ニーズを独自で
探し て歩く し か手だてがなかっ た。 全庁的な被災状況の共有が必要と 感じ た。
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No 種別 発言者 意見内容

37 1 情報の受信
防災士

（ 意見シート ）

危機管理防災局から 「 新潟市防災士の会」 の会員への発信が１ 回し かなかっ た。 その内容
も 不十分であり 、 新潟県支部と 新潟市防災士の会が連携し て西区災害ボラ ンティ アセン
タ ーを運営する予定であっ たが、 「 新潟市防災士の会」 の組織的な活動（ 南区と 西蒲区を
除く ） が無く 、 県支部が全面的に運営せざるを得ない状況であっ た。 また、 災害ボラ ン
ティ ア活動等の志し のある新潟市防災士の会の会員から 、 県支部会員の運営者が直接ク
レ ームを受けた。 危機管理防災局の市防災士会への発信機能や災害時の取組、 組織化が全
く 機能し ていない。 災害時こ そ防災士の支援が必要です。 市防災士会の事務局である危機
管理防災局は、 今回の災害で何を考え何を実行し ていたのでし ょ う か。

38 1 情報の受信
防災士

（ 意見シート ）

坂井輪コ ミ ュ ニティ センタ ーの避難所を運営し ていたが、 細かな支援情報がう まく 伝わら
なかっ た部分が見受けら れた。 発災初期から 自宅の再建を急ぐ 方がいたが、 災害支援はあ
る程度時間がかかるこ と も 発信し ていく 必要があるのではないか。

39 1 情報の受信
防災士

（ 意見シート ）

新潟市防災情報が直ちの行動に反映さ れにく い。 音声での情報も 必要ではないか。 避難所
に（ アナログ） ラ ジオの設置も 有効では。 災害情報以前に日頃より 避難が必要と なる判断
の知識、 基準の理解を周知し ても ら う 情報が必要。 避難者が階上で広がり 別れると 声や情
報が届きにく い。

40 1 情報の受信
防災士

（ 意見シート ）

罹災証明書の申請方法などが高齢世帯にはわかり づら い。 （ あるこ と 、 できるこ と さ えも
知ら ない方も いる） 地域の道路、 側溝などの補修申請についても 、 手引き などわかり やす
い情報があると 良いのではないか。

41 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
要支援者の安否確認について、 訓練の際はスムーズに行えたが、 いざ、 本番になると 危険
性や確認にあたる者が正月で不在者も おり 、 苦労し た。

42 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）

自宅は半壊状態でし たが、 要介護者の老人を連れての避難は無理、 自宅待機と 判断し た。
※当支援センタ ー利用者から は、 テレ ビから 流れてく る津波情報をみて、 車で子供を連れ
て出たがどこ も 大渋滞で避難をやめたと いう 声が聞かれた。

43 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
海岸部の松海が丘４ 丁目付近に、 ゆう やけこ ばり 駐車場や、 小針浜の利用者が避難でき る
よう 、 避難タ ワー等の建設を願う 。

44 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

・ 五十嵐3の町の五差路、 より 高い場所へ避難し よう と する車で渋滞が起きてし まい、 自治
会役員で交通整理を行っ たがと ても 大変だっ た。
・ 新潟大学や新川元橋付近の道路が避難し た車で両脇が埋め尽く さ れてし まい、 住民が帰
宅するのが困難だっ た。 また、 コ ンビニの駐車場も 車であふれていた。

45 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

自治会役員や民生委員で要支援者の安否確認に回っ た。 その際、 高い場所にある避難所へ
避難し よう と 思っ たが、 内野駅や跨線橋のエレベータ ーが停止し たため、 避難をあきら め
た声があっ た。 また、 指定避難所ではないが、 「 内野まちづく り センタ ーに避難し たい」
と いう 要望が多数出た。

46 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
緊急一時避難場所と 避難所の区別をし っ かり 広報し てほし い。

47 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

個人情報保護より も 避難行動要支援者名簿の提供・ 計画の策定を優先する方向性を再検討
し てはどう か。 名簿作成で民生児童委員、 自主防災会、 自治会の負担を増やさ ないよう
に。

48 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

ニュ ータ ウン地区のみずき の地区では、 市外、 区外、 県外から の入居世帯が多く 、 そのた
め、 地元の地理状況に疎いこ と や、 特に問題だっ たのはハザード マッ プを見ている人が少
なく 、 津波浸水想定区域外にも かかわら ず、 相当数（ ピーク 時で150～200人位） の人が新
潟国際情報大学の屋上に避難し た。 幸いケガ人はなかっ た。

49 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

地震発生による警報発出後、 地域指定の一時避難場所には避難者がたく さ ん出ていた。 そ
の後、 住民同士が情報共有し つつ、 指定の避難所に避難し たが、 避難所にはほと んど徒歩
避難者があふれていた。

50 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

要支援者が実際避難所でも 見受けら れたが、 近隣住民が一緒に避難し てき たも のである。
今回の災害避難で感じ るこ と は、 要支援者避難は近隣住民への依頼が大切と 感じ た。 現在
は要支援者の申請により 、 自治会経由で要支援者対応と し ているが、 今後はその手法を変
え、 まず、 要支援者自身または家族が近隣住民に避難時の対応を依頼し 、 承諾いただく 中
で、 名簿に記載すると と も に、 行政と 地域自治会が共同でその支援を行う こ と が大切と 感
じ る。

51 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

独自で実施し たアンケ―ト 調査の結果では、 避難場所まで徒歩で移動し た割合が70. 3％
（ 751名） 、 車で移動し た割合が27. 5％（ 294名） また、 避難時に高齢者・ 要支援者の避難
行動が出来た割合が56％（ 267名） 、 出来ない方が22. 4％（ 107名） であり 、 高台の西大通
り まで行く こ と が難し い状況が判明し た。

52 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

避難所外の屋外では、 寒い、 ト イ レがない、 いつ自宅に帰るかの判断に困っ た方が大半を
占めた。 避難弱者の高齢者、 要支援者への配慮が必要であるが、 現実には「 まず生きるた
めの避難を」 が大切であるので啓発を続ける。

53 2 避難行動
防災士

（ 意見シート ）
行政参加の元、 平時から 避難行動要支援者（ 医療的ケア者含む） の避難訓練をお願いし た
い。

54 2 避難行動
防災士

（ 意見シート ）

津波浸水区域の真砂地区では、 西新潟中央病院に５ ５ ０ 名の避難者が一時避難し た。 こ の
地区では、 地区防災計画で「 津波時における一時避難場所」 と し て「 協定」 を結んでお
り 、 「 防災訓練」 通り の避難行動が速やかに行われた。 また、 病院側も 「 地震対策本部」
を立上げ当直職員のほか、 非番職員が、 避難者への滞在支援、 水、 電気等の支援を行っ た
と のこ と 。 こ れこ そが、 「 地区防災計画」 や「 避難行動計画」 の模範事例です。 こ のよう
な避難行動や受援行動ができるよう 、 「 地区防災計画」 のさ ら なる推進を全市で実施すべ
き と 考えており ます。 「 地区防災計画」 ・ 「 避難所運営計画」 ・ 「 個別避難計画」 の３ 点
セッ ト で住民による「 防災」 を中心にし た自治組織と 民間企業連携による地区防災運営を
提案し ます。
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55 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
津波警報で慌てて避難し たため、 ほと んどの人が土足のまま校舎内に入っ たので、 今後の
心構えと し て欲し い（ 後日関係者により 大掃除を実施し た。 ）

56 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
夜遅く に至り 、 市備蓄品の毛布、 飲料水を希望者に配布し 、 喜ばれた。

57 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

支援センタ ー利用者から は、 小さ い子を連れての避難は大変躊躇さ れてそう で、 避難所に
おむつやミ ルク 等の備蓄はあるのか？子供が泣いたり 、 騒いだり するこ と が迷惑と なるの
ではと 思い、 避難所への移動も 外へ出るこ と すら 怖く てできなかっ たと いう 声が聞こ え
た。

58 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
地域防災組織が未設立のため、 一時避難場所での役割分担や備蓄の状況がわから なかっ
た。

59 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
防災学習を受けていた帰省中の大学生が中心と なっ て切り 盛り し た一時避難場所も あっ
た。

60 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所閉鎖のタ イ ミ ングが分かり にく かっ た。

61 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
乳幼児をかかえている人等「 あてになら ない」 職員を避難所指名職員にし ても 実効性がな
い。 防災士や自主防災組織・ 自治会役員でないOB・ OGに依頼し てはどう か。

62 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

冬期のため、 新潟国際情報大学の体育館では暖房設備はなく 、 自治会より フ ァ ンヒ ー
タ ー、 スト ーブ４ 台を持ち込み、 暖をと っ た。 広い体育館では不十分だっ た。 赤塚小学校
では教室に入るこ と ができ て、 エアコ ンで対応し たよう だ。

63 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

避難所の避難所運営を当防災会組織で行い、 情報共有を行っ たが、 実際に訓練のよう には
進まなかっ た。 災害情報、 警報解除などが避難所で把握できず、 坂井輪中学校では避難物
資提供と と も に、 テレビ設置による情報提供、 簡易ト イ レの使用など、 その都度話し 合
い、 また学校職員の全面的な協力、 若手避難者から の心強い支援などで、 何と か運営がで
き たと 思う 。 ３ 日間の避難所開設は今後大きな課題が見えた感じ がする。

64 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

備蓄物資については、 避難所である坂井輪中学校自体が被害を受け、 避難所ではト イ レ が
使用できず、 ３ 日間の避難所開設中、 簡易ト イ レを設置し 避難者対応し た。 今後の避難所
運営については、 避難物資の再点検、 必須物資の見直し など、 今回の災害を踏まえた地域
アンケート 調査を行っ て、 避難所対応について分析する必要が感じ ら れた。

65 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

指定管理者と 市の職員と の責任体制が曖昧で、 どちら が最終責任を持つかと いう 問題が
あっ た。 また、 避難物資を持っ て避難し た人は少なかっ た。 五十嵐小学校はテレビが見ら
れなく てと ても 困っ たと いう こ と だっ た。

66 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）

当コ ミ 協では、 防災訓練や災害時のためにわずかながら のド ームテント を用意し ており 、
避難所で今回使用し ていただけた。 プラ イ バシー保護や冬季の防寒対策と し て実践活用で
き た。

67 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
行政担当職員の配置はあっ たが、 どの場所にいるかわから ない。 また、 施設管理者と 運営
本部等の表示プレート を掲示をお願いし たい。

68 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）

近年は、 「 避難所に行く こ と だけが避難でない」 「 事前の備え」 や「 民間企業」 「 駐車
場」 など多様な「 避難のスタ イ ル」 がある。
都市化し た新潟市の場合は、 健常者は、 「 声掛け」 や「 自助」 ＋「 共助」 による「 一時避
難場所」 を優先し 、 「 避難所」 は、 住居を失い住めなく なっ た方や配慮が必要な方の
「 シェ ルタ ー」 と し ての機能や近隣住民の「 物資供給所」 と し ての役割に「 特化」 する必
要がある。
地区防災計画による避難所と 民間施設の災害協定で地区内の避難場所の増強や資材・ 物資
の供給が可能であり 、 学校だけが備蓄の担い手になる必要はない。

69 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）

「 学校防災学習」 を幼いう ちから 教育にと り いれ、 「 災害」 「 「 防災・ 減災」 について学
び「 自助」 を確立し て「 率先避難者」 と し て育成し 「 共助」 の精神で「 助けら れる人から
助ける人」 に。

70 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）
防災啓発の「 ラ スト ・ ワンマイ ル」 は、 「 防災士」 の「 役割」 と し て利活用いただきた
い。

71 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）
非常持出品を持参し ない人がほと んどで、 水や食事を出せなど「 緊急避難」 であるこ と 理
解し ていない。 「 避難所と 指定緊急避難場所」 の啓蒙、 理解の徹底。
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72 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）

避難所の開錠について、 複数が同時に来ない事が想定さ れていなかっ た。 も う 少し 増や
す。 避難所運営委員の代表者に持たせては。 鍵は地元の自治会長等が持参し ているこ と を
広報周知する。

73 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）
避難者緊急受け入れと 避難所開設をも う 一度見直す必要がある。 訓練の必要性を感じ る。
事あるごと の開錠の訓練は必須である。

74 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）
「 施設壁面に海抜尺」 の掲示が意味を持つのではないか。

75 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）

ペッ ト を抱きかかえたまま、 またはケージにて持ち込んだご家庭も いた。 ペッ ト 専用ス
ペースも あっ たが、 設置も 困難な状況と なっ た。 個々に逃げこ んだので、 各教室で健常
者、 要配慮者、 ペッ ト 連れ等が混在し ていた。

76 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）

要支援者対応に関し ては、 知的な障害をも つご家族がいたが、 専用スペースの設置に関し
て後手になっ た。 避難者の情報収集の運営者側不足。 個人情報の取り 扱いまたはご家族が
言い出し にく い。

77 4 その他
自治協

（ 意見シート ）

新潟市の対応について、 「 支援者支援」 の整備と 他市町村や各救援機関と のより 実効性の
ある連携体制が必要ではないか。 ボラ ンティ アセンタ ーの各支援組織、 災害対応の西区職
員などの被災地当事者でも ある「 支援者」 に業務負担が集中し て疲労度が高いと 感じ た。
本庁や他の区から の支援協力体制に加え、 経験、 技術の高い他行政や救援機関に初期段階
から 協力を要請し て新潟市内外のチームと し て臨むこ と が重要と 思う 。

78 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
動物を連れてく る人が何人かいたが、 バスケッ ト などに入れていたので助かっ た。 でも 廊
下にお願いし た。

79 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
防災士の育成にも っ と 力を入れ、 予算をつけるべし 。
防災局職員は率先し て防災士資格をと るべし 。

80 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）

災害発生時では、 西区をはじ め、 担当職員一丸と なっ ての対応姿勢が感じ ら れた。 ただ、
その後災害対策本部ができ 、 全庁的に災害対応を行っ たと あるが、 その災害対策本部が西
区でのボラ ンティ アセンタ ー立ち上げに際し ての対応や、 被災民や地域の声に対する対応
など、 どこ まで被災地、 西区役所と つながっ ているか問題も 感じ ている。

81 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）

今回の防災局が行う 、 こ の災害初期対応と し ての地域広聴会は、 災害発生から ３ 月末まで
の期間を対象と し た検証のためと なっ ているが、 なぜ、 新年度四半期も 過ぎている７ 月末
頃に行う のか。 遅すぎではないか。

82 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
防災局は市全体の８ 区一律の処理を行っ て検証結果を出すこ と と し ているが、 被害のない
地域より 実際に被害が大き かっ た地域の意見を区分し て整理すべきと 考えるがどう か。

83 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）

60年前の新潟地震から の教訓と し て、 液状化などへの対応がさ れてきたのか。 考えさ せら
れるので、 是非こ の検証会議で被災地の声をきめ細かく 検証し 、 組織・ 形式にこ だわら な
い本物の地域防災計画と し て反映さ せ、 将来に向けて安心・ 安全な住みやすい新潟市と す
るよう 期待する。

84 4 その他
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所に一人でも 残っ ていれば閉めない、 と いう 基準も 見直し てはどう か。 水道が使えて
必要ないと いう のに、 給水車が来て、 そのあたり の連携も 課題と し て残っ た。

85 4 その他
防災士

（ 意見シート ）
給食担当職員から の話によると 、 発災後、 給食の残が多く なっ ていると のこ と 。 子供の心
のケアをお願いし たい。

86 4 その他
防災士

（ 意見シート ）

なぜ、 危機管理防災局はボラ ンティ アセンタ ーなら びに防災士の活動に関与し なかっ たの
か。 避難所やボラ ンティ アセンタ ーは、 社協の管轄と いう 意識が高く 、 市役所が被災者目
線になっ ていないのでは。

87 4 その他
防災士

（ 意見シート ）

「 政令市」 であるこ と で、 災害の経験に乏し い市職員だけの災害対応をし よう と し ていた
のでは。 新潟県、 近隣市町村の災害対応ノ ウハウをも っ た人材を取り 込めていない。 災害
対応に不慣れな感がある。

88 4 その他
防災士

（ 意見シート ）

地域防災計画に具体性がない。 「 災害ボラ ンティ アセンタ ー」 の確保が遅く 、 罹災証明を
求める被災者にボラ ンティ アがご迷惑をお掛けする事態があっ た。 ボラ ンティ アセンタ ー
は、 広い敷地が必要と 提言し ていたが、 意思決定と 運動公園の明け渡し がおそかっ た。

89 4 その他
防災士

（ 意見シート ）

次期地域防災計画に災害時に使用でき る複数の候補地と 実際に「 災害協定を締結」 し て全
市で計画策定に盛り 込む。 （ 災害協定により 指定管理者が明け渡し を拒むのを防ぐ ） 数万
人規模の被災者があっ た場合の大規模な避難所の提供も 上記の通り である。

90 4 その他
防災士

（ 意見シート ）
災害時の地域の様子、 避難所で何が起こ っ たか、 どんな行動がと ら れたか、 何が課題と
なっ たかを記録と し て残し 、 みんなで繰り 返し 見直すこ と が必要。

91 4 その他
防災士

（ 意見シート ）
今回を教訓と し て液状化マッ プを活かし て欲し い。 被災さ れた方の支援を見極めて続けて
ほし い。 今回の地域広聴会を活かし たも のと し て欲し い。

92 4 その他
防災士

（ 意見シート ）

令和4年新潟県地震被害想定調査（ 区ごと データ あり ） を活用し た地震ハザード マッ プ作成
の検討をお願いいたし ます。 津波だけでなく 、 震度予想、 液状化危険度、 避難行動、 日頃
から の心構え等の学習面の広報も お願いいたし ます。

※発言者欄の（ 意見シート ） は地域広聴会前及び終了後に提出さ れた意見シート によるも の
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⑧西蒲区地域広聴会

開催日　 　 令和6年8月29日（ 木） 　 　 会場　 巻地区公民館

参加人数　 38名（ 自治協委員： 17名、 コ ミ 協会長等： 17名、 防災士： 4名）

意見数　 　 43件（ 情報の受信4／避難行動11／避難所運営17／その他11）

No 種別 発言者 意見内容

1 1 情報の受信 コ ミ 協

津波警報が発令さ れたが、 一部の避難場所で県外の人から Ｓ Ｎ Ｓ で「 津波１ ０ ｍ」 と いう
デマが寄せら れた。 こ のよ う な不正確な情報が広がる と 避難場所でも 動揺が広がる 。 正し
い情報を 受信する こ と が大切である こ と がわかっ た。 スマホやテレ ビ 、 ラ ジオで情報が受
信でき ない場合も ある ので、 防災無線を 使っ て適宜、 最新情報を 流すこ と によ っ て、 正し
い情報を 受信でき る のではないか。

2 1 情報の受信 コ ミ 協
情報が大事になっ てく る が、 今回の災害時において、 防災無線の出番はあっ たのか。 防災
無線を どのよ う に活用さ れたのかお聞き し たい。

3 2 避難行動 自治協

２ 年前に防災課に具体的な提案し たこ と がある 。 避難行動における 要支援者の避難のこ と
について、 現在、 自治会長さ んや民生委員に要支援者名簿が来ていて、 それぞれ個別避難
計画と なっ ている 。 その人たち は、 介護サービ ス事業者や社会福祉協議会など色々なと こ
ろ と つながり がある 。 災害が起き たと き に、 その事業者たち は、 見守り や安否確認を 行う
が、 Aさ んと いう １ 人の要支援者に対し て、 複数回の安否確認が行く 可能性がある ため、 そ
れを 整理し てから 、 要支援者の避難計画を 作ら なければなら ないと 思う ので、 イ ニシア
ティ ブを 行政にと っ ても ら いたいと いう 要望を 具体的な資料を つけてお渡し し ている が、
その時には、 「 でき ない」 と あやふやな回答だっ た。 そのう ち に、 個別避難計画と いう こ
と で、 自治会長さ んやケアマネジャ ーさ んに依頼し ている よ う な状況だっ た。 今でも 、 そ
の状況だと は思う が、 下手を する と １ 人に対し て、 ２ つ３ つの個別避難計画が加わる 恐れ
がある し 、 し っ かり カ テゴリ ー分け・ 整理を し てから 、 自治会長さ んや民生委員や介護事
業者へ避難計画を と っ ていただき たい。
実際に、 地震の際、 西区では自治会長さ んや民生委員が非常に動いていて色んな情報を
持っ ていた。 それ以外にも 、 おそら く 介護事業者がついている 人たち は、 そち ら から も 安
否確認がいっ ている 。 その情報が、 災害ボラ ン ティ アセン タ ーには一切わから ないので、
その情報を 貯めておく 、 情報共有でき る よ う なシステムがある と いいと ご提案も さ せてい
ただいたが、 あら ためて再考し ていただけないか。

4 2 避難行動 防災士

地域によ っ ては、 玄関にタ オルを 置いて、 避難し たこ と を 地域に知ら せる 取り 組みを し て
いる 。 それを 参考に、 少し 足が悪いなどの要配慮者に登録さ れてない人などに声掛けルー
ルを 地区防災計画に記載する 。 令和４ 年度、 全国では３ ６ ７ 地区で地区防災計画を 作成し
ている 。 そのき っ かけは行政の地区防災計画の作成を し てほし いと いう 働き がけだっ た。
新潟市から も 今後、 地区防災計画を 作成する 後押し を し ていただき たい。

5 2 避難行動 コ ミ 協

築何十年も 経っ ている 家が、 倒壊し ている 。 一部屋だけでも 補強し ておけば、 家はつぶれ
にく く なる 。 命を 守る 行動を と る と いう こ と が一番大事なので、 避難行動も 大事だが、 避
難だけではなく 避難する 前に自分の命を 自分の家庭で守る こ と が大事だと 思う 。 ３ 日分の
水、 簡単な食料、 簡易ト イ レ があれば高齢の方でも 命を 守っ てく れる と 思う 。

6 3 避難所運営 防災士
避難所が開設さ れている かどう か分から ないと いう 意見を あち こ ち で聞いた。 区に聞いて
も 、 指示は出し ている が、 開けたかどう かの連絡が入っ てない状況。 避難所を 開設し た
ら 、 自治会長等へ連絡する と いう ルールが必要ではないか。

7 3 避難所運営 自治協
鍵ボッ ク スの設置についての情報を 初めて聞いたが、 その情報を 地域の住民へお伝えする
手段はどのよ う に考えている のか。

8 3 避難所運営 コ ミ 協
すぐ に避難所に到着し たが、 なかなか避難所の鍵があかなく て、 多く の人が路頭に迷っ て
いた。 他の避難所に移動し ている 人も いた。 市の職員に指導し ていただき 、 スムーズに避
難ができ る よ う にし ていだき たい。

9 3 避難所運営 防災士

西蒲区内では全ての中学校で毎年、 避難所運営ゲーム（ HUG） を 行っ ている 。 授業の中で、
有事の時にはみんなと 協力し て行いたいと 感想を 言っ てく れている 。 非常に力強いこ と だ
と 思う 。 それに対し 、 大人の方は避難所にいけばなんと かなる と 思っ ている 方が多く 、 何
も も っ てこ ない、 水を 出せ、 毛布を 出せと 文句を いう 。 協力し てスムーズに避難所運営で
き る よ う に、 例えば、 備蓄品の公開する こ と で、 必要最小限の備蓄し かないので、 自分た
ち で備蓄品を 揃える よ う に訴えてみてはどう か。

10 3 避難所運営 防災士

避難所運営委員会の立ち 上げについて、 毎年、 会合等も 各地域の代表が集まっ てやっ てい
る が、 自治会長さ んが２ 年ごと に交代し たり と 、 なかなか進まない現状がある 。 避難所を
開設する ために、 誰でも でき る よ う に「 開設ミ ッ ショ ン カ ード 」 を 取り 入れてやろ う と 考
えている 。 有事のと き には、 すばやく 避難所を 開設し て受入でき る 体制作り が重要だと 思
う 。

11 3 避難所運営 コ ミ 協

真冬の寒いと き に避難所に避難者が来たら 、 冷暖房を つけなければなら ない。 少ない人数
であれば、 狭い部屋で冷暖房が効く 部屋で対応でき る かも し れないが、 広い部屋で大人数
と なる と 難し い。 暑さ 対策、 寒さ 対策を どう する か。 古い建物だと 施設内のコ ン セン ト が
少ないため、 持ち 込みの暖房電気器具に対応でき ない。

12 3 避難所運営 自治協

自治会長に避難所が開かないこ と について訴えたら 、 「 まず自分と 自分の家族が優先だ。
それを 確認し てから 避難所の準備にいく 。 」 と 言われ、 正し い考えだと 思っ た。 自分が人
に支えら れる ばかり ではなく 、 自分のこ と は自分ででき る よ う に頑張る こ と も 大切。 要
は、 人間力を 高めていかないと いけないと 感じ 、 学校にも そのよ う な教育を 取り 入れてい
ただければと 思う 。
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No 種別 発言者 意見内容

13 3 避難所運営 防災士

避難所にペッ ト を 連れてき た女性がいたが、 市の職員と 相談し て、 ペッ ト は校外の自転車
小屋に居ても ら おう と し たが、 一緒にいたいから 外にいる と いう こ と で、 今回だけは体育
館の外玄関にペッ ト と 一緒に居ても ら っ た。 規則では、 ペッ ト は外に居ても ら う こ と に
なっ てる が、 緊急の場合はし かたがないと 思っ た。

14 3 避難所運営 防災士

障がいのある 子を 連れた家族が迷惑を かける と 、 避難所内への避難を 固辞し て車の中で避
難し ていた。 避難し ている 方へ説明し て、 避難所内に移動し ても ら っ た。 他にも 車で避難
し てき ても 、 避難所に入ら ずに、 車の中のほう が安心だと 言っ て、 駐車場の車の中にいる
方が多かっ た。

15 3 避難所運営 自治協 避難所へ避難し てく る 外国人への対応（ 対策） について、 教えてほし い。

16 4 その他 防災士

全体的に「 お聞き し ておき ます。 」 で終わっ ている こ と が非常に多い。 も っ と 意見を 上ま
で吸い上げてほし い。 例えば、 西蒲区内で地域の方が来ない避難所があり 、 そこ を ペッ ト
専用の避難所に使っ てはどう かと 、 管理者が市へ提案し たが、 どこ かで話が止まっ てし
まっ た。 備蓄品についても 、 同様に。

17 4 その他 防災士

避難所指名職員について、 名簿の作成は大変だと 思う が、 明ら かに来れなそう な人が散見
さ れる 。 今の市の職員だけでやる のは機能し ていないと 思う ので、 市の職員のOBやOGで防
災士の方や自主防災組織、 コ ミ ュ ニティ 協議会の中枢部にいない方へお願いし てみてはど
う か。

18 4 その他 防災士

地区防災計画学会で、 「 防災」 と いう 言葉は堅いので「 脱防災」 と いう こ と でク ロ スオー
バー的な取組を やっ てはどう かと 、 京都大学の矢守教授が言われていた。 例えば、 健康
（ フ レ イ ル予防） ×防災、 防災の理科教室、 観光×防災、 環境×防災など。 ク ロ スオー
バー的なこ と で、 Ｅ Ｖ 車や脱炭素の視点で風力や太陽発電など自然環境と マッ チし た防災
につながっ てく る 。 こ のよ う な取組を 意識し てやる こ と が重要である 。 非常に参考になっ
たので、 紹介さ せたも ら っ た。

19 4 その他 防災士

地域で防災訓練を やっ ている が、 参加する 方のほと んどが高齢者で、 参加率も 悪く 、 参加
者も 毎年固定化さ れており 、 マン ネリ 化し ている 。 西蒲区で先日、 防災フ ェ ア―を 実施し
たが、 楽し みながら 防災を やる 取組を 進めていき たいので、 行政にも 協力を お願いし た
い。 防災と いう 馴染まないも のを 「 サバイ バルフ ェ ス」 と 名前を 変えたり 、 防災のフ ォ ト
コ ン テスト で町の危険な場所を 撮っ ても ら い防災町歩き につながる 。 少し 違う 視点から す
れば、 なんでも 防災になる 。 また、 各家庭ごと の防災マイ レ ージのプロ グラ ムを 考えて、
ロ ーリ ン グスト ッ ク を やっ てる 、 非常持出品の準備を やっ てる など 、 防災の取組に対する
ポイ ン ト 制などにし て、 楽し みながら 防災に関心がも てる 一例である 。 工夫し ながら 、 防
災と いう 言葉だけにこ だわら ず多角のク ロ スオーバー的な視点を も っ て取り 組んでみては
どう か。

20 4 その他 自治協

地震が落ち 着いてから の、 地域の１ 人暮ら し の高齢の方など不安な方への町内会・ 自治会
から の確認がなく 、 なんのために町内会・ 自治会がある のか疑問に思う 。 後になっ てから
でも 、 大変でし たねーと 労っ たり し て、 つながり を 持っ ていく で住民の安心がある と 思
う 。 最優先すべき は、 自分の身ではある が、 地域住民を 大事にする 仕組みができ る と いい
のではないかと 思う 。

21 4 その他 コ ミ 協
10月17日（ 木） に三条のミ ズベリ ン グ（ 防災施設） と 山古志に日帰り で視察にいく 。 視察
バスに若干10～15名の空き がある ので、 希望の方は、 巻地区コ ミ ュ ニティ 協議会に連絡し
てほし い。

22 4 その他 防災士
罹災証明書申請時の手続き の際に、 自宅の写真を 撮っ て持っ ていっ たら 、 その写真は見ま
せんと 言われ、 何通り かのサン プル写真を 見せて、 「 どれに該当する のか、 その場で決め
てほし い」 と 高圧的な感じ で言われたと 聞いた。

23 1 情報の受信
自治協

（ 意見シート ）

行政防災無線がと も ても 聞き 取り にく い。 地形のせいも ある だろ う が、 何を 言っ ている か
わから ない。 室内でその無線を 聞ける 小型のラ ジオや受信機器を 希望者に、 有償レ ン タ ル
でも よ いので、 配布し てほし い。

24 1 情報の受信
コ ミ 協

（ 意見シート ）
今回の地震発災時、 防災無線も 流れず、 不安だっ た。

25 2 避難行動
自治協

（ 意見シート ）
自宅よ り も 公民館のほう が建物が古いと 言っ ている 方が多い。 避難所は遠く て行けない。

26 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難行動の際、 コ ロ ナ、 イ ン フ ルエン ザにかかっ ている 人に対し ての対処はどう する の
か。

27 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
避難所が遠すぎて、 歩いていけない。

28 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）
ド ロ ーン を 利用し て、 物資の運搬や道路崩壊などがあっ ても 安心安全な見守り を 可能と し
ていけたら と 思う 。

29 2 避難行動
コ ミ 協

（ 意見シート ）

避難指示が出たと き 、 その家庭の状況によ っ て、 どう 判断し て行動する のかなどを 実際に
イ メ ージでき ていなかっ た。 そのため、 地域単位で避難行動などの話し 合いを 進めていく
こ と が大切だと 思っ た。 コ ミ ュ ニティ 協議会で、 でき る こ と を 考えていき たい。

30 2 避難行動
防災士

（ 意見シート ）
震度５ 弱以上の地震によ る 緊急避難場所の開設であっ たが、 津波警報・ 避難指示によ る 開
設と 区別でき なかっ たのではないか。
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No 種別 発言者 意見内容

31 2 避難行動
防災士

（ 意見シート ）
避難行動要支援者名簿・ 支援計画策定で、 民生委員児童委員に負担がかかり すぎないよ う
配慮すべき である 。

32 2 避難行動
防災士

（ 意見シート ）
宮城県富谷市では、 アパート など隣近所と の付き 合いがない所には、 安全確認の旗などを
各アパート の部屋に置いている 。 緑旗は大丈夫、 赤旗は援助し て下さ いを 表す。

33 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
私はペッ ト が嫌いなので、 絶対に一緒は無理です。

34 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）

全て行政任せにする のではなく 、 各地域で数名、 避難所を 開錠から 初期の運営ができ る よ
う にし た方が良いと 感じ た。 まずは、 自分の命、 家族の命だと 思う こ と と 、 開錠等を １ 人
の責任においてさ せる のは荷が重いと 思う 。

35 3 避難所運営
自治協

（ 意見シート ）
ペッ ト 対応可と か、 障がいがある 方への対応ができ る など、 こ の避難所にはこ う いう 特殊
な対応ができ る と いう こ と が一目でわかる よ う な情報の発信がある と いいと 思う 。

36 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
備蓄物資の公開する こ と はよ いこ と だと 思う 。 こ れし か備蓄品がないから 、 個々の備蓄品
を 避難所に持参し ても ら う こ と などを も っ と 周知し て欲し い。

37 3 避難所運営
コ ミ 協

（ 意見シート ）
3日間の命を つなぐ こ と 、 備蓄物資（ 水、 食料、 ト イ レ など） について、 市民に案内を し て
いただければと 思う 。

38 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）

石川県の自治体では「 支援物品が充足し 、 炊き 出し 支援者（ キッ チン カ ー団体含む） を
断っ たと いう 情報がある 。 今後は明確なガイ ド ラ イ ン を 作成する 必要がある のではない
か。

39 3 避難所運営
防災士

（ 意見シート ）

今回は、 施設管理者（ 校長） ・ 市職員・ 自治会長・ 防災士などスタ ッ フ に恵まれていた
が、 避難所の備蓄品場所が不明であっ たり 、 車椅子が有る のかなど 、 も っ と 避難所と し て
の設備・ 配置等を 、 皆に周知し てほし い。

40 4 その他
自治協

（ 意見シート ）
日頃よ り 、 高齢者の集会参加し て、 呼びかけていく こ と が大事だと 思う 。

41 4 その他
防災士

（ 意見シート ）
危機管理局職員や区の防災担当者の「 防災士」 資格取得を 進めてほし い。

42 4 その他
防災士

（ 意見シート ）
避難所運営マニュ アルに「 高架水槽」 「 受水槽」 の活用を 謳いたいが、 どう か

43 4 その他
防災士

（ 意見シート ）
防災機関、 防災士の発信が足り ていないこ と 、 内容が不十分であっ たこ と を 感じ た。

※発言者欄の（ 意見シート ） は地域広聴会終了後に提出さ れた意見シート によ るも の
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①新潟市視覚障害者福祉協会意見広聴会

開催日　 　 令和6年9月10日（ 火） 　 　 会場　 新潟市総合福祉会館

参加人数　 6名

意見数　 　 19件（ 情報の受信6／避難行動13）

No 種別 意見内容

1 1 情報の受信
子供や妻は見える ので、 テレビ・ スマホから 得た避難指示・ 緊急速報等をそのまま読んで伝えてく れる 。 家族がいる か
ら 家族間で情報入手・ 共有ができ るが、 一人だっ たら こ う はいかないと 思う 。

2 1 情報の受信
ラ ジオ・ テレ ビで緊急速報を知っ た。 小学校で避難の放送をし ており 、 それがすごく よ く 聞こ えた。
う ちは高台なので、 下手に逃げる より こ こ にいた方がいいと 思っ た。

3 1 情報の受信 携帯で非常通信が入っ てき た。 マンショ ン の5階にいる ので津波が来ても 大丈夫だろ う と 逃げる 手段も 取ら なかっ た。

4 1 情報の受信
テレビを つけていて、 「 地震です。 逃げてく ださ い。 津波が～」 と 言っ ていたけど、 横揺れだから 逃げる必要ないと
思っ た。 慌てるこ と が一番危ないと 思っ たので、 意外と 冷静でし た。

5 1 情報の受信
いつも スマホを肌身離さ ず持っ ている ので、 地震速報と か何かあっ たと き はこ のスマホに入るので、 それで情報は
キャ ッ チし ている 。 う ちのすぐ 裏に消防署があっ て、 「 と にかく 避難し てく ださ い」 と いう のがガンガン鳴っ ていて本
当に怖かっ た。

6 1 情報の受信

揺れて即、 私はラ ジオを付けて、 連れ合いはテレビを 付けた。 テレ ビは地域特定の情報と いう よ り 全国放送でわかり に
く かっ た。 その後、 BSNは地元の状況を 出し てき たので、 わかるよ う になっ た。 津波の危険性がある 所には避難指示が出
たと 聞いたが、 私は関屋で避難指示の区域だと 思う が、 個々の情報に触れた記憶がない。 防災メ ールはエリ アごと に避
難指示が発信さ れるのか。

7 2 避難行動

盲導犬協会では、 何があっ ても 一人で避難せず、 誘導する 人を 待つこ と になっ ている。 元旦も 外でずっ と 迎えの担当を
待っ ていたが、 後日「 忘れていた」 と 言われた。 いく ら 担当がいても 、 何と か自分で逃げなければと 思っ た。 高台めが
けて歩いていく 人に「 一緒に連れて行っ てく ださ い」 と 頼んだと し ても 、 みんな逃げる こ と に必死ででき る だけ関わら
ない、 自分だけ行く よ う な感じ だと 思う 。

8 2 避難行動
十何年前に災害時の避難の登録を し た。 その時に「 あなたの担当は〇〇さ んです」 と 伝えら れたが、 それから 十何年
経っ ていて何の通知も ない。 どう なっ ているんだろ う と 常々思っ ていた。

9 2 避難行動

民生委員が次の日「 大丈夫でし たか」 と 来てく れた。 自分のこ と が大事だと いう のも 重々わかる が、 次の日来ら れても
…。 忘れら れると か、 置いていかれたから 困る と いう 不安がある。
地震直後にト イ レ があふれたが、 老人会に連絡し たら 5分後に来てく れてト イ レ をき れいにし てく れた。 町内の行事や老
人会に参加し て、 町内の人たちと 一緒に雑談し ていかないと ダメ だと 思う 。 目の見えない一人暮ら し と いう こ と を誰か
がわかっ てく れれば万が一の際助かる かも し れない。

10 2 避難行動

・ 視覚障がいの人にアンケート を と っ た結果、 3分の1く ら いは避難行動要支援者制度を 知ら なかっ た。 残り のう ち半分
は知っ ていても 登録し ていなかっ た。 そも そも どなたが支援し てく ださ るのか記憶にない。 ちょ う ど休みで家族がいた
から 事なき を 得た人も 割と いたが、 も し 一人だっ た場合どう だっ ただろ う かと いう 声を 聞く 。
・ どう し ても 避難所に行く こ と に対し て不安・ 抵抗感がある。 大人数の中で、 慣れない環境の中に避難する っ ていう こ
と に対し て、 ト イ レ・ 移動等に非常に負担感も あるし 、 行っ たら 行っ たで余計大変じ ゃ ないかと いう 気持ち がある。 避
難所に行っ てそう いう 苦労するく ら いであれば、 一人で家の中にずっ と いた方が気持ち が落ち着く と いう 話も あっ た。
・ 社協の職員、 福祉会館の職員、 白山小にいた市の職員の連携が非常に良かっ た。

11 2 避難行動 社協の事業所から 安否確認の一報を入れても ら う 協定はあるのか。

12 2 避難行動

一人で行動するこ と にあまり 苦を 感じ ず困ら ないが、 それは普通の生活をし ている 環境だから であっ て、 地震と か災害
があっ た時には、 一人で行動する こ と にと ても 困るはずだと 改めて感じ た。
地域に気軽に声を かけても ら える 関係をどれだけ作っ ておく かと いう のは、 私たち も 課せら れている。 地域の人も 私た
ち を見てく ださ る と いう と こ ろ も 、 また大き いと 、 今日の話を 聞いてつく づく 思いまし た。

13 2 避難行動 地域の環境を みる と 、 みなさ ん高齢になっ て自分のこ と だけで精一杯でだんだん余裕がなく なっ てき ている 。

14 2 避難行動
視覚障がい者は避難所に行く こ と が不安になる ので、 避難し ないと いう 考えの方が一定数いる。 よっ て総合福祉会館、
特別支援学級が積極的に避難所と し て開放し ていただき たい。 要支援者・ ハン ディ キャ ッ プを持っ ている方々は一般の
避難所よ り 優先的に避難でき る安心感は高まる と 思う 。

15 2 避難行動 ふれあいプラ ザは新潟市以外の人も 避難でき る と 思う が指定さ れている か。

16 2 避難行動 総合福祉会館は障がい者ばかり でなく 、 こ の地区の人たち の避難所にも なっ ていますよ ね。

17 2 避難行動 今回、 障がい者が福祉施設に一時的に入所し た事例はあっ たか。

18 2 避難行動
今回、 西新潟病院だと か、 全然指定避難所でないと こ ろ に避難さ れた方が結構いて、 病院側も 柔軟に受け入れてく れた
と 聞いた。 病院側も 中には困っ た例も あっ たみたいだが、 病院は車いす等も あり 、 避難所と し て結構いい場所だと 思っ
た。

19 2 避難行動
ハザード マッ プについて、 各区役所にお訊ねすれば、 丁寧に対応し て教えてく ださ ると 伺っ ています。 私たち視覚障害
と か、 ハザード マッ プを一人でなかなか確認し にく いと いう 方は、 そう いう 情報収集の方法をし っ かり と 認識、 理解し
た上で積極的な活用が必要だろ う と 思っ ています。
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②NPO法人新潟市ろ う あ協会意見広聴会

開催日　 　 令和6年9月11日（ 水） 　 会場　 新潟市総合福祉会館

参加人数　 3名

意見数　 　 20件（ 情報の受信6／避難行動6／避難所運営8）

No 種別 意見内容

1 1 情報の受信
情報について、 新潟市ろ う あ協会のグループLI NEがあっ て、 そこ で大丈夫な方から 連絡がき ていた。 白山駅近く に住んで
いる 方から 家の外で、 少し 段差ができ たと の報告があっ た。 自宅のある は地震の影響はほと んどなかっ た。

2 1 情報の受信
情報はスマホ、 LI NE、 テレ ビ のニュ ースで得た。 テレ ビを たまたま観ていて、 揺れる前にニュ ースでの地震注意速報がで
ていたので、 揺れるのはわかっ ていたが、 ひどい揺れだっ たので驚いた。 その後で、 津波が来る ら し いと いう 情報をテレ
ビのニュ ースで観た。 新潟市ろ う あ協会のグループLI NEでやり と り をし たが、 協会の方から 特に心配な情報はなかっ た。

3 1 情報の受信
ろ う 者、 ろ う あ者が見てわかるよ う なスマホにく る災害に関する 情報が非常に少なかっ たと 感じ ている 。 市役所から 災害
に関する メ ールが来る と 、 避難も し やすいと 思う 。 私たち はスマホをみるのが中心になっ ている ので、 スマホに情報が来
ると よいと 思う 。 ほと んどのろ う 者、 ろ う あ者はスマホを 持っ ている。

4 1 情報の受信
緊急通報システムのＮ Ｅ Ｔ １ １ ９ のアプリ は、 登録が必要だが、 何かあっ たと き に来ても ら える 。 同じ よう に災害が起き
たと き 登録し ていれば、 すぐ わかるよう なアプリ があればよいと 思う 。

5 1 情報の受信
新潟県防災ナビ のアプリ はよ いも のだと 思う 。 例えば、 定期総会、 定例会などのと き に、 担当の方に来て説明いただい
て、 その時に登録をし ていただければ、 登録する人がどんどん増えてく ると 思う 。 一般のろ う あ者は、 文章を読み取るの
が苦手で自分でやるのは難し い面がある ので、 担当の方が来て説明いただき 、 その場で手続き ができ る と いいと 思う 。

6 1 情報の受信
災害で一番怖いのは水。 川が近いので、 川の水が堤防から 溢れてく るこ と が怖い。 信濃川の増水で、 早く 避難をと 言われ
ても 、 その情報がわから ないので不安である。 信濃川の情報等が入っ てこ ないので心配である。

7 2 避難行動

地震が起き た時、 自宅にいて避難場所に行こ う と 思っ たが、 家の隣など周り の家を 見ると 、 家の電気も 付いたままで避難
し ている 人がいなかっ たので、 避難せず家の中にいた。 以前、 民生委員の方が家にき て、 避難のと き の「 笛、 黄色のタ オ
ル」 などの使い方を説明し て頂いたが、 民生委員の方は手話ができ る方ではなく 、 普通にし ゃ べっ ての説明だっ たので、
少し 不安があっ た。 も し 地震や災害が起き た時に、 民生委員の人が来る こ と ができ るのか、 電話番号は交換し たが、 メ ー
ルは苦手で、 電話が主と のこ と で、 耳が聞こ えない者と のコ ミ ュ ニケーショ ン に少し 不安があっ た。

8 2 避難行動

地震が起き た時、 かなり マン ショ ンが揺れた。 避難方法がわから なかっ た。 隣人の方から 、 筆談でエレ ベータ ーが使えな
いと いう 情報を いただいた。 降り るには階段し かないが、 マンショ ンに住んでいる 人は、 マンショ ンから 下のほう を見て
いる よう で、 避難し ている様子はほと んどなかっ た。 自分の部屋の中は、 ガラ ス壊れていたり 、 家が少し 傾いたよ う に感
じ た。 周り をみても 津波も なく 静かな様子だっ た。
マン ショ ンの場合、 民生委員の方は来ないが、 隣近所の方を知っ ていて、 回覧板を 回すこ と も ある。 たまたま近く に高齢
の手話通訳者がいて、 地域の民生委員の方がいると いう 話は聞いている が一度も お会いし たこ と がない。 避難の時にどの
よう な方法でするのか、 まっ たく わから ないので、 隣近所の方に助けても ら っ ている。

9 2 避難行動

新潟県聴覚障がい協会の理事をやっ ているが、 今回の地震の情報は協会へほと んどなく 、 西区の情報も あまり なく 、 ２ ～
３ 日後に会員の方から 、 対策と いう より も 相談と いう 形で連絡がき た。 県の聴覚障害者協会は、 大き な地震の際には地震
対策本部をたてるが、 今回の能登半島地震では対策本部を たてなかっ た。 2年前の村上市の地震の際には、 ろ う 者の方で被
災者がいた。 その方の様子を 聞く と 、 家から 出れず、 道も 大変だっ たが、 地域の方から 手伝いの申し 出を断っ てし まっ
た。 地域の方と のコ ミ ュ ニケーショ ンが足り てなく 、 地域の方と コ ミ ュ ニケーショ ンをと り ながら 避難する こ と ができ れ
ばよ かっ たと 思う 。

10 2 避難行動

ろ う あ者や障がい者が避難でき る よう な援助があればよいが、 も し 夜に洪水などになると 逃げ遅れるこ と になる。 近く の
小学校や中学校へ避難するこ と になると 思う が、 ろ う あ者は訓練をし ていない。 災害が起き たと き は突然に動かなければ
なら ず、 日常の訓練があれば近く に避難でき る かも し れないが、 ろ う あ者は避難所へ行く 経験がない。 地域の方がろ う あ
者と 一緒に動いてく れれば非常によいが、 基本は社会福祉協議会から のろ う あ者や障がい者に対する避難準備の支援を考
えても ら えればと 思う 。 町内で避難訓練がある が、 一度も 参加し たこ と がない。 耳が聞こ えないのでコ ミ ュ ニケーショ ン
のずれがある、 話が通じ ないと 思っ て参加し てこ なかっ たが、 こ れから は参加し たいと 思う 。

11 2 避難行動

も し 隣近所がいなかっ たり 、 周り が高齢者ばかり で動けないだと 、 も し 何か起き た場合に誰が助けてく れる のかと いう 不
安がある 。 ハザード マッ プだけを 配ら れても 、 よく わから ない。 現状を 理解し ての話であればいいが、 想像だけではどう
すればよ いかわから ない。 地域の避難所の確認や探すなどの心構えをするこ と が大事なのも わかるが、 ９ 月１ 日などの防
災の日に、 ろ う あ協会で集まっ て、 市から 避難の方法などの防災の話を 聞かせても ら う こ と が大事ではないかと 思っ てい
る。 北区では、 ろ う あ者や障がい者だけが集まっ て避難訓練をすると いう 話を 聞いている 。

12 2 避難行動
ろ う あ者にと っ ては、 手話ができ るこ と にこ だわり ます。 手話ができ なければ話ができ ない。 手話ができ る 人が支援をし
ていただければ、 個人的には非常に安心でき る 。 コ ミ ュ ニケーショ ンの1つと し ての手話は非常に大事なので、 考えていた
だき たい。

13 3 避難所運営
知人は避難所に行っ た経験がある が、 「 おにぎり や水があるので配り ます」 と 声だけで言われても 聞こ えていないので、
何も でき なかっ た。 人が動いているのはわかる が何を し ているのかわから なかっ た。 「 おにぎり を配り ます」 のよ う なプ
ラ カ ード を持っ て避難所の中を周っ ても ら う と よいのではないかと 思う 。

14 3 避難所運営
避難所にはたく さ んの人が集まっ てく る 。 その中には車椅子の人やろ う 者なども いるが、 車椅子を見る と 協力し ても ら え
るかも し れないが、 ろ う あ者は見た目では障がいがあるかわから ない。 声だけでは聞こ えないので、 受付の担当者は、 聞
こ えない人へ対応でき るよう 準備をし てほし い。

15 3 避難所運営
能登の避難所では、 ろ う 者の方も 避難し ていたが、 手話通訳者の名簿の準備がさ れていて、 金沢市から 手話通訳者がすぐ
に派遣さ れた。 現場にいた手話通訳者は安否確認などの報告も し ていた。 新潟市でも 、 手話通訳者の登録者はたく さ んい
るので、 手話通訳者の派遣ができ るよう な体制が必要ではないか。

16 3 避難所運営
何年か前に、 ろ う あ協会の中央区の会員が集まっ て、 避難所に関する情報交換をし たこ と がある 。 避難所がどこ にあるの
かわから ない、 どう すればいいのかわから ないと いう 声を 聞いた。

17 3 避難所運営 コ ロ ナ前に行っ た北区のろ う あ者で集まっ た防災訓練では、 地震だけではなく 津波や大雨についての話も でていた。
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No 種別 意見内容

18 3 避難所運営
防災訓練をやっ たほう がよいと 思う が、 防災訓練の経験がないと わから ないので、 災害の経験談などを 話し ても ら う のが
よいのではないかと 思う 。 スマホに来る 情報を 実際に受け取る体験ができ るのも よ いのでがないかと 思う 。

19 3 避難所運営
20年前の2004年10月の中越沖地震でも 、 ろ う あ者で被災し た人がいて、 災害の状況をまと めた本がある 。 新潟市から も 、
そのと き のろ う あ者で被災し た方へ聞き 取り を すれば参考になる のではないか。 能登半島地震でも 、 新潟市から 復興の支
援の活動で派遣さ れたと 思う が、 そのと き の経験も お話いただければと 思う 。

20 3 避難所運営

新潟市は８ 区あり 各区のろ う あ者の数も ばら ばら であるが、 どこ か１ つの体育館などに各区のろ う あ者を集めて、 手話通
訳者を通し て、 交流なども 含めてハザード マッ プなどの説明し ても ら えればよ いのではないか。 ろ う あ協会と し ても 相談
し てみる 。 避難食を見たこ と がないので、 どんなも のを買えばよ いかわから ない。 見本などを見せても ら えれば、 各自で
買っ て準備ができ るのではないかと 思う 。
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③新潟市身体障害者福祉協会連合会意見広聴会

開催日　 　 令和6年9月13日（ 金） 　 　 会場　 新潟市総合福祉会館

参加人数　 2名

意見数　 　 14件（ 情報の受信5／避難行動6／避難所運営3）

No 種別 意見内容

1 1 情報の受信

北区に住んでおり 、 津波警報が出たこ と は知っ ていたし 、 地震の発生についても スマホで情報を 受信でき た。 また、 津波
警報が発令さ れたが、 海岸の近く なら 津波が来るかなと 思っ たが、 私は結構、 高いと こ ろ に住んでいる ので津波は来ない
だろ う と 、 津波の被害は心配し ていなかっ た。 今回、 北区は家が傾いたり する よう な被害はなかっ たが、 特に豊栄や早通
あたり は揺れる と 、 昔、 田んぼだっ たので家が傾き やすいだろ う と 思う 。

2 1 情報の受信
テレ ビで津波警報を見た方が、 「 津波が来る、 津波が来る 」 と いう こ と で、 と にかく 避難所へ逃げていた。 だから 、 津波
警報が出た後のテレ ビ での報道がかなり 大げさ だっ たよう に感じ る。

3 1 情報の受信

私はハザード マッ プを 何年か前に区が配っ てき たので見ている。 水害のこ と だけはわかっ ている ので、 津波も 来ないだろ
う し 、 水害も 来ないだろ う と いう こ と はわかる 。 自分なり の判断で、 津波が来たっ てバイ パスの高さ が相当高いから 、 あ
れを 超えてく る よう になっ たら 、 我が家も 終わり だし 、 みんな終わり だなと 思っ たので、 そう いう 点では若干安心し てい
たっ ていう と こ ろ はあるかも し れない。

4 1 情報の受信

私の住む豊栄のほう では、 集中豪雨（ S41. 7. 17、 羽越水害S42. 8. 28） が2年続けてあっ て、 豊栄はみんな浸水し た。 木崎小
学校の前あたり でも 船で動いてたと 聞いた。 豊栄でも 、 ハザード マッ プがある から 、 それを見て私たち は生活し ていて、
逃げる場所は木崎中学校ですよと 聞いている。
我々の会の会員は、 障がいだけではなく 、 障がいと 病気を みんな持っ ている。 障がいと 別にいく つかの病院を掛け持ちし
てる っ ていう よ う な状況です。

5 1 情報の受信
防災情報チラ シを頂いて、 団体の中で配り たいと 思う 。 会員は1000人ぐ ら いいる。 スマホを持っ ていない人なんてほと ん
どいないので、 耳の聞こ えない人たちでも 、 メ ールでやり 取り し てやっ ている 。 団体の会議のと き に、 会員の皆さ んに
配っ てわかっ ていただけると よいかなと 思う 。

6 2 避難行動
海岸側の人から 、 黒崎の方に津波は来ないでし ょ う と 後で言われたが、 信濃川があるし 、 信濃川が逆流し てく るっ ていう
のは、 60年前の新潟地震の時には、 そう いう 経験にし ているので、 やっ ぱり 河口から ずっ と 離れてはいますけど、 その考
えは違う のではないかと 思う 。

7 2 避難行動

西区の善久・ 寺尾の液状化で大変な地域の中のお１ 人が、 車椅子は使っ てない方なのですが、 小路の中で1番奥の家で、 自
身は車椅子でなかっ たので、 なんと か抜け出し て逃げら れたけども 、 車椅子の人がそう いう 小路の奥の家だっ たら どう す
るのか。 誰か助けを呼ぶと 言っ ても 、 ああいう 状況の中で、 手立てがあるのか。 今のと こ ろ 、 団体と し ても 何も そう いう
も の持っ ていないですし 、 連絡網みたいなも のも ない。 そう いう 話を聞いて、 たまたま、 そんなに 重度の人は団体の会員
の中にはいないので、 ある程度、 自分で、 自力ででき る人ばっ かり の団体の会員なのですが、 確かに、 車椅子し か使えな
い１ 人暮ら し で、 どんどん１ 人暮ら し の人が多く なっ ていて、  その時に、 どう し たら いいんだろ う ねっ ていう 話をし てい
まし た。

8 2 避難行動

地震で大変な中でも 、 家族がいら っ し ゃ る方は、 家族が一緒に助け合っ てやっ ていたので、 それほどでも ないのですが、
避難する 時に、 こ う いう 言い方を すると 悪いのですが、 自分も どう し たら いいのかわから ないのに、 団体の会員さ んのこ
と まで、 なかなか考えら れなかっ た。 後で考えると 、 なんと も 申し 訳ないと 思う のですが。 連絡網や安否確認ができ るよ
う なも のを作っ た方がいいのかなと 思っ ています。
今日のテレ ビで、 品川区が障がい者に関わら ず高齢者と か見守り し なき ゃ いけない人に、 品川区と し て、 すぐ 連絡が取れ
るよ う なシステムを作ると いう 話を言っ ていて、 細かいこ と よく わから ないんですけど、 すごいなっ ていう か、 やっ ぱり
何ら かの形ですれば、 お互いに大丈夫だね、 こ こ はどう なの、 と か連絡が取れるかなと か思っ た。 今回はたまたま、 そん
なに重度の人はいなかっ たんですけど、 重度の人は大変かなっ て思う 。

9 2 避難行動 避難行動要支援者名簿は昔から あり ますよね。 名簿や民生委員の方も 変わっ たり し ている のでは。

10 2 避難行動
地震が起こ っ て、 初めて隣の人と 顔を合わせた、 家がどう だと か隣の家と の境界がどう だと かと 言っ ている のが、 実際、
現実なのです。

11 2 避難行動
小学校まで避難するだけでも 車で来る人も いたので渋滞し まし た。 渋滞と いう より も 、 車が重なっ て出たく ても 出ら れな
い状態でし た。 小学校の駐車場は、 そんなに広いわけじ ゃ ない。 「 車が出ていく ので」 と スピーカ ーを 使っ て大き な声で
呼びかけをし ていた。 地域によっ て、 と き めき 西がダメ で、 と き めき 東は大丈夫だっ た。

12 3 避難所運営
近く の避難所になっ ている小学校に歩いて行っ た。 そこ には多く の地域の人たちがいて、 と にかく 上階に上がろ う と し た
時に、 ペッ ト を 連れてき てる 人たちは入れなかっ た。 ペッ ト について、 その時に、 どう 対応し たら いいんだろ う と 思う 。

13 3 避難所運営
ト イ レ について、 最終的にはちゃ んと こ こ 使っ てく ださ いと いう 案内が出たんですけど、 最初、 そんなこ と はわから ない
ので、 階段上がっ ていっ て、 ト イ レ だと 思っ ていっ たら 水も 出ない。 エレ ベータ ーも 効かなかっ た。 なので、 最初、 エレ
ベータ ーも 使えないっ てこ と は、 車椅子や体の悪い方は、 どう し たら いいんだろ う なと 思う 。

14 3 避難所運営
避難所の山田小学校で、 し ばら く みんなでテレ ビを観ながら どう だこ う だと いっ ていた。 そう いう 情報を見ながら 、  いつ
までいればいいんだろ う ねっ ていう 感じ でいたので、 津波など何事も なく 、 も う 帰ろ う よ と 、 自宅に帰っ てき た。 翌日、
自分の家はそれほどでも なかっ たが、 液状化で、 その地域の方はすごい大変だっ たっ ていう のが現状でし た。

90



④NPO法人にいがた温も り の会意見広聴会

開催日　 　 令和6年9月13日（ 金） 　 　 会場　 越路ビ ル

参加人数　 5名

意見数　 　 16件（ 情報の受信7／避難行動3／避難所運営6）

No 種別 意見内容

1 1 情報の受信
スマホで津波警報を受信し 、 その後、 消防団の活動の中で避難者へ呼びかけがあっ た。 避難所の日和浜小学校は、 テレ ビ
がなかっ たので、 イ ン タ ーネッ ト を YouTubeにつないで、 テレ ビに映し た。

2 1 情報の受信
緊急連絡先の携帯番号をお伝えし ている 利用者から 、 どう し たら いいかと 相談の電話は一人も なかっ た。 後から 、 一人暮
ら し の方は避難の判断に迷っ たと 聞いた。

3 1 情報の受信
自身は魚沼の実家で地震を体験し た。 家族は新潟市内にいたが、 自閉症の息子が興奮し て手がつけら れなかっ た。 東京か
ら 帰省し ていた弟が一緒にいてく れて助かっ た。 妻はスマホではなく ガラ ケーを使用し ているが、 自宅にパソ コ ン が複数
台あるし テレ ビ も 見れていたと 思う 。

4 1 情報の受信
夫が外出中で子供と 二人の際に地震が起き 、 揺れの後携帯が鳴り 、 大き な揺れの中テーブルの下に隠れ、 揺れが収まっ て
から テレ ビ をつけた。 近所が動き 出し ていたので、 自分たち も 避難し た。 一番近いのは中学校だが、 家の事情を知っ てい
ると こ ろ へ逃げたく 、 子供が通っ ている 小学校へ逃げた。

5 1 情報の受信
かなり 揺れたがそれほど怖い思いはせずに済んだ。 テレ ビが「 逃げてく ださ い」 と 言う ので緊急事態だと 思っ た。 場所が
ら 大丈夫だと 思い逃げなかっ た。 逃げた人は、 小学校の４ 階まで上がっ たと 聞いたが、 私や母は４ 階まで階段で上がれる
か心配になっ た。

6 1 情報の受信
テレ ビのアナウンスが危機感を煽り 、 刺激的でみんながヒ ステリ ッ ク になっ ていた。 精神の方っ てスト レ スに敏感なので
き ついなと 。

7 1 情報の受信
ハザード マッ プの説明会を会社、 組合向けに開いていただき たい。 自分たちの仕事に直結すると いう こ と であれば、 真剣
になる。

8 2 避難行動
避難所で安心し て眠れるか心配。 いろ んな人がいる中で一人で眠れるか、 眠っ ている 間に私物を 取ら れるのではないかと
思う 。 そう いう 理由で自宅のほう がいい。

9 2 避難行動 ３ 日経つと サポート の活動が始まっ て何と かなると いう こ と か。

10 2 避難行動 高齢の方を 中心に「 避難の際に支援は必要ですか」 と アンケート をと っ ている か。

11 3 避難所運営 テレ ビが映ら なかっ たこ と は日和浜小学校に改善し てほし い。

12 3 避難所運営

人ごみ、 刺激等に過敏でフ ラ ッ シュ バッ ク が起き る。 イ ヤーマフ ラ ーを 持っ ていけばよかっ た。 一人になり たい、 早く 家
に帰り たいと 市の職員や学校の先生に言い出せなかっ た。 「 自分は今フ ラ ッ シュ バッ ク が起き ていて、 こ う し てほし い」
旨のカ ード が必要だっ たと 思っ た。 家では対処でき る が、 避難所で対応でき ない。 咄嗟になると 、 誰に何を聞いたら いい
かわから ない。 隣に近所の方が座っ ていたので、 知っ ている 方がいてよ かっ た。

13 3 避難所運営
親戚が避難訓練の際に、 避難所のト イ レ は使わないよ う に言われた。 どう し たら いいのか。 また、 自分は膝が悪いので和
式ト イ レ が使えない。 仮設ト イ レ はどう なっ ているか。

14 3 避難所運営
・ 停電時、 蓄電器のよ う なも のは用意さ れるのか。
・ 大き な地震があっ たと し て、 スマホ・ 携帯の中継地がやら れる と 通話でき なく なる のか。

15 3 避難所運営 逃げる際のバッ グにヘルプマーク を つけている と 配慮が違っ てく るのか。

16 3 避難所運営 避難し た先のパーソ ナルスペースについて、 みなさ ん心配だと 思う 。
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　 市防災士の会女性部会意見広聴会

開催日　 　 令和6年9月10日（ 火） 　 　 会場　 新潟市役所

参加人数　 4名

意見数　 　 22件（ 情報の受信4／避難行動4／避難所運営13／その他1）

No 種別 意見内容

1 1 情報の受信

・ 要支援者の避難計画も 作成し ているが、 支援者や役員に負担がかかる。 どう し たら よいかわから ない。 高齢者は情報が
なかなか手に入り にく い。 高齢者は避難訓練に参加し ているが、 江南区は若い人たちの避難者が多かっ た。 高齢者も 若い
方も まんべんなく 興味を持っ ていただけるよう に、 局の方の働き かけが必要。
・ 避難指示の区域がわから ない。 情報の出し 方が大事。
・ 避難所に避難し たが、 「 避難所を 開ける必要がない」 と 拒否さ れたと 受け取っ た人がいる。 よく わかっ ていないので
は？

2 1 情報の受信
・ 上山小学校の避難所は津波避難の必要はない地域だが、 ガラ スを 割っ て避難し ている人がいた。 BSNラ ジオ（ テレビ）
を 使っ て地域別の情報を発信でき ないのか。
・ 防災訓練の際、 ハザード マッ プを 持っ ている人が少なく 、 捨てている人が多かっ た。 あら たに作っ てく れるのか。

3 1 情報の受信

・ 軽度知的障がい者は避難の際の「 高齢者等」 に含まれるのか。
・ マンショ ンに住んでいる車いすの方について、 ヘルパー、 訪問看護等利用し ていない人は近所、 親戚し か心配し てく れ
ない。 断水の際も 水をも ら いに行く こ と ができ ない。 頼れる人を作っ ておいたほう がいいと 気付いた。 市の障がい福祉課
は声をかけてく れないと 気付いた。 役所の人たちは助けてく れないと 思っ ていたほう がよいと 伝えた方がいいのか。

4 1 情報の受信

南区は避難想定がないのに避難所が一斉開設さ れていて驚いた。 今回、 指名職員は待機の意味で避難所にいたのか？広聴
会、 市長と の懇談会で提案し た際、 防災メ ールを登録し てそれを見て動いてく ださ いと 回答を受けたが、 それでは遅い。
区による緊急性の違い等細かい情報発信を し てほし い。 それが難し いのであれば、 地域の自主防災会や避難所運営委員に
一報いただければ、 情報伝達を協力さ せていただく ので、 施設管理者と 防災会にはすぐ 連絡が来る仕組みを 構築し てほし
い。

5 2 避難行動
自主防災組織がなく 、 訓練をおこ なっ ていない地域があり 、 高齢者が不安がっ ていた。
避難は原則徒歩と わかっ ているが、 高齢者等遠く まで歩いていけない場合車の避難も 考えら れる。 車の動線の確保やルー
ル作り を検討し ておく 必要がある。

6 2 避難行動
・ 車で避難し た際、 駐車場所が心配だ。 どう すればいいか。 高齢者等は車いすで避難し たほう がいいのか。 上越市（ 直江
津） は要支援者は車避難でいいと 言っ ていた。
・ 支援者名簿についておし えてほし い。 更新はあるのか？

7 2 避難行動
避難所に高齢者を 迎えにき た車が避難所の入り 口に一時駐車し た際、 他の避難者から 苦情が出た。 車でなく 、 おんぶし て
帰ればよかっ たのか。

8 2 避難行動
自分がハザード リ スク を分かっ ていなければいけない。 ハザード マッ プの見方や避難所に持参する防災グッ ズ等を行政か
ら 地域のリ ーダーへおし えてほし い。 それを地域の下へ流す連携を 取っ ていく 。
また、 西新潟中央病院のよう に手を 広げ、 企業と の連携を 取るこ と も 大事。

9 3 避難所運営 マンショ ンに住んでいる要支援者の方には避難所から 食料を届けるのか？

10 3 避難所運営
中央区で車いすで避難し た人に対し て、 運営側が無言で「 困っ たなあ」 と いう 表情をし た。 障がいのある人に自分で頑張
ら なき ゃ いけないと 伝えなければいけないと 思っ た。

11 3 避難所運営 今回の地震で、 指名職員がたまたま地域にいなかっ た。 「 避難所に行けない」 と 連絡がほし い。

12 3 避難所運営
ボラ ンティ アに関わると 被災者の気持ち、 被害の状況がわかっ てよかっ た。 泥掻き は重たく 女性にでき るのか不安だっ た
が、 ボラ ンティ アと 協力し てでき た。 大勢の人が関われればいい。

13 3 避難所運営 ボラ ンティ アセンタ ーへの市の関わり が少なかっ た。 被害の少ない区の人や県職員も 協力すればいい。

14 3 避難所運営
今回は運営まではいかなかっ た。 女性は高齢者、 障がい者へ温かい、 やわら かい接点を持てるので、 避難所への女性参画
を 進めていく べき だ。

15 3 避難所運営
上山小では、 施設管理ができ る人が来てく れて安心につながっ た。 暖房・ テレビ・ 電気の要望が通り 、 混乱が見ら れな
かっ た。

16 3 避難所運営

・ 指名職員も 防災訓練に積極的に参加し てほし い。
・ 女性用の生理用品がゼロだっ た。 1パッ ク だけあっ たが消費期限が来たから と 回収さ れ補填がない。 赤ちゃ んのおし り
ふき はあるけどおむつはない。 高齢者の尿取り パッ ド はあるけどおむつはない。 配布の予定はあるのか。
・ 資機材や備蓄品が1階にあっ た。

17 3 避難所運営
・ 避難所での水、 毛布等の備蓄品の配布のタ イ ミ ングや解散のタ イ ミ ングがわから ない。 警報が出てる中、 帰る人を 止め
たほう がよかっ たのか。

18 3 避難所運営
・ 避難者への避難所閉鎖の促し 、 説得に苦労し た。
・ 今後震度6の地震の際、 避難所の建物の安全確認前に避難者が殺到し 、 混乱するこ と が心配。
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No 種別 意見内容

19 3 避難所運営 避難所開設について、 地域の自主防災会で独自のルールを 作っ ていると こ ろ がある。 許さ れるのか？

20 3 避難所運営
中央区の避難所で、 みなさ んが住みやすいよう に、 ギャ ラ リ ーの畳を1階に運ぶ際に、 畳が柵を 超えて落ち、 下の人たち
が被害に遭う と こ ろ だっ た。 住民が自主的におこ なっ た行動について、 役所も 対応を考えなければいけない。

21 3 避難所運営 みなさ んの善意で2階へ人を運ぶ際に階段から 落ちたら どう するのか。

22 4 その他 新潟市防災士の会を立て直し 、 活性化さ せてほし い。
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№ 項目 発言者 有識者意見

1 原委員
●県では災害対策本部が立ち上がると 、 縦の通常業務と 横の本部業務を知事や副知事ではなく 、
危機管理監も し く は副危機管理監の方で調整すると いう 形になっ ている。 関係課の連携強化の部
分で新潟市も 考えたほう がいい。

2 田村委員

●災害対策本部の解消・ 撤収があまり に早い時期であっ たこ と に衝撃を受けた。 新潟市は今災害
で大変な思いをし ていて、 まだまだ支援を必要と する人たちも いるんだと いう こ と を示すために
立ち上げておく 必要がある。 内閣府をはじ め、 国の省庁も 県を通じ て情報交換ができ るチャ ンネ
ルを失う こ と になる。 建物調査や罹災証明書の発行はまだまだ進んでおり 、 庁内から も 応援を得
なければいけない。 また、 応急修理は災害救助法の中でやっ ていおり 、 基本は災害対応の中で今
の支援が行われているわけで、 そこ は明示的に市と し て示すべき ではないかと 思う 。

3 田村委員

●災害対策本部は全体の業務がう まく いっ てるかどう かを管理運営し ていく も の。 本部会議だけ
で話すのは無理だと 思う ので、 本部会議の前に事前の調整会議と いう 横串を刺す会議が必要だと
思う 。 災害が起こ っ たこ と によっ て、 業務量が非常に多く なる業務については、 課長さ ん、 部長
さ んと いう より は補佐ク ラ スを集めて、 まずは横串を刺す中でどう いっ た課題があるのかを平た
く 、 皆で話し 合っ た結果を幹部がまと め、 市長に決裁を仰ぐ 。 その段階で調整をすると いいと 思
う 。 県や、 こ れだけのたく さ んの機関の方がいら っ し ゃ るので考えを聞いても 良かっ たのではな
いか。

4 田村委員

●各班 = 対策部 = 原課（ 元々の課） と いう よう な体制になっ ていて、 災害が起こ っ た時、 横串
を刺す仕組みにはなっ ていない。 新潟県や多く の自治体でやら れてるのは何人かを各課から 抜い
てき た中で班体制を構築し て、 その中で原課に戻っ てそれぞれが調整すると いう よう な二段構
え。 先ほど言っ た事前の調整会議の下に、 それぞれの各業務のと こ ろ でも 調整を行えるよう な二
段構えにし ておかないと 業務がう まく いかない。

5 田村委員
●区本部がう まく 活用でき ていなかっ た。 こ れを現地災害対策本部と するのか、 どう いう よう な
役割を担っ ていただく のかがう まく お願いができなかっ たのでは。

6 田村委員
●市役所が多く の庁舎に分かれている利点も あるだろ う が、 今回は非常に連絡が取り づら かっ た
ので、 災害対策本部がフ レキシブルに動いていく こ と が必要ではないか。

7 田村委員

●実際に各班の仕事が活動拠点において体制、 業務手順がどう だっ たかと いう 報告書を今年度中
に作るこ と を提案する。 それに基づいて、 今後その体制と 業務手順と 活動拠点をどう し ていく の
かと いう こ と を考えていく 必要がある。 今やら なければ新潟市は災害対応において変わる機会を
失う のではないかと 思う 。

8 佐藤委員 ●宮城県では、 災害対策本部を公開型にし ていて、 その場で情報共有し ていた。

9 佐藤委員
●仙台市でも 、 東日本大震災の際に、 本庁と 区と の間で様々な問題があっ たが、 そう いっ た声は
残り づら いため、 市役所でも 区役所でも 、 経験の継承に取り 組んでいく こ と が重要と 感じ た。

10 原委員
●メ ディ ア対応については、 新潟県では、 本部会議冒頭は公開、 その後は非公開で、 会議後に担
当者がメ ディ アの質問に答えると いう 形をと っ ているため参考にし てほし い。

11 原委員
●検証報告書に、 どう いう 班があっ て、 どう いう 業務があるかなど、 市の災害対策本部の組織図
がはいっ ていると よいと 思う （ p13に追記する形）

12 職員の参集 前田委員 ●職員の参集の見直し は必要性と 安全性を含めた見直し が必要。

13 原委員
●地震などの災害は勤務時間外に起き ると いう こ と を前提に準備し 、 参集の体制を組み立ててお
く べき 。

14 田村委員
●区によっ て被害のばら つき がある中で、 新潟市と し て方針を立てなければいけないのにメ ッ
セージをどう 出すか最後まではっ きり し なかっ たのが残念。

15 田村委員
●今回、 新潟市は、 平時の業務を続けなければなら ない中で、 業務計画、 事業継続計画と いう 、
新潟市と し てそれ自体をどう すると いう 意思決定がはっ き り し なかっ た。 一回全部の仕事をやめ
なければいけない。 各班の仕事のやり 方についても 再考が必要。

令和6年能登半島地震　 災害初期対応検証に係る 有識者等広聴会（ 意見要約）

対策本部の
運営

職員体制
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№ 項目 発言者 有識者意見

16 原委員
●例えば新潟まつり の際に地震が起き たら どう なるか等、 準備が必要。 新潟市民以外の観光客に
も わかるよう な避難所の誘導をし っ かり 行っ た方がいい。

17 篠田委員
●津波警報による避難指示の対象地域がわから なかっ たと いう 問題も 課題と し てあげら れている
が、 どう やっ て避難指示の対象地域を命ずるかと いう こ と については、 引き続き 課題と し て報道
機関と の協議連携を考えていかなければいけない。

18 佐藤委員

●元日、 新潟市のサイ ト にアク セスするこ と ができ なかっ た。 多分、 アク セスが過多でサーバー
がパンク し ていたから だと 思う 。 そう いっ た場合には、 簡易ページモード に切り 替えてテキスト
だけのページで運用する形をと っ たり するので、 そう いっ た緊急時のサイ ト の切り 替えも 参考に
し てほし い。

19 篠田委員
●災害時に生活再建と か、 生活支援にかかわるきめ細かい情報を市で広く 呼び掛けたり 、 提供し
たいと いう こ と であれば、 ラ イ フ ラ イ ン放送などを放送し ているので、 連携し て効果的に周知で
き ればと 思う 。

20 前多委員
●知り 得た情報については、 本来であれば、 現地確認をし て確実であるこ と を確認し たう えで、
情報発信でき ればよいが、 災害発生時の時間的猶予がない中でも 、 情報を直ちに市民に情報提供
するにはどう すればよいか、 検討するこ と が必要だと 思う 。

21 前多委員
●新潟市の公式LI NEは情報量が多く 、 いざと いう と き に必要な情報が届かないと いう こ と が考え
ら れるため、 他の市町村の公式LI NEを参考に、 必要な情報をピンポイ ント で届く よう 工夫でき る
と よい。

22
被害情報の

収集
斎藤委員

●能登半島に支援に行っ た際、 ド ローンを活用するこ と で、 短い期間での被害状況調査ができ
た。

23 李委員
●情報共有にあたっ ては、 被害情報、 避難所情報も し く は公共施設の損壊の状況など、 何の情報
をどう いう ツールで、 どのく ら いの精度まで共有し たいのか、 今後具体的に詰めていく 必要があ
る。

24 田村委員
●庁内職員であっ ても 被害の認識にばら つき があっ た点は見直すべき 。 職員も 市民の認識と 一緒
なので、 市民の認識を上げると いう こ と は庁内の職員の方の意識も 上げると いう こ と 。

25 斎藤委員
●teams と いう ソ フ ト がある。 能登半島地震の時はグループを作っ てチャ ッ ト 機能でリ アルタ イ
ムで現地で何が起こ っ ているか、 どこ で誰がどう いう 対応し てるか、 写真を含めて共有し た。 か
なり 迅速に対応でき た。

26 篠田委員
●災害が起き た時は報道各社は新し い情報を流し 続けると いう 体制をと る。 今はネッ ト を使っ て
の情報発信と いう こ と を各マスコ ミ がやっ ているので、 更新さ れた情報はどんどん出せる体制に
なっ ている。  1 日何回と かマニュ アルでその方法を決めて開いていただく と 非常に助かる。

27 篠田委員
●報道対応の窓口をはっ き り さ せていただき たい。 そう すれば、 そこ に問い合わせをし 、 新し い
情報を報道機関が市民に向けて発信でき る。

28 前多委員

●津波と いう のは、 大元は海の下の断層運動で決まっ ており 、 その断層運動が実際のと こ ろ どう
だっ たのかと いう のを直接確認する術と いう のが、 直ちにはない。 よっ て、 数年後に津波警報の
精度が飛躍的に上がると いう こ と は、 考えにく いと いう 前提はあり つつも 、 津波警報が発表さ れ
ている時にどう いう 行動をすべき か、 と いう のは、 考えていく 必要があると 思っ ている。

29 前田委員
●市民への避難行動の周知と 防災意識の啓発は、 皆さ んが自分ごと と 思っ ていただけるよう な効
果的な方法を考えていただき たい。

30 平井委員 ●西区にお願いし て液状化に特化し たハザード マッ プを作成中である。

31 佐藤委員
●宮城県のハザード マッ プは、 大津波警報、 津波警報、 津波注意報が出たら 避難する場所と エリ
アを指定し ている。 事前周知と し て、 そう いっ た工夫も あり 得る。

収集情報の
共有

報道機関
への対応

市民の
避難行動

市民への
情報発信
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№ 項目 発言者 有識者意見

32 諸橋委員
●避難所運営に関し て、 行政職員だけではなく 、 地域の町内会長と か自主防災会のリ ーダーが、
避難所運営を自分たちでやるんだと いう 考えの人が増えており 、 こ れまで意識啓発に取り 組んで
き た成果が表れてき ている。

33 前田委員
●避難所開設時の混乱と いう 課題で、 防災訓練の実施と いう 短期的な取り 組みを挙げているが、
皆さ んなかなか参加し ないので、 どう やっ たら 参加し ても ら えるか、 考えてほし い。

34 前田委員
●避難所の鍵ボッ ク スはずいぶん前から 設置に取り 組んでいたのではないか。 なぜ進まないの
か。 避難所の鍵を持っ ている方の心理的な負担も あると 思う ので、 ぜひ進めていただき たい。

35
要配慮者
への対応

田村委員
●個別避難計画は作成が推奨ではなく 、 作成し なければなら ないため、 記述を変更し た方がよ
い。

36
避難所外
避難者の

対応
前田委員

●指定避難所でないと こ ろ に設置さ れた自主避難所に避難さ れた方と か、 広い駐車場に車で集
まっ て車中泊をさ れるよう な方と かが、 食料などをも ら いに行っ ていいのか、 と いっ た問題が
ニュ ースになっ ていたので今後検討し ておく と よい。

37 田村委員
●被害認定調査の拠点は私が知るだけでも  6 か所変わっ ていた。 こ んなに変わら なければいけな
かっ たのはどう いう こ と なのか。

38 田村委員
●被害認定調査について、 新潟市では、 2人の職員を核と し て取り 組んでいた。 人によっ てし まう
のはいけないと 思う ため、 業務手順の見直し や、 全庁向けの研修、 また県が毎年実施する研修へ
多く の市の職員が参加し ていただく こ と が必要ではないかと 思う 。

39 田村委員
●今回の新潟市の被害は国の被害認定基準に合致し ていなかっ た。 その点については、 市、 県を
通じ て国へ提案し ているため、 新たな液状化被害について一石を投じ ていると 思う 。

40 田村委員
●罹災証明書の発行に関し ては、 大規模災害時も 平時と 同じ 枠組みで受付を開始し たため、 市民
にいろ いろ と 不信感を抱かせるよう な結果と なっ た。 こ の点については次の災害に備えて早急に
解消し ないと いけない。

41 田村委員
●日替わり での職員の派遣は、 モチベーショ ンが低下し たり 、 業務の継続性がなく なるので、 今
後はやめていただき たい。

42 原委員
●市の職員が、 日替わり の派遣ではなく 、 研修をし っ かり と 受けた方が１ 週間く ら い張り つめる
体制であれば、 も っ と 迅速に罹災証明書の交付につながっ たかも し れない、 罹災証明書は生活再
建の一丁目一番地だと 考えているため、 日頃から の準備を考えていただき たいと 思う 。

43 斎藤委員
●能登半島では現在も 応急復旧を継続し ていると こ ろ だが、 限ら れた資機材を有効活用するため
に、 どこ でどう いっ た資機材が必要かなどを話す連絡調整会議を開催し ている。

44 田村委員

●個々の班が受援業務を受け持つと 負担が大き く なるので、 災害対策本部内に受援班を置く 必要
がある。 事前の調整会議を開き 、 拠点だと か、 庁内・ 庁外の応援資源をどのよう に割り 振るかを
調整する必要がある。 災害時には取り 合いになるため、 それを実際に調整する役目を災害対策本
部の機能の中に持たせなければなら ない。

45 李委員
●市民と 行政の情報共有が速やかに行われるためにも 、 ボラ ンティ アセンタ ーを迅速に立ち上げ
るべき 。

46 李委員

●今回災害ボラ ンティ アセンタ ーの運営がう まく いっ たのは、 市内の応援、 特に防災士達の熱心
な応援があっ たから だと 感じ ている。 一方、 日替わり の応援は受ける方も 大変になる。 熱意によ
る応援と 仕組みによる応援を組み合わせていく 必要がある。 ボラ ンティ ア分野だと 、 平時から の
人材育成など、 平常時に予算をつけたり などが必要と 感じ る。

47 前田委員 ●各区での災害ボラ ンティ アセンタ ーの設置予定場所の検討を早めに進めていただき たい。

庁内の
応援体制

避難所等の
開設、 運営

ルール

住家被害
認定調査

災害ボラ ンティ ア
センタ ーの
運営支援

国・ 県・ 他都市
から の

受援体制
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№ 項目 発言者 有識者意見

48
被災者

支援制度
田村委員

●生活再建については、 横串を刺すよう な仕組みがなかなかでき ず、 う まく 回り はじ めるまでに
時間がかかっ た。 各業務について調整する機能を、 今後は持っ ていただき たい。

49
道路の

応急修繕
佐藤委員

●イ ンフ ラ 関係については、 こ れまでの大規模災害の例をみると 、 政令市が様々な要求をし 、 業
務が円滑化し ている実態があるため、 国や県、 政令市と 協力、 連携し 取り 組んでいく こ と を明記
し ていただければと 思う 。

50 平井委員
●新し いハザード マッ プを新潟市全域に配布し た時に、 ハザード マッ プの見方などをき め細かく
説明さ せてほし いので、 私（ 平井委員） を派遣し てほし い。

51 平井委員
●防災士の中でエキスパート を育成でき れば、 例えばボラ ンティ アセンタ ーの立ち上げなど、 災
害時の対応力が向上すると 思う ので、 時間はかかると 思う が育てていき たいと 思う 。

52 平井委員
●子ども たちは１ 月１ 日の地震が大人が思っ ている以上に傷になっ ている。 そう し た子ども たち
へのケアをし っ かり と お願いし たい。

53 田村委員
●学校の被害や、 その対応については、 記載し て発信し ていく べき ではないか。 記述について検
討いただき たい。

54 諸橋委員
●今回の能登半島地震に限ら ず、 今後、 災害を検証すると き には問題・ 課題だけではなく 、 実際
やっ てこ れが良かっ た、 こ れがう まく いっ た、 し かも その理由は何かと いう と こ ろ まで検証し て
いく と いい。 大き な発見がある。

55 田村委員
●罹災証明書の発行や生活再建相談などの復旧復興業務の検証についても 、 今後忘れずに続けて
やっ ていただき たい。

56 李委員
●今回の能登半島地震より も 、 ハード な気象条件や、 広域で被害が生じ ていた場合なども 想定
し 、 検証に反映でき ると よいと 感じ る。 また、 災害時には各機関で場所が取り 合いになると いう
こ と があるので、 市全体にと っ て最適になるよう に検討が必要だと 感じ る。

57 佐藤委員
●そも そも 問題が何だっ たかのかをき ちんと 丁寧に記述するこ と が大事だと 思う ので、 スペース
の問題も あるかと 思う が、 市役所内部や市民から の声を残し ていただき たい。

58 諸橋委員
●改善に向けた今後の短期的な取組をみると かなり 抽象的な内容になっ ている。 平常業務が繁忙
な中、 具体的に優先順位をつけ、 取り 組んでいく こ と が重要。

59 佐藤委員

●石川県では、 災害の初期から 総務省の応援が多数入っ てき ていた。 今回の能登半島地震の、 新
潟市規模での検証であれば、 こ れで足るのかも し れないが、 も う 少し シビアな方に考えて、 石川
の方の実態みたいなと こ ろ も 参照し ながら どう し たら いいかと いう こ と を見通し て、 ご検討いた
だく と よい。

60 田村委員
●年度内に全てを見直すこ と は無理なため、 反省を踏まえた記載、 今後について意見をまと め
て、 次年度どう いう 風にやっ ていく かを取り まと めて、 各所へお願いするこ と が現実的だと 思
う 。

防災士

その他

検証全般
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令和６ 年能登半島地震 災害初期対応検証を 踏まえた

令和６ 年   月

資料２



令和６ 年度 災害初期対応検証における取り 組み一覧

検証項目 No. 対策項目 取組項目 期間 担当対策部

①災害対策センタ ーの体制

見直し
短期 本部事務局

②本部事務局の機能強化 短期 本部事務局

③画像や動画を 活用し やす

い会議システムの見直し
短期 本部事務局

④会議開催ルールの見直し 短期 本部事務局

⑤課⻑ 級会議の開催 短期 本部事務局

⑥応急対策マニュ アルの再

検証及び周知・ 共有
短期 全対策部

⑦関係課の連携強化 中⻑ 期 全対策部

令和6年度後期 令和7年度 令和10年度以降令和8年度 令和9年度

１ 災害対策

本部

対策本部の

運営
1

問い合わせ電話への対応と 設営

作業の両立が可能と なる体制の

検討・ マニュ アルの見直し

・ 本部事務局の機能の再整理及び

機能を果たすための体制強化

・ 対策本部事務局マニュ アル等の

見直し

会議システム見直し

に向けた仕様の検

討・ 予算要求

開催間隔や公開につい

てを盛り 込んだ対策本

部事務局マニュ アルに

改正

課⻑ 級会議の開催を盛

り 込んだ本部事務局マ

ニュ アルに改正

応急対策マ

ニュ アルの再

検証

各対策班において各課の改正後の応急

対策マニュ アルを共有

・ 新システムの

導入手続き

・ 新システム運

用の検討

関係課に説

明会を実施

各班の職員への応急対策

マニュ アルの周知・ 共有


